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！指定文化財等保護事業

1匡巨県臼市指定文化財（国指定8件e県指定14件e市指定39件、合計61件）

指定文化財一覧表

胱）．指定区分 文化財名 名　 称 員数 所在地 所有者 指定年月日

1 国指定 史跡 旧中込学校 1ヶ所 中　 込 佐久市 S 4 4．4．12

2 国指定 重要文化財 駒形神社本殿 （附 ：棟札 4 枚） 1棟 下塚原 駒形神社 S 24．5．30

3 国指定 重要文化財 紙本着色一遍上人絵伝　 巻第二 1幅 野　 沢 金台寺 S 9．1．30
4 国指定 重要文化財 紙本墨書他阿上人自筆仮名消息 1幅 野　 沢 金台寺 S 9．1．30

巨 国指定 重要文化財 旧中込学校校舎（附：建築文書 3 点） 1棟 中　 込 佐久市 S 4 4．3．12

6 国指定 重要文化財 鉄鐘 1 跡　 部 藤沢平治 S 52．6．11

7 国指定 無形民俗文化財 跡部の踊り念仏 1 跡　 部 跡部踊り念仏保存会 H 12．12．27
l 8 国指定 天然記念物 岩村田ヒカリゴケ産地 1ヶ所 岩村田 佐久市 T lO．3．3
l 9 県指定 県宝 西念寺木造阿弥陀如来坐像 1躯 岩村田 西念寺 S 34．11．9
恒 県指定 県宝 正法寺木造地蔵菩薩半助目侍像 1躯 根々井 正法寺 S 4 4．5．15
恒 県指定 児宝 版本大般若経 557 巻 安　 原 安養寺 S 6 3．3．24
恒 県指定 県宝 貞祥寺三重塔 1 前　 山 貞祥寺 H 4．9．10
恒 県指定 県宝 安養寺木造阿弥陀如来及び両脇侍立像 3躯 安　 原 安養寺 H 6．7．22
恒 県指定 児宝 貞禅寺惣門及び山門 2棟 前　 山 貞禅寺 H 15．4．21
恒 県指定 史跡 三河田大塚古墳 1基 三河田 柳沢茂 S 37．7．12
巨6 県指定 史跡 伴野城跡 1 野　 沢 大伴神社 ・佐久市 S 40．4．30
恒 県指定 史跡 根井氏館跡 1 根々井 正法寺 S 40．7．29
】18 県指定 史跡 北高禅師墓碑 1基 岩村田 龍雲寺 S 4 4．10．2
恒 県指定 史跡 大井城跡 （王城 ・黒岩城） 1 岩村田 個人 誕 名 S 46。5。27
i20 県指定 史跡 平賀氏城跡 1 平　 賀 個人 37 名 S 4 6．5．27
2 1 県指定 史跡 岩尾城跡 1 鳴　 瀬 個人 39 名 S 46．5．27

22 県指定 天然記念物 王城のケヤキ 1 岩村田 荒宿十二社 S 6 1．3．27

23 市指定 有形文化財 金台寺の鉦 1 野　 沢 金台寺 S ∠46．10．1

24 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （一） 1 根　 岸 工藤光吉 S ∠46ユ0．1
25 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （二） 1 根　 岸 工藤勇祐 S 46．10．1

26 市指定 有形文化財 永禄十…一一一一年上原筑前御恩御検地帳 2冊 瀬　 戸 柳沢譲 S 49．12．1

27 市指定 有形文化財 下桜井村寛永の五人組帳 1 桜　 井 臼田繁雄 S 49．12ユ

28 市指定 有形文化財 桃源院木造地蔵菩薩坐像 1躯 南岩尾 桃源院 S 49．12．1
2 9 市指定 有形文化財 取出町百番観音 100 躯 取　 出 取出区 S 49．12．1

30 市指定 有形文化財 平尾大社本殿 1棟 上平尾 平尾大社 S 49．12．1

3 1 市指定 有形文化財 平賀村中善寺大般若経 600 巻 平　 賀 中善寺 S 4 9．12．1

32 市指定 有形文化財 旧長命寺二王堂應永在銘石柱 1基 大　 沢 長命寺 S 54．9．25

33 市指定 有形文化財 暦應在銘板碑 1 中　 込 正楽寺 S 57．3ユ

34 市指定 有形文化財 安養寺木造法燈国師倍像 1躯 安　 原 安養寺 S 6 2ユ0．20

35 市指定 有形文化財 安養寺中世文書 7点 安　 原 安養寺 S 6 2．10．20

36 市指定 有形文化財 後沢遺跡出土遣物 一括 （小宮山） 佐久市 S 6 2．10．20

37 市指定 有形文化財 北西ノ久保遺跡出土埴輪 一括 （岩村田） 佐久市 S 62．10．20

38 市指定 有形文化財 上直路遺跡出土遺物 一括 （岩村田） 佐久市 S 62．10．20

39 市指定 有形文化財 周防畑B 遺跡出土遣物 一括 （長土呂） 佐久市 S 62．10．20

40 市指定 有形文化財 瀧の峯古墳出土遺物 一括 （根　 岸） 佐久市 S 62．10．20
41 市指定 有形文化財 中道遺跡出土遺物 一括 （野　 沢） 佐久市 S 62．10．20
4 2 I 市指定 有形文化財 東一本柳古墳出土遺物 一括 （岩村田） 佐久市 S 62．10．20
4 3 I 市指定 有形文化財 龍雲寺中世文書 38 点 岩村田 龍雲寺 S 62．10．20
叫 市指定 有形文化財 大井法華堂修験関係文書 859 点 岩村田 大井道也 H 1．11．6

－　1　－



No． 指定区分 文化 財名 名　 称 員数 所在地 所有者 指定年月 日

4 5 市指定 有形文化財 木造愛染明王坐像及び両脇侍木造両界大日如来坐像 3躯 上　 背
ノじ一ヽ　　　ノ、

法善寺 H lユ1．6

∠46 市指定 有形文化財 旧大沢小学校 1棟 大　 沢 佐 久市 H 8．6．6

4 7 市指定 有形文化財 倉沢薬師堂 （附 ：宮殿 e石像薬師如来

立像 ・加舎 白雄 自筆奉納俳額）

4 前　 山 貞祥寺 H lO．4．30

∠48 市指定 有形文化財 正法寺多層塔 1基 根 々井 正 法寺 H lO．12．28

49 市指定 史跡 鵜縄沢端一里塚東塚 1基 岩村 田 関 口芳幸 S 45．10．1

50 市指定 史跡 大梅禅師墓碑 1基 内　 山 正安寺 S 45．10．1

5 1 市指定 史跡 安原大塚古墳 1基 安　 原 英多神社 S 45．10．1

52 市指定 史跡 北西 ノ久 保石造塔婆群 1群 岩村 田 井上行雄 S 49．12．1

53 市 指定 史跡 正楽 院供養塔 1 平　 賀 長福寺 S 49．12．1

54 市指定 史跡 前山城跡 1 前　 山 個人 11 名 S 56．4．2 3

55 市指定 史跡 後沢遺跡 2基・5棟 小宮山 佐久市 S 62．10．2 0

56 市指定 史跡 瀧の峯古墳群 4基 根　 岸 個人 6 名 S 62．10．2 0

57 市指定 名勝 絞月原 1 小田井 佐久市 S 53．2ユ

58 市指定 天然記念物 白山神社 のイ チヰ古樹 1 常　 和 白山神社 S 4 5．10．1

59 市指定 天然記念物 野沢 町の男女木 1 野　 沢 大伴神社 S ∠46．10．1

60 市指定 天然記念物 チ ョウゲンボウ生息地 2ヶ所 伴野 ・鳴瀬 佐久市 S 53．2ユ

61 市指定 無形民俗 文化財 岩村 田祇 園祭 にお けるお船様祭 り 1 岩村 田 荒宿区 S 58．9．1

2　普及ゆ公開事業

旧中込学校入館者数　　8，275人（開館目数302日）

藤村旧宅入館者数　　　2，412人（開館日数138日）

…　埋蔵文化財事業

1　保護0保存事業

（1）記録保存

1）概要

開　 発　 原　 因　 者
調　 査　 実　 施　 数

報　 告　 書　 刊 行
発 掘 試 掘 立 会 整 理 計

国

県

市

等

国　 ・　 県　 補　 助 1 1 1

国　 土　 交　 通　 省

佐　 久　 建　 設　 事　 務　 所 3 5 3 1 1 2

佐 久 市 土 地 開 発 公 社 1

佐　　　　 久　　　　 市 4 2 1 2 2 20 3

そ　 の　 他　 公　 共　 団　 体 1 1 1 3 2

個　 人 ・ 民　 間　 企　 業 4 16 9 2 3 1 4

学　　 術　　 調　　 査

合　　　　　 計 13 2 4 25 7 6 8 1 1

原　 因　 者　 負　 担 13 6 19 10

国　 ・　 県　 補　 助 24 2 5 4 9 1

－　2　－



2）発掘調査e整理作業

N o． 遺跡名／調査面積 所在地／事 業 備　　　 考

1 大奈良遺跡／ 1，700Ili 佐久市 田日／農道整備 住居 17 （縄文 ・古墳）、敷石住居 3 、土坑 71 第 13 1 集

2 西一本柳遺跡 Ⅹ Ⅱ／ 2801貢 佐久市岩村 田／集合住宅建設 住居 6 （古墳～奈 良）、堀立 2 、竪穴状遺構 6 、土坑38 第 125 集

3 西村中遺跡／ 1，24 5I壷 佐久市根岸／老人福祉施設建設 溝 3 、土坑 2 、 ピッ ト鋤、黒色包含層　 第 123 集

4 梨 の木遺跡 V ／ 150I・d 佐久市中込 e 三河田／宅地造成 土坑 2 、溝 1 、 ピッ ト21

5 西一里塚遺跡 Ⅱ／ 7惧ni 佐久 市平塚 e 根々井／道路改良 溝 2 、土坑 1 、 ピッ ト

6 戸坂遺跡 Ⅲ／ 230I貢 佐久市新 子田／鉄塔建替 住居 3 、掘立 2 、土坑 11、 ピッ ト40　 第 129 集

7 扇 田 （開戸 田）遺跡／ 1，400 ni 佐久市 内山／道 路改 良 住居址 14 （古墳）、土坑 4 、溝、堀立柱建物址

8 野沢館跡Ⅶ／ 4 指扇 佐久市 野沢／道 路改 良 石組遺構 、堀 （中～近世）第 128 集

9 前田遺跡V 他／ 167 ITf 佐久市小 田井／道路改 良 住居 7 （奈良 ・平 安）、土坑 1 、溝 2 、堀立柱建物址

10 下曽根遺跡Ⅸ／ 116 ni 佐久市小 田井／道路改良 住居 5 （古墳 ～平安）、土坑 2 、溝 1　 ピッ ト7

11 市道遺跡Ⅲ他／ 2，892I五 佐久市跡部 ・三塚／道路改良 住居 55、掘立 18、竪穴状遺構 9 、溝 3 、土坑 55

12 平馬塚遺跡／ 330ni 佐久市桜井／宅地造成 竪穴状遺構 3 、土坑 37、溝 2 、 ピッ ト （中世） 第 130 集

13 下信濃石遺跡／ 883I五 佐久市岩村 田／ 区画整理事業 寺院関連址 1 、建物址 10、土坑 4 7、溝 6 、ピ ッ ト258

3）整理作業

No． 遺跡 名所在地 備　　　 考

1 聖原遺跡 （第 4 、 5 分冊） 佐久 市長土呂 佐久市埋蔵文化財調査報告書第 122 e 126 集

2 西一本柳遺跡Ⅹ 佐久 市岩村 田 佐久市埋蔵文化財調査報告書第 127 集

3 西近津遺跡 Ⅱ 佐久市 長土呂

4 地 ヶ入遺跡他 佐久市志賀他

5 後 家山遺跡 佐久市平賀 も瀬戸 佐久市埋蔵文化財調査報告書第 12 1 集

6 野沢館跡Ⅵ 佐久市野沢 佐久市埋蔵文化財調査報告書第 132 集

4）試掘。立会調査
恒 遺　 跡　 名 所 在 地 調 査 面 積 （前 ） 開発 面 積 （前 ） 調 査 期 日 種 別
巨 開戸 田遺 跡 2 内　 山 290 2，801．39 H 16 ．4．19，20 試 掘
i 2 中原 遺 跡 群 29 中　 込 296 1，671．53 H 16 ．4．2 0 ～ 22 試 掘
I 3 1 蛇 塚 A 遺 跡 群 （蛇 塚 遺 跡 群 15） ー　 安　 原 1恨 l 1，6 13 H 16 ．4．28 試 掘
！4 東 大 久 保 遺 跡 群 7 上 平尾 205 1，24 3　 日 寸16 ．4 ．30 ～ 5ユ コ
！5 蛇 塚 B 遺 跡 群 （蛇 塚 遺 跡 群 16 ） 新 子 田 400 1，領う5．0 1 H 16 ．4 ．26 ～ 28 試 掘

6 東 大 久 保 遺 跡 群 8 上 平 尾 46 2 50 H 16．5．20 試 掘

7 未 周 知 内　 山 16 34 5 H 16．5．19 試 掘

8 石 田 遺 跡 （隣 接 ） 志　 賀 85 787 H 16．6 ．28 試 掘

9 下 肢 水 遺 跡 （隣 接 ） 内　 山 160 1，629．77 H 16．6．24 試 掘

10 市 道 遺 跡 Ⅲ 他 跡 部 他 2，834 30，000 H 16．7．5 ～ H 17．3．31 試 掘

11 周 防畑 遺 跡群 23 （隣接 ） 塚　 原 1，226 8 ，6 16 H 16．11．22 へ／12ユ 試 掘

12 長 土 呂遺 跡 群 29 長 土 呂 240 1，214 H 16 ．7．16 試 掘

13 曽根 城 跡 小 田 井 30 14 9．13 H 16 ．7．29 試 掘

14 西 一 里 塚 遺 跡 群 4 根 々 井 304．5 2，502．16 H 16 ．8．3 ′－4 試 掘

15 宮 の後 遺 跡 群 （岩 村 田遺 跡 群 83） I 岩 村 田 190 1，54 0 H 16 ．9．22 試 掘

16 扇 田遺 跡 （坪 の 内 遺 跡 2 ） 内　 山 500 3，588 ．07 H 16 ．10．28 ～ 30 試 掘

17 一 本 柳 遺 跡 群 （岩 村 田 遺 跡 群 84 ） 岩 村 田 270 2，513 H 16．11．2 試 掘

18 西 妻 神 遺 跡 2 中　 込 200 3，5 50 H 16．10．6 e 12．3 試 掘

19 長 土 呂 遺 跡 群 30 長 土 呂 2，666 9，488 H 16．10．14 ～ 18 e ll．16，17 試 掘

20 宮 の 上遺 跡 群 12 根 々 井 514 2，249 H 16．12 ．14 ，15 試 掘

2 1 中原 遺 跡 群 30 中　 込 16 224．35 H 16．12．24 試 掘

22 樋 村 遺 跡 群 6 平　 賀 220 4 ，62 1 H 17．2．3，4 ・3．14 ，15 試 掘

23 栗 毛 坂 遺 跡 群 35 岩 村 田 2 14 1，749 H 17．2．14 試 掘

24 一 本 柳 遺 跡 群 （岩 村 田遺 跡 群 85） 岩 村 田 273．3 1，578 H 17．3．3，4 試 掘

25 芝 宮 遺 跡 群 20 長 土 呂 1，730 H 16 ．6．28 立会

26 城 下 遺 跡 群 4 （隣 接 ） 内　 山 1，578 】H 16 ．4．6 立 会

2 7 野 沢 館 跡 10 野　 沢 666 ．63 H 16 ．4．19 立 会

28 跡 坂 遺 跡 群 1巨 中 金 井 遺 跡 群 10 小 田井 】 1，710．95 H 16．5．11 へ／8．20 立 会

29 一 本 柳遺 跡 群 （岩村 田 遺 跡 群 86 ） 岩 村 田 8．5 314 H 16．6．30 立 会

30 官 の 上遺 跡 群 13 横　 和 1，520 H 16．8．24 ～ 26 立 会

3 1 松 木 谷 遺 跡 常　 和 290 H 16．6 ．29，30 立 会

32 常 田居 屋 敷 遺 跡 群 13　　　　　 l 塚　 原 600 H 16．7．14 立 会
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No． 遺　 跡　 名 所在地 調査面積 （前） 開発面積 （ni） 調査期 日 種別

33 大和 田屋敷遺跡群 鳴　 瀬 152 H 16．7．29 ・8．2 立会

34 松の木遺跡 6 （隣接） 岩村 田 1，705．81 H 16．7．8 立会

35 新子 田明神の木遺跡 新子 田 226 H 16．8．23 ′）27 立会

36 寄塚遺跡群 2 横　 和 116 H 16．8．24，26 立会

37 樋村遺跡群 7 平　 賀 1，∠範2 H 16．10．1 ～ 8 立会

38 …一一本柳遺跡群 （岩村田遺跡群 87） 岩村 田 8 33 H 16．8．10 立会

3 9 鳴瀬中屋敷遺跡群 鳴　 瀬 18 9 H 16．9．16 立会

40 馬瀬 口遺跡群 （隣接） 新子 田 194．4 H 16．8．6 立会

4 1 香 坂屋敷 遺跡 香　 坂 3 12 H 16．9．13 ～ 15 立会

42 海老在 家遺 跡 2 士　 智
ノじヽ　　／、

250 H 16．9．16 ～ 18 立会

43 館 ヶ沢A 遺跡 2 内　 山 1，655 H 16．9．3 ～ 11．11 立会

44 野沢館 跡 11 野　 沢 150 H 17．1．12 立会

45 西妻神遺跡 3 猿久保 900 H 16．10．25 立会

∠46 新 町遺跡 8 平　 賀 179．33 H 17．2．14 立会

47 蛇塚 A 遺跡群 （蛇塚遺跡群 17） 新子 田 2 13．6 9 H 17．3．8 立会

48 深堀遺跡群 5 瀬　 戸 500．∠18 H 16．8．2 立会

49 東五里 田遺跡 5 （隣接） 野　 沢 32，538 H 17．1．11 立会

2　普及C公開活動

（1）第25回　少年考古学教室

開催地　文化財課事務所　　　　　　　　開催日　平成16年8月5日

参加者　市内小中学生他　46名　　　　　内　容　火おこしe勾玉作り

（2）大奈良遺跡現地説明会

開催日　平成16年4月17日

参加者　地元区民を中心に　約90名

（3）市道遺跡Ⅲ。辻遺跡現地説明会

開催日　平成16年11月26日e平成16年12月6日

参加者（11月26日）一般参加者約30人e（12月6日）地元中学生15人

（4）文化財課資料展示室利用状況

入場者数　265名

3　分析0鑑定

（市内　205名　　県内　56名　　県外4名）

遺跡名 種　 別 内　 容

1 東一本柳古墳 保存処理 鉄製品

2 仲田遺跡 保存処理 鉄製品

3 上ノ城遺跡 保存処理 鉄製品

4 前田遺跡V 他 保存処理 鉄製品

5 開戸田遺跡他 保存処理 鉄製品

6 西一本柳遺跡Ⅹ 分　　 析 炭化材年代測定 ・樹種、骨片 （自然化学分析）・黒曜石産地推定

7 地ヶ入遺跡他 分　　 析 石器微細剥離痕分析

8 大奈良遺跡 分　　 析 炭化材、土壌、岩石 （自然化学分析）
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4　調査概要

1大奈良遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市田口字金石3894～3889

日田町

ふるさと農道緊急整備事業

平成16年4月1日～5月14日

1，700ni

須藤　隆司

大奈良遺跡は千曲川右岸の河岸段丘に立地し、『臼田町遺跡詳細分布調査報告書』には縄文時代中期・弥生時代後

期・古墳時代・平安時代の遺跡として登録されていた。今回、臼田町が遺跡内にふるさと農道緊急整備事業として道

路建設を計画したため、臼田町が平成15年10月1・2日の両日で試掘調査を実施したところ、縄文時代の遣物が大量

に出土し、遺跡保存の必要性が生じた。そこで、臼田町より委託を受けた佐久市教育委員会が記録保存を目的とする

発掘調査を行う運びとなった。平成16年度の調査は、平成15年11・12月に行った発掘調査の継続調査である。

調査の概要

平成15・16年度の調査で古墳時代の竪穴住居址2軒と縄文時代中期の竪穴住居址15軒・敷石住居址2軒・土坑71基、

縄文時代後期の敷石住居址1軒が検出され、縄文時代中期の拠点的な集落の存在が判明した。出土した膨大な遣物は、

縄文時代が主体であるが、特記できることは3，498点にも及ぶ打製石斧とその製作・再生剥片が多量に検出されたこと
である。
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2　西一本柳遺跡XIl

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田字下樋田1733－1

井上　寅雄

集合住宅建設事業

平成16年4月3日～4月茄目（現場）

280I五

冨沢　一明

経過と立地

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。当遺跡群はこの台地上

を東西方向に長く帯状に展開し、中央から西を西一本柳遺跡、東半分を東一本柳遺臥　北側を北一本柳追跡とそれぞ

れ呼称する。昭和亜年には遺跡群内に所在する東一本柳古墳が発掘調査され、石室内より金銅製の飾り馬具や鉄製の

異形轡などが発見され注目を集めた。また、近年は遺跡群内を国道141号線バイパスが南北に建設されると共に道路

周辺部の開発によるこれらの発掘調査により西一本柳遺跡が市内でも有数の太複合遺跡であることが明らかにされつ

つある。

今回、遺跡群内に井上寅雄により集合住宅の建設が計画された。因って教育委員会では文化財保護法の届出を受け

試掘調査を行った。その結果遺構が発見され、保護協議がなされ遺跡破壊の恐れがある部分については記録保存を目

的とする発掘調査を行うこととなった。

調査の概要

調査によって、古墳～奈良時代の竪穴住居址及び中世の集落址の一部が検出された。今回の調査地点では弥生時代

中期・後期の集落址は確認されなかったことから、隣接する北西の久保遺跡と西・本柳遺跡の弥生集落は別集落の可

能性が指摘できた。

調査遺構　竪穴状遺構　6軒　　掘立柱建物址　2棟　　竪穴状遺構　6基　　土坑　認基

出土遺物　土師器・須恵器・鉄製品（鎌・釘・刀子）・カワラケ・陶磁器類・土錘・硯・古銭
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3　西村中遺跡

所　在　地　佐久市根岸字阿らや115

調査委託者　佐久市土地開発公社

開発事業名　佐久市西部地区老人福祉拠点施設整備事業

調査期間　平成16年4月19日～5月14日・7月8日

調査面積1，245I五

調査担当者　出澤　力

経過と立地

西村中遺跡は佐久市根岸地籍にあり、佐久市の南西部に当たる。遺跡の周辺は水田が続く田園地帯であり、北西側

には立科山麓の末端を見ることが出来る。遺跡周辺では北側の丘陵部で後択遺跡、中村遺跡、筒村B・山法師遺跡な

どの縄文時代の遺跡が、西方の榛名平遺跡では縄文～中世にかけて、特に中世の土豪の屋敷跡と思われる遺構が確認

されている。また対象地から北西に目をやれば虚空蔵山の狼煙台がある。

平成15年度に佐久市土地開発公社により計画された佐久市西部地区老人福祉拠点施設整備事業に伴う試掘調査によ

って、計画対象地内の一部で遺構・遣物の存在が確認された。その結果を踏まえ保護協議が行われ結果、遺構の確

認された部分について、記録保存を目的とした発掘調査が行われることとなった。

調査の概要

西村中遺跡は、遺跡南側から南西に伸びる舌状の微高地に遺跡が立地する。試掘調査では対象地北側や西側の一部

で2m以上の堆積を認める泥炭層が確認されており、本遺跡が微高地の舌端部に当たることが認められた。

今回の調査では遺構確認面で多くの土器片・黒曜石片を認めたがその土器片のほとんどは表面が著しく摩耗した状

態で発見されている。おそらく周囲の河川などの水の作用によって本対象地周辺に存在する遺跡から流れ込み、堆積

した物と考えられる。出土した縄文土器片は縄文時代中期後葉から後期のものであるが、これらについては周辺の遺

跡から流入した物であろう。

今回の調査によって確認された遺構・遣物は以下の通り。

検出遺構　溝状遺構　3条　　土坑　2基

出土遺物　縄文土器（深鉢）　弥生土器　土師器　須恵器　黒曜石片
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4　西一里塚遺跡II

所　在　地　佐久市根々井10か1－2他

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　道路改良事業

調査期間　平成16年5月19日～6月3日

9月17日～11月3日

調査面積　794前

調査担当者　羽毛田卓也　出澤　力
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西一里塚遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）
経過と立地

本遺跡が所在する西一里塚遺跡群は根々井・平塚地籍に位置し、長土呂より南下する帯状低地に挟まれた標高684

m内外の帯状微高地に広がる。

遺跡群内でこれまで発掘された遺跡では、餅田遺跡、西一里塚遺跡の第一次調査などがあり、特に西一里塚遺跡で

は弥生時代後期の竪穴住居址11軒、土坑7基、溝址6条と、環濠と思われる溝址を確認している。

佐久建設事務所により計画された県単道路改良事業（塩名田佐久線）に伴い、平成15年度より記録保存を目的と

した発掘調査を実施している。平成16年度も、継続して道路拡張部分の発掘調査が行われた。

調査の概要

今回、濁川を挟んで東側と西側、合わせて2箇所において発掘調査が行われた。便宜上東側をA地点、西側をB地

点とする。各地点で確認された遺構・遺物は以下の通り。

A地点　　○検出遺構　　溝状遺構1条　　黒色包含層

○出土遺物　　弥生土器（壷・高杯・褒・浅鉢）　木製品

B地点　　○検出遺構　　溝状遺構1条　　土坑1基　　ピット誤基

○出土遺物　　弥生土器　石器

A地点で確認された溝址は覆土中から弥生土器を検出し、集落を巡る溝址ではないかと考えられる。包含層は溝址

が埋まった址に堆積した物と考えられ　満址とは時間差があると伺える。包含される土器片は弥生土器である。

B地点は、表面を削平、または土壌の移動を受けており、遺構の上部は破壊された可能性が高い。土器を多量に含

む撹乱層の下より土坑、ピット等を確認したが、特にピットは住居址の柱穴であった可能性がある。溝址は調査区の

西側で確認されたが、その位置、形状は集落を囲む環濠とは異なっている。

皮



5　戸坂遺跡‖

所　在　地　佐久市新子田字戸坂1090－2・字星谷端979

・道端％1－1

調査委託者　東京電力株式会社

開発事業名　南佐久線No．15～25鉄塔建替工事

調査期間　平成16年7月26日～8月18日

調査面積　230．2Id

調査担当者　出澤　力　佐々木　宗昭

経過と立地

戸坂遺跡Ⅲは佐久市新子田字戸坂、星谷端、道端に所在する。当地は湯川東岸に接する浅間軽石流堆積物による台

地上の東端に立地し、標高は703～4m内外を測る。周辺では戸坂遺跡I・Ⅱ、供養壕遺跡、四ツ塚遺跡1・Ⅱ、四
ッ塚古墳などの遺跡調査が行われている。

今回、東京電力株式会社により鉄塔建替工事が行われることとなり、南佐久線恥．18・20・22号鉄塔の建替について、

対象地が戸坂遺跡郡内に立地し各対象地が極めて小規模な範囲であることから、試掘調査は行わず、対象地の表土を

除去後、各鉄塔部分3ヶ所について記録保存を目的とした発掘調査が行われることとなった。

調査の概要

3ヶ所の対象地について、北からNol～3調査区と便宜上名付け、発掘調査を行った。各調査区で確認された遺
構・遺物は以下の通り。

No．1調査区　○検出遺構　　土坑1基　　ピット　1基

○出土遺物　　土師器（賓）　須恵器（短頸壷・蓋）

No・2調査区　○検出遺構　　掘建柱建物址1棟　　土坑　4基　　ピット　認基

○出土遺物　　土師器（坪・聾）　須恵詣（坪・壌）

No・3調査区　○検出遺構　竪穴住居址（弥生時代後期）3軒　堀立柱建物址（平安時代）1棟

土坑　6基　　ピット　3基

○出土遺物　縄文土器　弥生土器（壷・賓・鉢・高杯・蓋）　土師器（坪）　須恵器（杯・賓）

今回の調査と、これまで近隣で行われた発掘調査の成果を鑑みると、本遺跡周辺の集落の変遷、つまり弥生時代集

落は台地の縁辺に立地し、台地の中央には奈良時代集落、そして平安時代の集落はほぼ台地上全体に広く分布すると
考えられる。

No．2調査区　全景（南から）

9　－
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6　扇田遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市内山芋扇田7174、7175、7176外

佐久建設事務所

道路改良事業

平成16年7月5日～9月24日（現場）

11月8日～12月17日（現場）

1，400ni

上原　学

扇田遺跡位置図（1：50，000）
経過と立地

扇田遺跡は佐久市内山地籍の標高708～710mを測る滑津川右岸の氾濫源沖積地上に位置し、これまで遺跡の不鮮明

な地域であった。

今回、佐久建設事務所による道路改築工事（佐久市平賀バイパス）が行われることとなり、遺構の有無を確認する

ため試掘調査を行った。結果、古代の住居址、溝跡等の遺構が認められたため、記録保存を目的として発掘調査を実

施した。

調査の概要

古墳・平安時代の住居址、掘立柱建物址、土坑、ピット、溝跡の調査を行った。調査区西側一帯は低地帯が広がり、

幾筋もの流露と思われる溝跡が確認できた。覆土内には縄文時代から平安時代の遺物が含まれるが、主体は5酎己後

半～6世紀代の古墳時代である。この低地の東側は東方向から舌状に台地が張り出し、古墳時代から平安時代の住居

址が新旧切り合いながら密集して掘り込まれている。調査遺構・遺物の詳細は以下の通りである。

遺　　構　竪穴住居址　14軒

I二　　　坑　　4基

溝　　　跡、掘立柱建物址

遺　　物　土師器、須恵器、灰粕陶器

鉄製品（鎌、刀子）

石器・石製品（打製石斧・砥石・拇臼）

一10　－



7　野沢館跡VII

所　在　地　佐久市原480－5・野沢78－2　他

調査委託者　佐久市（都市計画課）

開発事業名　まちづくり総合支援事業

調査期間　平成16年7月12日～30日

・8月17日～19日・9月1日～22日

調査面積1，982ni

調査担当者　羽毛田　卓也

経過と立地

野沢館跡は、佐久市原、野沢に所在し、佐久地方南西部の甲武信ヶ岳に源を発し、佐久市中央を北進する－一級河川

「千曲川」によって成立した西側の低河岸段丘（標高682～686m）に展開する平安時代末期から中l鋸こかけての居館

跡である。本館跡は平成3・1ト13・14・15年度に部分調査され　中世から近世にかけての遺構や遺物が検出された。今

回の調査は、本館跡中央部（主部・県史跡伴野城跡）の周辺（外郭内）に位置する。

今回・佐久市が行う国庫補助まちづくり総合支援事業「野沢散策路事業」に伴い、佐久市建設部都市計画課と佐久

市教育委員会とで協議の結果、現在の地表面より50～140cnlを調査深度とし、破壊されないそれ以下については保存

することとなり、委託を受けた佐久市教育委員会が主体となって発掘調査を行う運びとなった。

調査の概要

上下水道・ガス・水路・排水路等の破壊を免れた部分、野沢館跡として重要な部分を調査区として絞り込み、確認

調査及び発掘調査が行われた。結果、中世から近世にかけての柱穴群や組石遺構を検出し中世～近世の建物址群の存

在が確認されたこと、また平成14年度に調査が行われた野沢館跡Ⅳで確認された主部の堀の南側のラインを想定する

資料を得ることが出来た。今回の調査で発見された遺構・遺物は、堀、土塁そしてその周辺の町屋を含め大規模に整

備された防御機能を持つ中世城郭「野沢城」としての野沢館に当たるものであった。

陰蒜賢一瑞
一丁千号一幸丁！

南側堀検出状況（東より）
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8　下曽根遺跡V…

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市小田井131－3外

佐久市（高速交通課）

国補　交通安全施設等整備事業

平成16年7月26日～8月12日（現場）

167ni

上原　学

前田遺跡Ⅴ他（下曽根遺跡Ⅷ）位置図（1：50，000）
経過と立地

前田遺跡Ⅴ他は、佐久市北部の南北方向に長い地域で、調査範囲には1遺跡、3遺跡群（前田遺跡群・鍛冶屋遺跡

群・曽根城遺跡・芝宮遺跡群）が含まれる。それぞれの地域はいずれも浅間山の麓から放射状に延びる田切り地形の

細長い台地上に位置し、標高は754～763mを測る。

本遺跡は、佐久市高速交通課が行う交通安全施設等整備事業（歩道設置工事）に伴い、前年度から発掘調査を開始

し、これまでに縄文時代の落とし穴、古墳～平安時代の住居址が調査されている。今年度は未調査地域167Idの調査を

実施した。

調査の概要

本年度は、対象地域南端、下曽根遺跡の調査を行った。調査遺構は奈良・平安時代の住居址、堀立柱建物址、溝跡

である。調査区が幅3m前後と限られているため、いずれの遺構も部分的な調査にとどまった。溝跡は平安時代の住

居址を破壊して掘り込まれており、僅かだが土鍋片が出土していることから15世紀前後の遺構と考えられる。遺物は

土師器・須恵器・灰和陶器・土鍋・鉄製品・石製品等が出土した。

遺構・遺物の詳細は以下の通りである。

遺　構　竪穴住居址　　7軒（奈良・平安時代）　　遺　物　土師器（坪・碗・賓）　石製品（砥石・拍臼）

土　　坑　　1基　　　　　　　　　　　　　　　須恵器（坪・褒・壷）　鉄製品（鎌）

溝　　跡　　　2条　　　　　　　　　　　　　　　灰粕陶器（碗）　　　　鍋

堀立柱建物址　1棟

H1号住居址鉄鎌出土状況

ー12　一



9　市道遺跡‖・辻遺跡

所　在　地　佐久市跡部字市道

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　国道141号臼田野沢バイパス4車線化工事

調査期間　平成16年9月9日～平成17年2月28日

調査面積　2，892I五

調査担当者　冨沢　一明　佐々木　宗昭

経過と立地

市道遺跡Ⅲと辻遺跡は佐久市大字跡部・三塚にそれぞれ所在する。両遺跡はいずれも野沢平に広がる沖積微高地に

立地する。これら沖積微高地は片貝川や千曲川の流路変遷により形成されたものと考えられるが大規模な圃場整備に

より現状での微高地範囲は不明な部分が多い。因って、遺跡範囲も地表面からの観察では限界があり、今回も「遺跡

詳細分布調査地図」と比較すると大きくその範囲が異なっている。今回、国道141号の4車線化工事に伴い佐久建設

事務所より計画地の遺跡有無について照会があった。佐久市教育委員会では計画路線に接して市道遺跡・三千束遺跡

群・辻遺跡等が存在することを回答し、試掘調査を行うこととなった。結果、試掘調査により遺構が発見されたため、

保護協議の後に記録保存目的の発掘調査を行うこととなった。今年度は予定地の内、市道遺跡Ⅲの一部と辻遺跡の一一
部を調査することとなった。

調査の概要

調査によって、辻遺跡及び市道遺跡Ⅲともに古墳～平安時代の竪穴住居址及び中世の集落址の一部が検出された。

市道遺跡川　　竪穴住居址　51軒　　掘立柱建物址16棟　　竪穴状遺構　9基　　土坑　52基

辻遺跡　　　竪穴住居祉　4軒　掘立柱建物址　2棟　溝状遺構　　3本　土坑　3基

－13



10　平馬塚遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市桜井911－1

株式会社　町田設計

宅地造成

平成16年10月4日～10月19日（現場）

330ni

L原　学

平馬塚遺跡1位置図（1：50，000）
経過と立地

平馬塚遺跡は、千曲川と片貝川に挟まれた自然堤防上の桜井地籍にあり、集落の周辺は現在も広く水田として利用

されている。標高は600m内外を測る。遺跡付近では昭和52年に上桜井北遺跡の調査によって古墳時代から平安時代

の住居址17軒、土坑状の特殊遺構などが確認されている他、西側の石堂遺跡では竪穴状遺構が発見され　陶磁器・土

器など15世紀代の遺物が出土している。また、本遺跡群内では平馬塚古墳及び、北側一帯に中世の遺跡と考えられる

泉屋敷跡などが存在している。

今回、町田設計による宅地造成計画に伴い、試掘調査を行った結果、遺構・遺物の存在が確認されたため、開発主

体者と協議を行い、進入道路地域の発掘調査を佐久市教育委員会が主体となり実施する運びとなった。

調査の概要

調査によって、中世と考えられる遺構、縄文・古墳～平安・中世の遣物を発見した。調査区の北西には中世の遺跡

である泉屋敷跡が存在することから、これに関する遺構と思われ　泉屋敷とされる範囲が本遺跡周辺まで広がること

が確認できた。

遺構・遣物の詳細は以下の通りである。

調査遺構　竪穴状遺構　－　3棟

土　　　坑　－　37基

溝　　　跡　一　2条　　ピット群

雲㌻町・7トす∴一←華、ヲ

泌津

ドニ・・．

14

出土遺物　縄文土器・土師器・須恵器

陶器・土師質土器・須恵質土器



11下信濃石遺跡

所　在　地　佐久市岩村田字仁王前331111他　　　　　長短昼遥遠必髭

調査委託者　佐久市花園土地区画整理組合・佐久市

開発事業名　佐久市花園土地区画整理事業

調査期間　平成16年11月1日～平成17年1月18日（発掘）

調査面積1，200ni

調査担当者　羽毛田　卓也　森泉　かよ子

経過と立地
下信濃石造跡位置図（1：50．000）

∴臣か

佐久市岩村田地籍に所在し、南に流れる湯川右岸にある0湯川の河川堆積層であるシルト・砂層・黒色土が堆積し

ている0　ここの所台地上は端下平（はけのたいら）の字名があり、中世南北朝時代に大井氏が建立した龍雲寺の伝承

地とされている0今回、花園土地区画整理事業が計画され道路部分について遺跡の破壊が余儀なくされる事態とな

り、遺構が破壊される部分を発掘調査し、破壊されない部分は埋土保存することとなった。佐久市花園土地区画整理

組合・佐久市の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

遺跡は上の城の台地から湯川に傾斜する東斜面地である。そのため台地からの土砂が堆積し埋もれたた臥複数の

文化面があった。上層には中世遺物の包含層が2面、さらにその下層から弥生前期の遺物包含層がみられた。したが

って全面ではないものの2～3面にわたる調査を行った。

検出遺構　　寺院関連址　　1址　　　土　　坑　　　47基

建物址（Ta）10棟　　　　溝　　　　　　　6本

単独ピット　　258個

出土遺物

中　世　　かわらけ、内耳、常滑壷・襲、珠洲壷、古瀬戸灰和水滴・瓶子・平椀、青磁小杯・碗・盤、

白磁口禿皿・碗、青銅製品（鏡・銅仏）、鉄製刀子、鉄製釘、渡来銭、五輪塔、石鉢、砥石、
骨、炭化米、炭化材

古墳後期・奈良平安　　土師器賓・杯、須恵器蛮・杯・高台付杯

弥生後期　　弥生後期土器壷・高杯

弥生前期　土器一浮練文浅鉢・壷・聾、沈線文鉢・壷・賓、条痕文壷・襲、撚糸文賓

石器一打製石斧、敲打石、安山岩製石嫉、黒曜石製石銭・石鉱末製品・黒曜石剥片

中世龍雲寺の伝承地に隣接し、寺院関連遺構が検出された。斜面を削りだしてテラスを作り、端部を石積みで囲む

東西am南北9mの平場が検出された。テラス面からは敲きの土間、石積みの井戸址、石で囲った基壇がみられた。
整地面の内側にも石積がみられ　整地面は拡幅されたようである。

出土遣物は素焼きのかわらけ、内耳、常滑焼の壷・監東海系の担ね鉢、中国製の青磁碗・盤、白磁口禿皿・碗、

銅製品、鉄製の角釘などが出土している。またテラス端部の石積みには五輪塔3点が転用されて積まれていた。中世

の石積みが残されている例は稀少例である0角釘の存在から何らかの上屋があったものとみられる。またこの整地面

には、灰・炭化物層が上面にみらた0文明16年（1似）の村上氏の佐久侵攻により大井城が陥落し、その際に龍雲寺
も灰燈に帰したという記録があり、出土遺物と文献がほぼ一致している。

平場を作り、掘立柱建物址をもつ建物址が10棟検出された。中でもTa3は、長さ10m幅3mほどの平場に3間×1

間の掘立柱建物址で、かわらけ・渡来銭・古瀬戸灰紬水滴が出土している。古瀬戸の水滴は水鳥形の南北朝期（14C）

完形品である0南北朝期の古瀬戸は流通が少なく稀少であり、ことに水滴は武士または僧侶など所有する人も限られ、

龍雲寺の開基が南北朝期とされており、これに関係する遣物とみられる。
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他に中世のピットや土坑が多数検出され、斜面地が活用されたようである。

弥生前期の遣物がBか1グリット付近より出土している。佐久市内には多くの遺跡があるが弥生前期の遺跡は、猿

久保の仲田遺跡、野沢の東五里田遺跡があるのみである。近隣では小諸市の氷遺跡がこの時期の標識遺跡としても著

名であるが、長野県内の遺跡は極端に少なく、土器片のみを出土する遺跡を加えても30遺跡以下であろう。

今回、下信濃石遺跡では長さ12m、幅8mの黒色土層中より、数百点の弥生前期の土器・石製品が出土し、黒色土

を下げたところ平場がみられ、遺物の出土状態を一部記録することができた。
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5　調査報告書

西近津遺跡群　西近津遺跡II

調査報告書
NI SHI CHI KA TU

長野県佐久市長土呂

西近津遺跡Ⅱ発掘調査報告書

株式会社カウベルエンジニアリング
長野県佐久市教育委員会



西近津遺跡群　西近津遺跡Il

所　在　地　佐久市長土呂1185－3、1183－6

調査委託者　株式会社カウベルエンジニアリング

開発事業名　工場建設

調査期間　平成16年3月16日～3月22日（現場）

平成16年3月23日～5月21日（整理）

調査面積　2001Tf

調査担当者　上原　学

西近津遺跡群　西近津遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）
例　言・凡　例

1．本書は平成15年度に調査を行った長野県佐久市長土呂に所在する西近津遺跡群西近津遺跡Ⅲの発掘調査報告書で

ある。

2．作成・執筆は上原が行った。

3．本書及び出土遣物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4．遺跡の略称一NTⅡ

5．遺構の略称　竪穴住居址一H　　土坑－D　　竪穴状遺構－Ta

6．スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構　地山断面彬　焼土

遺　物　　　須恵器断面 〃■　灰粕

7．挿図の縮尺　　遺　構　　住居址－1／80　　　遺　物　　土器一1／4　　臼玉－1／1

8．調査グリッドは4×4mに設定。

9．写真図版中の番号と同一ム遺構の実測図番号は一致する。

10．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

11．土説・土器色調は、農林水産省水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修1987年度版『新版標

準土色帖』の表示に基づいた。

立地と経過

西近津遺跡群は、佐久市長土呂地積の標高693～714mの台地上に展開し、佐久地域特有の浅間山麓から放射状に延

びる田切り地形の末端地域にあたり、遺跡群の西及び東側には規模の違いはあるが、細長い田切り（谷）を認めること

ができる。調査対象地は遺跡群の北端にて昭和亜年に発掘調査を行った西近津遺跡の南に位置し、以前はセメント工

場として使用されていた地域である。標高は713mを測る。

今回、株式会社カウベルエンジニアリングによる工場建設事業が行われることとなり、遺構の有無を確認するため

工場建設によって遺構の破壊が予想される地域の試掘調査を行った。その結果、古代の住居址が確認されたため開発

主体者と協議を行い、佐久市教育委員会が主体となり遺構の記録保存を目的として発掘調査を行う運びとなった。
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丙近津遺跡Ⅱ試掘トレンチ・遺構配置図（1：1－000）

遺構と遣物の詳細

遺　　構

竪穴住居址　6軒（古墳時代5軋　奈良時代1軒）竪穴状遺構1（平安～中田：）土坑1

遺　　物

出土呈　テンバコ2箱（58×ニ菊×20cnl）

内容　　縄文式土器

弥生式土器

土師器（坪・高杯・鉢・饗・壷）

須恵器（杯・賓・壷）

土師質土器（鉢）

石製品（滑石製臼玉・すり石・敲石）

石　器（石嫉）

基本層序

今回調査を行った地域は工場跡地であるため、工場建設及

び解体工事によって激しい撹乱を受けており、大半はローム

面まで削り取られていた。ローム上面を覆った表土は解体工

事後に整地した埋土であった。よって遺跡内の層序は上層か

ら表土（層厚20～50cm）、黄褐色土ロームである。遺構の確認

は表土を除去した直下の黄褐色ローム上面で行った。

ー19

I　表土

Ⅱa灰白色ローム

（遺構検出面）

Ⅱb灰赤色ローム

基本層序模式図



遺構と遺物

H1号住居址

遺構は調査区北に位置し、Ta1号竪穴状遺構に切られ西側の大半は擬乱に破壊されている。確認できたのは東壁

付近の一部で調査規模は東壁3．8m、残存の床面は東壁から最長1．5m程度である。確認面から床面までの深さは30cnl

を測り、壁際に周溝が認められた。ピット、カマドは確認できなかった。遺物は土師器坪、喪の破片が出土した。大

半が小破片で出土数も僅かだが、丸底の底部から立ち上がり口緑端部で外反する土師器杯から古墳時代（五世紀後半）

としたい。

H1号住居址実測図

＼＿＿＿＿＿　＿＿「＿＿＿＿一、′1

1

日

Hl一引主居址出土遺物実測図

番 号 畏畏　 碓 花 形 日 経 cnl 底 径川 謂 r 紬 Il 調　　 鮭 ・文　　 様 残 存 率 ・郎位 等 焼 成
色 調 漂 霊 ；

1 用 Ii岩音 坪 く1 4 ．4 〉 丸 底 R
外 血 rH り後 ミ ガ キ 。 内 面 ミ ガ キ 。 4 （） 良

… 弊 墜 色

明 ′赤褐 色

2 1ニ師 器 鉢 （1 6 ．7 〉 外 面 削 り後 ミ ガ キ 。内 面 縦 ミ ガ 辛 。 目線 外 面 織 ナ チ 。内 面 ナ デ 後 ミ ガ キ l l緑 破 片 良
赤 色

明 赤潮 色

二号 l油 Ii語呂 坪 く1 4 ．8 〉 丸 底 外 面 へ ラ ケ ズ リ。 l人】帆 ．tL色 処 軋　 斜 め ミ ガ キ 。 目 線 偶 ナ デ 。 目 線 ～ 休 部 破 片 良
明 赤 褐 色

黒 色

4 しこ帥 器 坪 －
外 面 削 り後 ミ ガ キ。 I l縁 、 内 山 ミ ガキ 。 ［t緑 ～ 体 郡 破 Il 良

墜

†ほ

畢旦 ＿＿＿

褐 色

5 」ニ師 ㍑ 婆 外 面 へ ラ ケ ズ リ 、付 着 物 （煮 こ ぼ れ か ） 。 内 面 櫛 状 工具 に よ る ナ デ 。 底 部 付＝ ‘ 良
鈍 い 赤 褐 色

赤 褐 色

6 須 恵 舘 壌 外 面 平 行 叩 き。 内 面 ナ デ 。 胴 部 破 片 良 夕子
槻 灰 色

褐 灰 色

H1号住居址出土遺物観察表

Ta1号竪穴状遺構

遺構は調査区北に位置し、Hl・3号住居址を切り、東側の一増βは調査区域外となる。規模は東西4．2m、南北は3

m、検出面から床面までの深さは70cmを測る。形態は東西方向に長い隅丸長方形である。床面は平坦で固く、壁際に

は周溝が存在した。ピットは2個認められ、位置的に主柱穴と考えられる。火を利用した施設は認められなかった。

掘方は薄く暗褐色土が埋め込まれていた。
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造物は古墳時代、奈良・平安時代の土器、中世と思われる鉢が出土している。本遺構は当初土師器・須恵器の存在

から古代の住居址（H2号住居址）として調査を行ったが、形態・規模（平面形は長方形を呈し、床面までが深く、

カマドを伴わない）及び床直上から出土した厚手の土師質土器の特徴から平安時代から中世の竪穴状遺構とした。

7】2．760m

O　　　（180）　2m

1層　黒褐色土（10YR2／3）　軽石、ローム、炭化物含む。

2層　暗褐色土（10YR3ノ3）　軽石、ローム、炭化物地含む。

．ヽ
J

‥

l

′

＝
′
‥

1
嘲

、＼J　二＿ノ′

6

Ta1号竪穴状遺構・遺物実測図

＿＿＿＿＿）

番号㍑　種岩音形日経し・nl底律Clll 3鋸‘右cm 調　　判・文　　橘 残〃率・部位等焼成
色調：芸芸；

11潮潰上器鉢 － 外面ナデ。内面ナデ。I接石部l仙孜仇 L」縁～体畜l“披片良
鈍い赤褐色

暗赤褐色

2 Mrli器腕 瑞台貼り付け 底部破片 良
ll

橙色

胴赤褐色

3須瓜器増‡ ー ロクロ横ナデ。白然軸付着。 日録破H‘良好
褐灰色

鏡I火色

4 須恵㍑褒 － －Uクロ横ナデ。 頭部破片良好
尿褐色

灰褐色

5 須恵器焚 － 外面叩き。内山けデ。 胴付く破片良好
灰褐色

l火褐色

（う須恵器粟 外血叩き。内面ナデ。 胴部破片良好
卑旦＿

褐色

7 須恵器賓 － －外面平h叩き。両面ナデ。 胴－711破片良好
革旦…＿

褐色

8須虚器E吏 ロケロ積ナデ。外血羊1然紬付着。 胴部破片良好
オリーブ灰色

灰白色

9須点舘杯 〈9．4〉 ロクロ碩ナデ。底部へラil川畑。混入遺物。 底部～体離破片良
鈍い赤褐色

鈍い赤褐色

10須恵器坪C汀蓋－ 外面へラケズ生．細線。混入遺物。 破片 良好
坤些＿

褐灰

色＿＿

色

Ta1号竪穴状遺構出土遣物観察表
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H3号住居址

遺構は調査区北に位置し、Ta1号竪穴状遺構に切られ東側の多くは調査区域外となる。確認できた規模は西壁5

m、東西80cnl、検出面から床面までの深さ棚cmである。確認できた床面は平坦で固く、壁際に周溝が認められた。西

壁中央と考えられる位置にカマドが構築されていた。カマドは地山を利用した造り出しの袖及び火床が確認できた。

火床には厚さ7cmの焼土が認められた。掘方は比較的厚く30cnlを測り、暗褐色・褐色・黄褐色土といった多種の土

が埋め込まれていた。

遺物は土師器の鉢、賓が僅かに出土し、いずれも小破片である。土器の特徴から古墳時代としたい。

712．760m

O　　　（180）　　2m

㊧㌦

一一ノ∴＿＿、

1層　鈍い黄褐色土（10YR4／3）　ローム、軽石、赤色粒含む。

2層　黒褐色　土（10YR2／3）　ローム、軽石、炭化物含む。

3層　褐　色　土（10YR4／4）　ローム多量、焼土粒、炭化物含む。

4層　褐　色　土（10YR4／6）　ローム主体、黒褐色土含む。

5層　暗褐色　土（10YR3／4）　ローム多く、黒褐色土との混合土。

6層　鈍い黄褐色土（10YR4／3）　ローム多量、黒褐色土との混合土。

…
＼
こ
う
・
こ

dl

7層　黒褐色　土（10YR2／2）　黒褐色土主体。ローム、軽石含む。

8層　褐　色　土（10YR4／6）　ローム主体。褐色土含む。

9層　明赤褐色　土（2．5YR5／8）焼土層（火床）

10層　暗褐色土（10YR3／3）　ロームと褐色土の混合土。しまりなし。

11層　黒褐色土（10YR3／2）　ロームと褐色土の混合土。しまりなし。

12層　暗褐色土（10YR3ノ4）　ローム多くしまりあり。（カマド袖）

H3号住居址・遺物実測図

番 号 器　 種 旨呂 形 甘径 川 底 径 cnl 器 高c m 調　　 恨 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 等 焼 成
色 調 漂 雲 ；

1 上帥 器 鉢 く14 ．6 〉 外 面 へ ラ ケ ズ リ。 内 面 黒 色 処 埋 ・ ミガ キ 。 口 綾 横 ナ デ 。 11線 ～ 休 部 良
鈍 い赤 褐 色

黒 色

2 土 師 紹 褒 外 面 へ ラ ケ ズ リ。 内 面 ナ デ 。 「l縁 俵 ナ デ 。 頭 部 ～ 胴 部 破 片 良
鈍 い 褐 色

鈍 い 褐 色

H3号住居址出土遺物観察表

H4号住居址

遺構は調査区中央付近に位置し、部分的に近年の檀乱を受けているが、比較的残存状態は良好である。規模は南北

6．4m、東西6．4m、検出面から床面までの深さは25cmを測る。平面形態は方形である。床面は一部擾乱を受けているが

残存部の状況は固く平坦であり、壁際に周溝が存在する。ピットは7個確認できPl～P4が主柱穴である。東壁寄り
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に土坑状のP6、P7が認められ東壁中央付近はD1号土坑に切られる。カマドは西壁中央に構築されているが北側

半分は拇乱に破壊され南袖及び火床付近と考えられる焼土の堆積のみ残存していた。掘方は中央が5cnl内外と薄く、

周辺部は30cnl内外と深い状態で暗褐色土・黄褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・褒・甑・高杯、須恵器坪・蓋・賓、滑石製臼玉（No．24－径5mnl・孔径1．6mm・長さ3．4mm、恥．25－

径5・3mm・孔径1・8mm・長さ3・4mnl）が出土した。遺物の特徴から古墳時代（五世紀後半）としたい。

E E’

一一二一二一一

F’

窟

し　‥、、．　・・‥一・・一叩・‥・、、＿「＿．・．＿＿＿J

l

H4号住居址実測図
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7】2．760m

O　　（川0）　　2m

し
　
！
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．
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．
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E

1黒褐色土（10YR3／2）小礫、パミス、

ローム粒含む。

2　暗褐色土（10YR3／3）小礫、パミス、

ローム多く含む。

3　黒褐色土（10YR2／3）ローム粒、炭化物片含む。

4　暗褐色土（10YR3／3）　ローム粒・ブロック

多量に含む。（掘方）

5　黄褐色土（10YR5／6）黒褐色土粒含む。（振方）

6　明赤褐色土（2．5YR5／6）焼土層

7　暗褐色土（10YR3両　ローム粒、炭化物片含む。

8　暗褐色土（10YR3／4）ローム粒、炭化物片、

焼土粒含む。

9　黒褐色土（10YR3／2）ローム粒含む。

10　褐　色　土（10YR初）ローム粒主体。

11黒褐色土（10YR3／2）ローム粒、パミス含む。

12　黒褐色土（10YR2／2）ローム粒、パミス含む。

13　褐　色　土（10YR4／4）ローム粒主体。
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H4号住居址出し遺物実測図

番 り 船　 種 ㌫昔 形 上り羊r m 底 径 C・lll ㌫ 高 川 調　 111享 ・文　　 様 城 〃 率 ・部 位 1．享 墟 成
色 中 豊

1 1 帥 器 杯 1 3 ．2 丸 底 5．4 外 面 へ ラ ケ ズ リ。 ト句而 ナ デ 。 11 線 横 ナ デ 。 底 部 刻 組 。 7 r） 11
、、！十

Lリ

頻

用

華鰹 ∴ ＿＿

褐 色

2 ［湖 iH 坪 外 面 へ ラ ケ ズ リ、 ミお耳 。 内 l け デ 、 ミ ガ も　 日 録 搬 ナ デ 。 日録 ～ 体 刑 破 J l 良
夏旦 ▼＿＿＿＿

．色

こう I 帥 23 坪 －
丸 11℃ 外 面 へ ラ ケ ズ リ、 ミ ガ キ 。 l人川Iけ デ 、 ミ ガ も　 目 線 械 ナ デ 。 日録 ～ 底 部 破 lll‘ Il

柏 色

橙 色

4 上 師 据 坪 （1 0 ．2 〉 丸 底 外 面 へ ラ ケ ズ リ 、 ミ ガ キ 。内 面 ナ デ 、黒 色処 理 、 ミ ガ キ 。1 1線 横 ナ デ 。 日 録 ～ 休 部 良
＿とり＿

焦

軋 色 目 ＿＿

ミ色

l 「輌㍑ 坪 0 仕2 〉 丸 底 外 面 へ ラ ケ ズ リ、 ミ ガ キ 。 内 面 ナ デ 、 ミ ガ 1㌔　 目 線 傾 ナ デ。 日 録 ～ 休 部 良
鈍 い 橙 色

鈍 い 橙 色

6 ＝ 哺浩 坪 外 山 へ ラ ケ ズ り、 ミガ キ 。 内 面 ナ え　 ミ ガ 1㌔　 目 線 械 ナ デ。 r l縁 ～ 体 離 良
黄 橙 色

美錆 色

7 ‖ 輔器 高 坪 く主1．2 〉 Jィ、郎 外 面 へ ラケ ズ リ。 両 l而ナ デ 、 ミガ キ 。 目線 横 ナ デ。 l l縁 ～ 休 部 良
橙 色

橙 色

H4号住居址出土遣物観察表（1）
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8 ‖油㍑ rl‘Ji坪 9 ．こi 脚 rf糾 l外 面構 ナデ。 脚部 良
＿＿＿＿＿野生 ＿＿＿＿＿

橙色

9 1湖 絹㌍ rt－Ji坪 り 7．2、・ 肌用［；外 Jrlf ミブノ手。 l人J血潮呈ナデ。 脚淵； 良
‖一箪旦

橙 色

1（） ＝油器 甑 l：Z．1 2 ．5 〔）．1 内 外面 J lケ状 l：報によ るナデ。底部 単孔ニ 1日） 良
日 掛 ∴墜l

鈍 し－褐

j＿牲 ＿＿＿

色

1 1 1湖 器 甑 ニ1．1 外 面へラケ ズり。，十手。底消印 1L 。内 外面付着物 （者こぼれか） J心 1I；破 Pl‾ 良
旦牲 … ＿

潤 色

1∵ ‖油㍑ 甑 ー 外 面縦 ミガキ。底 河川り L。 底部、休 部 良
革旦

蛮 勘

頻 ＿

色

】：1 ＝硝器 焚 〈1：i．6′、 外 l面へラケ ズリ。 両面へ ラナ デ。 目線横 ナデ。 目線 ～井出l摘封‘l‾ 良
黄褐 色

い橙 色

1 1 ‖輔㍑ 架 日 7．2 1 外面へ ラケズ り。 内面へ ラナ デv l l緑構十手。 日録 ～紬 1酔波＝ 良
革畢

黄褐

＿牲 ＿

色

15 ＝油器 淡 外面へ うケズ り後 ミガキ状ナチ。 内面ナデ。 I l結 構ナデ 後 ミブj寸 。 日録 ～頸周湖沼 ‘ 良
畢・担小

I示 海

牲牲 ＿＿

色

1（う ‖油器 蟄 外面へ ラケズ リ。内 l雨へラナデ e I l縁櫨ナデ。 日録 ～胴部 良
f日赤褐色

尿褐 色

】7 l 師器 幼i
1く 7 Jj 外拍ト 底 部肝状 目 上によるナデ。 小目雨へ ラナデ。 成誰ト朝川 ；破 Ill‘ 良

お貼色

褐色

18 ＝輔㌫ 幼i 6 ．2 外面へ ラケズり後へ ラナ デ。 肉池Iへラナ子。成部 へラケ ズリ。 底部 、胴 部破片 良
りト魁色

鮎 I天色

1十 ＝油器 のh
J C 外面楯状 L H t よるナず。 ｛H rljへ うナチ。 底 illト 川小一仙破片 良

多l

日夏－

P ヰ華

い黄 ．

：1＿色 一一

橙 色

2日 lニ師㍑ 焚 7．（う 外 向 ・血 Lf［；ヘ ラケ ズリ。内 面へラナ デ。 軋酔 引 舶粕 川 ‘ 良
＿一軍l 頭

鏡‘

隼 ＿＿

色

2 1 須患㍑ ！、★ ロウロ机ナデ。 外面 l’1然軸。 天 侶 獅 川 良 子々
I天色

灰色

2 2 須山器 はそ う U ク口付け デり　外 I柚馴振射 天文 ・肺腑構線 文。 破 片 良
明偶 色

褐 色

Jl

2 3 須点 描 魂 外［rl川 Jき。 胴部敵 Pl‾ 良
＿耳汁二

オリー

冬姓

‘色

H4り住居址出土遺物観察表（2）

叫　　　　叫

H5号住居址

2

　

3

　

4

　

5

　

だ

U

　

7

　

8

　

9

警
暗褐色　土（10YR3／3）

暗褐色　土（10YR3／3）

鈍い黄褐色土（10YR4／3）

褐　色　t（7．5YR4ノ3）

明赤褐色　土（2，5YR5／8）

暗褐色　土（10YR3／4）

鈍い黄褐色土（10YR4／3）

暗褐色　土（10YR3／3）

鈍い黄褐色土（10YR4／3）

10　褐　色　土（10YR4／6）

H5号住居址実測図
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Cつ　○
ヽD Cc
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三一

Cつ

軽石、炭化物含む。しまりあり。

軽石、炭化物含む。しまりなし。

ローム多く含む。しまりなし。

ローム主体。しまりなし。

焼土層。（火床）

ローム多く軽石含む。しまりなし。

ローム主体。褐色土含む。しまりあり。（掘方）

ローム、黒褐色土の混合。軽石多く含む。（掘方）

ローム主体。褐色土含む。

ローム主体。褐色土含む。



遺構は調査区南に位置し、南東

コーナー付近をH7号住居址に切

られ、東側は掘方付近の深さまで

授乱を受け破壊されている。規模

は東西4．0m、南北4．2m、確認面か

ら床面までの深さは20cmを測る。

形状は方形である。床面の西側は

平坦で固いが、東側は授乱を受け

ている。住居址範囲は壁際の周溝

から確認することができた。ピッ

トは4個確認できPl～P4が主

柱穴である。Plからカマドに寄

った位置に径40cm、深さ15cluの窪

みが認められた。灰だめであろう

か。カマドは西壁中央に構築され、

北袖及び火床に厚さ10cm程度の

焼土の唯積が認められ、袖先端の

焚口部には石材が埋め込まれてい

た。掘方は中央に比べ周囲がやや

深い状態で鈍い黄褐色土、暗褐色

土が埋め込まれていた。

遺物はカマド周辺及び北西コー

ナー床直上から比較的状態の良い

土師器の杯、窯、甑が出土し、P

l内からは完形の土師器壷が出土

した。

本住居址は杯及び日録に最大径

を有し直線的な胴部を持つ賓の特

徴から古墳時代後期（七世紀代）

としたい。

「‾‾「

H5号住居址出土遺物実測図

番号 器　 種 器 形 口径cnl 底 径cm 器高cm 調　　 整 ・文　　 様 残存率 ・部位等 焼成
色調 漂 票 ；

1 土師器 杯 14 ．5 丸底 4 外面へラケズ リ後 ミガキ。 内面ミガキ、黒色処理。 9 5 良
鈍い橙色

黒色

2 土師器 杯 1 3．7 6 ．4 4．6 外 面へラケズ リ後 ミガキ 。内面ミガキ 、黒色処埋 。底部へ ラケズ リ。 8 0 良
橙色

黒色

3 土師器 杯 1 2．1 丸底 4．1 外 面へラケズリ。 内面ミガキ、 口縁横ナデ。 7 0 良
明黄褐色

鈍い黄橙色

4 土師器 鉢 く1 7．0 〉 丸底 9．1 外面 へラケズリ後 ミガキ。 内面 ミガキ。 日録横ナデ。 6 0 良
鈍い黄橙 色

鈍い黄橙 色

5 土師器 甑 16 ．9 5．9 1 1．9 外面 へラケズ リ後 ミガキ。 内面パ ケナデ後縦 ミガキ。底部 15 孔 9 5 良
鈍い黄橙 色

黒色

6 土師器 賓 13 ．5 5．5 18 ．4 外面 ・底部 ミガキ。 内面ナデ、 ミガキ。 100 良
鈍 い黄橙 色

鈍 い黄橙色

7 土師器 聾 18 ．3 6．3 25 ．9 外面縦へ ラケズ リ。 内面パケナデ。 口緑横ナデ。 8 5 良
鈍 い黄橙色

鈍 い黄橙色

8 土師器 賓 20 ．2 － － 外面縦へ ラケズ リ。内面へ ラナデ。 目線横ナデ。 50 良
鈍 い黄橙色

鈍 い橙色

9 土師器 賓 く22 ．2〉 － － 外面縦へ ラケズ リ。内面へ ラナデ。 口縁横ナデ。 目線 ～胴部破片 良
鈍 い橙色

鈍 い橙色

H5号住居址出土遣物観察表
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H6号住居址

遺構は調査区南に位置し・H7号住居址に切られ、遺構大半は酎Lを受けている。確認できたのは南東コーナー付

近の床面及び主柱穴と考えられる4本のピットである0規模・形態は鋸Lが激しく不明だが残存壁及び主柱穴の配置
状況から一辺5．8m

内外の方形と考えら

れる。カマド、炉な

どの施設は確認でき

なかった。

遣物は土師器の

坪・聾が出土したが

大半は小破片である。

土器以外では床面付

近の檀乱から滑石製

臼玉（径4．5nlnl・孔径

1．4mm・長さ2．4mm）が

認められた。

本住居址は丸底の

底部から立ち上がり

口緑端部で僅かに外

反する土師器坪片、

内面に放射状の細か

い暗文を施す丸底の

土師器坪の存在から

古墳時代（五世紀後

半）としたい。

712．560m

O　　（180）　　2m

1層　黒褐色　土（10YR2／3）　粒子密。しまりなし。

2層　暗褐色　土（10YR3／3）　ロームブロック、パミス含む。しまりなし。

3層　暗褐色　土（10YR3／4）　粒子密。軽石少最含む。しまりなし。

4層　鈍い黄褐色土（10YR4／3）　ローム主体。褐色土含む。

決J坤

、lき．’
l M

H6号住居址・遺物実測図

番 i－‡ 旨旨 ・種 指 形 日経 … 底 径 川 試 山 川 。瑚　　 整 ・文　　 様 残 〃 率 ・部 位 等 焼 成
色 調 ；芸 票 ；

1 L 肺 器 杯 1 3 丸 底 5 ．1 外 面 へ ラ ケ ズ リ。 内 血 ナ デ 、 放 射 状 暗 文 。 目 線 概 ナ デ。 6 0 良
明 赤 褐 色

明 赤 枢 色

2 上師 器 小 型 嚢 － 外 面 へ ラ ケ ズ リ。 内 面 へ ラナ デ 。 ＝ 縁 儲 ナ デ 目 線 ～ 頭 部 破 片 良
灰 耗橙 色

鈍 い 黄 橙 色

：i ＝ 油絵 小 型 染 － ー 外 l繭へ ラ ケ ズ rJ 。 l人日面へ ラ ナ デ 。 目 線 械 ナ デ 目線 ～ 桐 離 破 け 良
楕 色

鈍 い 黄 橙 色

4 t 師 岩旨 楽 く2 2 〉 外 血 ミ ガ キ。 ［人1由 ナ デ。 目 線 外 面 供 ナ デ 。 日録 l大畑 ミ ガキ 。 仕 縁 ～ 頭 部 破 片 良
浅 黄 色

鈍 い 此 橙 色

H6号住居址出土遺物観察表
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H7号住居址

遺構は調査区商に位置し、H5・6号住居址を切る。遺構の大半が近年の拇乱によって削り取られ、確認できたのは

掘方による住居址範囲及びカマドの痕跡、主柱穴と考えられるピットである。規模は掘方状況から東西4．2m、南北4．8

mの方形と推察される。床面は確認できなかった。西壁中央付近に壁外への張り出し及び、焼土の堆積が認められる

L＿＿・n　′　－．　　　　　　　J四・・・一掃屈

し／　　　　し

c c，　D D，E E’　F F’

－－′　　‾・－．一　　一1一・一　　一＿ノ

旦1

＼－－＼lここ．′・l…

層
　
層
　
層

1
　
2
　
3

旦’

712．560m

O　　（】80）　　2m

い黄褐色土（10YR5／3）　ローム主体。褐色土含む。

褐色　土（10YR3／4）　ローム多く、褐色土、焼土粒含む。

色　土（2．5YR3／4）焼土層。（カマド火床）

ことからカマドの残存部と考えられた。ピットは9個確認

でき、位置的にPl～P4が主柱穴である。主柱穴に接して

同等のピットの掘り込み（P6～P9）が存在するため、ピ

ットの移動を伴う建てかえが行われたことが伺われる。

遣物は十師器賓、須恵器の高台付杯、壌破片などが出土

した。

本住居址は時期決定に至る遣物の童が僅かであるが古墳

時代（七世紀）の住居址を切り、底部回転へラケズリ後高

台貼り付けの須恵器高台付坪が存在することから奈良時代

の住居址と考えられる。

、し＿」一一で

H7号住居址・遺物実測図

番 号 指　 揮 岩音 形 rl 行 cnl 底 径川 器 高山 1 調　　 悟 ・文　　 様 残 〃 率 ・部 位 等 焼 成
色 調 霊 ））

1 須 恵 ㍑ 高 台 付 坪 く1 2 〉 ロ ク ロ横 ナ デ。 底 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ 後 、 J11j台 貼 り ＝ け 。 底 部 破 片 良
オ り一 ブ 褐 色

l火 色

2 須 恵 器 染 ロ ク ロ横 ナ デ。 外 面 墨 滴 痕 。 目 線 ～ 胴 郎 破 片 良 好
灰 色

灰 色

：う 須 恵 ㌫ 史 － － 外 面 叩 き。 内 面 楯 状 ∫貝 に よ る ナ デ。 胴 部 破 片 良好
I火 色

灰 色

4 ＝ 根 岸 焚 外 面 へ ラケ ズ リ 。 l人血 パ ケ ナ デ ． 別 語［；破 片 良
鈍 い 赤 褐 色

黒 褐 色

H7号住居址出土遣物観察表
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D1号土坑実測図

這構外・混入遺物

712．7餌「m

（1．80）　　2m

1暗褐色土（10YR3／3）小石、ローム粒、パミス含む。砂質。

2　黒褐色土（10YR3／3）ローム粒、パミス多く含む。

離8

t：：、．

一芯よ．
Cr．Erノアタ1′′′‾

竃強請〆
14　P粁‾

遺構外・混入遺物実測図
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番 り－ 器　 械 器 形 11 1ニ地 調　　 寸i ・文　　 糀 残存率 ・部位等 焼 成
色調 漂 霊 ；

1 馳 文 「㌍ 深鉢 H 2 混 入 外 面什川津 IJ型 文。 内面ナ デ I l縁破片 良
▼▼車＿

赤

蝉旦 ＿＿＿▼

褐色

2 縄 文上語呂 深鉢 ＝ 4 混 入 外 面羽状縄文。 内面ナデ。繊維 混入。 破片 良
橙色

橙色

こう 経文 1：指 深鉢 H 5 混 入 外 面縄 文。 内面ナ デ。 破 片 良
一＿些与

灰

単 色 ＿＿

こr色

4 弥′ト式 1ニ岩音 望 H 4 混 入 外面櫛描 波状 文。内 面ナデ。 目線破 片 良
▼▼喜

多

し－蹟視色

い黄褐色

5 弥生式 土器 焚 H 4 混入 外山馴描簾状 文。櫛描 波状文。 内面櫛ナデ。 ミガキ。 頭部破片 良
右

目豆
い

い

‡墜色 目

楕 色

6 弥 生式 1ニ器 空電 ‖ 5 混入 外［雨脚描波状 文。櫛描碩線 文。内 面ミガキ。 破片 良

1
黄褐色

1黄褐 色

7 弥 ′L 式 ‾l：器 淡 H 4 混 入 外 面椰描波状 文。 櫛描横線 文。内面 ミガキ。 頭 部下部破片 良
橙 色

橙 色

8 弥 Jt 式 1ニ㍑ 栗 H 4 混 入 外 面櫛描 波状 文。 櫛描簾 1天文。 内面ナ デ。 頭 部下部破片 良

1ま
橙 色

鈍 し、褐色

9 弥生式 上器 楽 H 7 混 入 外 l柚掛描波状文。 相加 1ケナ デ。 破月‘ 良
鈍 い褐 色

灰黄褐 色

】0 弥 JL べ L 描 褒 I I6 混入 外面櫛描波 状文。 l人J面 ミガキ。 破 片 良
牒

蛍

準 ＿但 ＿＿

褐色

1 1 弥′！：式 土器 焚 H 6 混入 外面櫛描波 」天文。内 面ミガキ。 破片 良
鈍 い鏡橙色

鈍 い缶橙色

1 2 弥 生式 L R 語 蟄 H 5 混 入 外 l雨脚ナデ後 櫛描波状 文。 内面へ ラナデ。 破 Jll‘ 良

え．え

黄褐色

1黄 喝色

1：う 弥 ′上式士謂 吏 H 4 混 入 外 面腐描波状 文。 内面 ミガキ。 破片 良

J
鈍 し、蔚楕 色

鈍い為橙 色

14 雑 文 上告 ？ H 7 混 入 外 血へラガキ庸緑 文。ヘ ラガキ斜線文。 l人血け デ。 曽谷 ・！ 頚 部破片 良

ム　　エフ＿
鈍 し、橙色

鈍 い橙 色

1 5 縄 文上 総 ？ H 6 混 入 外山へ ラガキ横線 文 ・斜め菱 形文。内面ナ デ。加 円利 B ？ 破 片 良
… ＿昇

鈍 い

旦 ＿＿‖

紹 色

1 6 弥 JL 式 士器 襲 H 5 混入 外 l面相描 別線 丈。 破 片 良
鈍い苗橙色

鈍い鵡橙色

1 7　　 弥′ト式 ‾　器 壷 H 2 混入 外面赤色塗 彩 ・櫛描横糠 文。内 面 上部赤色塗 彩 ・ミガキ。 頸部破 片 良

Ll ．え
‘邸尭 旦 ＿＿

部赤 色

遺構外・混入遺物観察表
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H3号住居址カマド（束から）

H3弓住居址カマド掘方（東から）
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IT3号住居址掘方（南から）



，字数．・豊‘‾　無
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ヽ

∴こ・・∴、二ilr

－　　　　．　　　　－

ノ1わ

ー・ノ

ニヰ　　　　、

．　≠
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，一撃弐一斗
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ヽ

H4号住居址全景（東から）

！．．ノ、、薮二一㌢．．，、I：′・・謝‾討
H4号住居址カマド（東から） H4号住居址調査風景（南西から）

頑警11二二＿：ユー：｝当Il一毒せl‾－
H4号住居址掘方（東から） D1号土坑全景（西から）H4を切る
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二i
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H5号住居址カマド（東から）
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H5号住居址掘方全景（東から）
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音つ
ぺ云恵Ta1－5

魂
Ta1－6

苓－〕

Hl・H2・H3号住居址出土遣物
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ヽ

缶・J
H4－24　　　　H4－25

H4号住居址出土遣物
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亘売品好悪狩

‾－－、

＿、＿＿‘　∴

H7－2

H5・H6・H7号住居址、遺構外・混入出土遣物
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一本柳遺跡群　北一本柳遺跡II

調査報告書
KI TAI P PON YANAGI

長　野　県　佐　久　市　岩　村　田

北一本柳遺跡Ⅱ発掘調査報告書

清　　水　　俊　　之

長野県佐久市教育委員会



一本柳遺跡群　北一本柳遺跡II

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田666－1

清水　俊之

（仮称）レオパレス21清水邸新築工事

平成15年9月26日～10月3日（現場）

99ni

上原　学

例　言・凡　例

1．本書は平成15年度に調査を行った長野県佐久市岩村田に所在する一一本柳遺跡群北一本柳追跡Ⅱの発掘調査報告書

である。

2．作成・執筆は上原が行った。

3．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4．遺跡の略称－IKPⅡ

5，遺構の略称　竪穴住居址－H　　土墳墓－D　　溝跡－M　　ピットーP

6，スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構　地山断面亥杉　焼土・炭化物

遣　物　　　赤色塗彩　　　　　　　　石器使用痕

7．挿図の縮尺　　遺　構　　住居址・溝跡一1／80　　土墳墓－1／40

遺　物　　土器－1／4　　銅釧・紡錘車－1／2　鉄製品－3／2　石器－1／1・1／4

8．調査グリッドは公共座標に基づき4×4mに設定。

9．写真図版中の番号と同一遺構の実測図番号は一致する。

10．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

11．土説・土器色調は、農林水産省水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修1987年度版『新版

標準土色帖』の表示に基づいた。

立地と経過

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田市街地の西側に東西方向に長く展開し、標高685～702mを測る湯川右岸の台地上に

展開する。調査対象地は、佐久市内を南北に横切る国道141号線臼田バイパス東側に位置し、周辺は以前から遺跡密

集地として知られ、弥生時代中期から平安時代を主とする遺構が多数検出されており、県の重要遺跡にも指定されて

いる。遺跡群内の調査としては、昭和43年に宅地造成に伴う東一本柳遺跡の調査が実施され古墳時代後期の住居址が

5軒検出されたのをはじめとし、昭和亜年には銅製の杏葉・辻金具、鉄製轡、玉類など豪華な副葬品を出土した東一

本柳古墳、昭和47年には弥生時代後期の住居址7軒、平安時代の住居址10軒などを検出した北一本柳遺跡の調査が行

われている。近年に至っては平成3～11年にかけて西一本柳遺跡I～Ⅶ、平成12～14年にかけては西一本柳遺跡Ⅷの

－　40



調査がグランド造成・店舗・道路建設といった

事業に伴い行われ、弥生・古墳・奈良平安時代

の住居址200軒以上が発見されている。遺物で

は西一一本柳遺跡Iから鼻筋の通った切れ長の

目をした弥生人を模倣したと思われる人面付

土器の人面部が出土し注目された他、各遺跡か

らは土器を中心とした多量の遣物が出土して

いる。

今回、集合住宅建設工事が行われることとな

り、遺構の有無を確認するため開発面積1，412．76

niの内弘前の試掘調査を実施した。その結果、

住居址、溝跡等の遺構が多数認められたため、

開発主体者と協議を行い、遺構が破壊される西

側区域99I壷の記録保存を目的として、佐久市教

育委員会が主体となり発掘調査を行う運びと

なった。
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周辺遺跡位置図

遺構と遺物の詳細

遺　　構

竪穴住居址　　4軒　　弥生時代後期

土　墳　墓　1基　　弥生時代後期

溝　　　跡　　2条　　不明

遺　　物

出土量　　テンバコ3箱（58×二第×20cm）

内　容　　弥生式土器（後期　箱清水式一賓・壷・高杯・甑）

青銅製鋼釧

鉄　製　品（破片のため詳細不明）

土製紡錘車（弥生式土器壷片転用）

石　製　品（すり石等）
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基本層序

遺跡周辺は北に聾える浅間山の山麓末端部に広がる台地で、

この台地は現在の浅間山を形成する過程に噴出した火砕流軽石

流と降下火山灰砂が2度にわたり堆積したことによって形成さ

れた。上層に堆積した第一・軽石流（黄褐色ローム）は雨水によ

る浸食に弱く、長い年月の間に深く削り取られ　浅間の麓から

放射状に幾筋もの浸食谷（田切り地形）を形成し、切り立った

断崖によって台地を深く分断している。調査区は田切り地形末

端のほぼ平坦な標高697mを測る台地上に位置し、南側350mに

は西方向に蛇行しながら流れる湯川が存在する。調査区内の層

序は上層から亜cnl厚の耕作土、耕作土と軽石流の中間層にあた

る暗褐色土、厚く堆積した黄褐色ローム（軽石流）である。遺

構の確認は黄褐色ローム上面で行った。なお黄褐色ロ1ム上面

から棚cnlと比較的浅い位置で湧水が認められ弥生時代後期の

住居址床面付近まで達することから、現在は弥生時代に比して

水位の上昇が考えられる。

基本層序模式図

I　黒褐色土

（耕作土）

Ⅱ　暗褐色土

111　口　∴

北・本柳遺跡Ⅱ遺構配置図（1：80）
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遺構と遣物

第1節　竪穴住居址

H1号住居址

叫

9　　　　　　　　5　　　　10

696500m

（180）

1黒褐色土（10YR2／3）炭化物・ローム粒・軽石含む0

2　暗褐色土（10YRj／4）炭化物・ローム粒・軽石含む0

3　暗褐色土（10YR3／3）炭化物・ローム粒・軽石含む0

4　暗褐色土（10YR3／4）炭化物・ローム粒・軽石含む0

5　黒褐色土（】OYlu／3）炭化物・ローム粒・軽石含む0

6　黒褐色土（10YR2／2）炭化物多い。床直上。

7　黒褐色土（10Ylu／3）炭化物・灰少品含む。（炉）

8　黒褐色土（10YR2／3）ローム粒含む。（炉）

9　暗褐色土（10YRj／4）ロームと黒色土の混合土。硬質。（貼床）

10鈍い黄褐色土（10YR4／3）ロームと黒色土の混合土。やや硬臥（掘方）

2m

I11［封居址実測間

道構は調査区中央のやや南に位置し、H2号住居址の北東コーナー付近を破壊し構築されている0覆土は黒褐色土

及び暗褐色土が東から斜めに流れ込んだ状態で堆積していることから自然堆積と思われる。住居規模は最大で南北

4．3111、東西4月nl、床面までの深さは28cmを測る。平面形態は隅丸方形である。壁際の周溝は認められなかった0床面

は貼り床され　上面は土間状の硬質面を持つ。床面中央

顔夕　誓聖寄りに土器片を埋め込んだ径触mほどの炉跡が
認められた。炉内の土器は2重に敷かれ、覆土には炭化

物・灰が含まれていた。床面上でピットは確認できなか

った。掘方は床下に8cmほどの厚みで暗褐色・鈍い黄褐

色土が埋め込まれ、全体に硬質であった。掘方によって

ピットを1個確認したが、性格は不明である。

遺物は弥生式土器の壷・襲・高杯・鉢、石器が出土し

た。図示したのは16点である。1は外面赤色塗彩した短

胴気味の壷で頚部に櫛描文を施し、底部は欠損する。2

は大型の壷破片で外面赤色塗彩、頚部に櫛描文を施す。

3は内外面赤色塗彩の壷口緑破片、4は賓の口緑破片で

H1号住居址遺物実測図（1）
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Hl一別主居址遺物実測図（2）

外面櫛描波状文、頸部簾状文を施す。5は婆の口線破片で外面櫛描波状文、頭部簾状文、内面のみ赤色塗彩を施す。

6は賓の胴部破損品で外面櫛描横羽状文、胴下部は細かいミガキを施す。7・8は餐胴部の破片で外面横羽状文を施

し、同一個体の可能性が認められる。9は聾の底部、10は小型寮の破損品、11は逆「ハ」の字状に開く高坪の師部で

内外面赤色塗彩を施す012は鉢の口縁破片と思われ内外面赤色塗彩を施す。13～16は敲・すり石である。本住居址

は弥生時代後期の住居址H2を切り、短胴気味の赤色塗彩された壷の存在から弥生時代後期後半としたい。
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番号 器　 掩 語呂形 「1径 c lll 底径 cm 器高川 調　　 整 ・文　　 様 残 存率 ・附　 等 焼成
色調 漂 票 ；

1
弥生式

壷 2 9 ．2 －

目線パ ケ［ト 赤色塗 彩 ・ミガキ。 頸部ハ ケしい 櫛描横線 文 ・垂下文
底部欠損 良好

時赤色

上　 器 口緑内面 ・ミガキ ・胴 部赤色塗 彩。 内面パケ 目 ・ミガキ 暗赤 ・鈍い赤 褐

2
弥生式

土　 岩音
壷 －

外面頚部櫛描 横線文 ・垂下文。赤 色塗彩 ・ミガキ。 頸部破片 良
兵事 ＿＿＿＿＿＿

鈍 い橙色

3
弥 生式

上　 綜
壷 － － 内外面赤色塗 彩 ・ミガキ。 ロ紐破片 良

赤 色

赤色

4
弥 生式

土　 器
褒 ［14 ．4 ］ － 外敵頸離職捕 旋状文、 外面口辺櫛描 波状文、内 面ミガキ。 I l縁破片 良

鈍い黄褐色

尿黄褐 色

5
弥 生式

上　 誰
婆 ［19 ．7 ］ －

外面頭部櫛描 簾状文、外 面口辺櫛描 波状文、内 面赤色塗彩 ・ミガキ U 緑破片 良
押旦 一＿－＿＿

暗赤褐 色

6
弥 生式

土　 謡
聾 － 外面上部椰描 億羽状文、 下部縦 ミガキ。 内面横 ミガキ。 胴 部 2 5 ％ 良

明褐色

明褐色

7
弥 生式

土　 暑旨
壌 ー 外面櫛捕横羽 状文。内面機 ミガキ。 8 と同　 一か ？ 胴 部破片 良

褐色

灰 褐色

8
弥 生式

土　 器
襲 外面上部櫛摘械 羽状文。 下部縦 ミガキ。 内面構 ミガキ。 7 と同 ・か ？ 胴部 破 Jl‘ 良

黒褐 色

I火褐色

9
弥 生式

上　 告旨
褒 － 6．8 外 面ミガキ ・ナ デ。内面 ミガキ。 底 部 良

橙色

鈍い栂色

1 0
弥生式

土　 器
小型襲 － 外 面ケズ リ。 内面ナデ ・ミガキ。 胴 離～頸酎破片 良

鈍 い赤褐 色

鈍い橙色

1 1
弥生式

土　 器
高坪 1 5 ，6 － 内 外血赤色塗彩 ・ミガキ。 坪部 9 0 ％ 良

赤色

赤色

1 2
弥生式

上　 署昌
鉢 1 2 ．8 内外 面赤色塗彩 ・ミガキ。 ‖緑瀾出‘ 良

塑 墜 旦 ‖＿

明赤褐色

番 号 出 t 位 置 器　　 種 良 さ（cm ） 幅 （c nl） 厚 さ（c lu） 重出 （g ） 備　　　 考

1ノ 招土 敲 ・す り石 ［6．8］ 4．1 1．7 8 0 ．8 部 欠損 、　 離厳打痕

1 4 床上 す り石 1 7 9．7 5 ．5 1，1 2 0 台石 と して使用 ？

1 5 床 上 磁石 2 7 6．9 5 ．2 1．5 5 0 下 郡赤色付着物

1 6 床 上 凹石 1 6 ．8 ［1 2 ．8 ］ 7 ．8 ［2 ．10 0 ］ ・部 欠損 、中央部に敲打痕

Hl弓・住居址土器・石製晶観察表

H2号住居址

1暗褐色土（川YR3／4）ローム多く、軽石・炭化物含む。

2　黒褐色土（10YRj／2）ロームやや多く、軽石・炭化物含む。

3　暗褐色土（】OYR3ノ4）ローム・軽石多く、炭化物・焼土含む。

4　暗褐色土（10YRjノ3）口一ムやや多く、炭化物・軽含む。

5　暗褐色土（】OYR〕／〕）ロームやや多く（5ン4）炭化物・軽石含む。

6　黒褐色土（】OYR〕ノ2）ローム粒・軽石・炭化物含む。

7　黒褐色土（】OYR2／3）炭化物・ローム粘含む。西側上層で銅釧・

鉄・石鉄出土。

8　暗褐色．L（10YRj／4）ローム粒多く、軽石含む。

9　黒褐色土（10YRj／2）炭化物多く、ローム粒・軽石含む。

10　暗褐色土（10YR3／4）ロームと黒色土の混合土。しまりややあり。

日　暗赤褐色上（5YR3ノ2）ロームブロック多品に含む。

12　黒褐色土（10YR2／2）炭化層。

13　暗褐色土（10YR3／4）ローム粒、黒色土の混合土。（貼床）

H2号住居址実測図
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遺構は調査区南に位置し、H1号住居址に切られ住居址の南側2分の1程度は調査区域外となる。規模は東西5．0

m、南北は確認規模で4・2m、床面までの深さは亜cmを測る。平面形態は周辺の同時期の住居址調査例から南北に長

い長方形と考えられる。床面は壁から10cm内外の幅を除き全体に貼り床されている。ピットは北壁寄りから2対、4

本が認められ北壁寄りのピット間に径52cm、深さ14cmの炉が認められた。炉の覆土からは土器片が出土し、北側に

黒色の炭化層が堆積していた。床面調査終了後、掘方掘り下げを行った結果、床面下部に平坦な硬質面が確認できた。

本住居址には2対の主柱穴と思われるピットが存在することから、柱の移動を伴う建てかえがあったと推測できた。

遺物は弥生式土器の壷・褒・鉢、銅釧、土製紡錘車、石器、

鉄製品が出土した。図示したのは22点である。1～3は内

外面赤色塗彩され、1・2は壷の口緑破片、3は鉢の口縁

破片である。4～12・14・15は賓の破片で、外面櫛描文を

施す。13は小型の壷で表面摩耗が激しいが赤色塗彩の痕跡

が認められる。16は赤色塗彩された壷の底部付近の破片で

ある。17は黒曜石製の石嫉、18はミガキ石、19は敲・すり

石である。20は帯状円環型銅釧で西壁際の床面から10cmは

ど高い位置で出土した。21は土器の壷破片を加工した紡錘

車の弾み車部で旧床面直上から出土した。22は鉄製品で器

種は不明である。本住居址は赤色塗彩され、櫛描文を施す

土器の存在から弥生時代後期としたい。

甘♂∈翠
一一ll・

璽
登日
鋼
吊
相
川
掴
W
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H2号住居址遣物実測図
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番号 器　 種 呂旨形 日径eIll 底径cIll 錆高C王11 調　　 整 ・文　　 様 城存率 ・部位等 焼成
（外面 ）

（内泊＝

1
弥生式

土　 器
l＿ご － － …

内外 面赤色塗彩 ・ミガキ、 2 と同　 一・か ？ I．1縁 破片 良
赤色

赤色

2
弥生式

土　 器
壷

－ － －
内外面赤色塗彩 ・ミガキ、 1 と同一一一一か ？ 汀線破片 良

赤色

赤色

3
弥生式

土　 器
鉢

－ － －
内外 面赤色塗彩 ・ミガキ。 ＝縁 破片 良好

赤色

4
弥生式

土　 器
窯

－ － …
外面櫛描横羽状 文。 5 と紆 一か ？ 日縁 破片 良

灰褐色

鈍い橙 色

5
弥生式

土　 器
襲

－ －
外面櫛描横羽状文。 4 と同一か ？ 口縁 破片 良好

鈍い橙 色

橙色

6
弥生式

土　 器
賓

－ － －
外面斜線文。内面 ミガキ。 日縁 破片 良

褐色

褐色

7
弥生式

：i二　 器

婆
… － …

外面斜線文。内面 ミガキ。 日縁 破片 良
暗褐色

暗赤褐 色

8
弥生式

土　 器
婆

－ － …
外面櫛描簾状文、櫛措横羽状文。内面ナデ ・ミガキ。 頭部 破片 良

鈍い橙 色

鈍い褐 色

9
弥生式

土　 器
賓

－ － －
［］縁 ・内面横 ミガキ。頭部櫛描簾状文。 日録 破片 良

暗赤褐 色

鈍い赤褐 色

10
弥生式

土　 器
婆

… －
外面櫛描横羽状文。内面横 ミガキ。 「＿j縁 破片 良

鈍い‾

鈍い．責

色

1 1
弥生式

土　 器
婆

… － …
外面ハケ 目後櫛描波状 文。内面ハケ 目。 ＝縁 破片 良

浅黄橙 色

浅黄橙 色

12
弥生式

土　 器
婆 － － －

外面 口辺櫛描斜線文 ・頸部櫛描直線文 ・胴部櫛描波状文。内面 ミガキ。 頸部 破片 良
橙色

鈍い橙 色

13
弥生式

土　 器
小型賓 ［13．0］

… －
表面摩耗。 ［‾‾‾‾‾I縁内面赤色塗彩 ・ミガキ。 L l縁～休 部破片 不良

暗赤褐 色

14
弥生式

土　 器
婆 － … －

外面櫛描簾状文、櫛描波状文。内面横ミガキ。 頭部破 片 良
鈍い

鈍い

色

色

15
弥生式

土　 器
鷺

－ － －
外面櫛描波状文。内面横 ミガキ。 胴部破 片 良

橙色

橙色

16
弥生式

土　 器
土ご

－ 5．4 － 内外面赤色塗彩、 ミガキ。 良

甘上位置 器　　 種 長さ （clll） 幅 （cIll） 厚さ （cIll） 重量 （g ） 備　　　 考

17 II区 南床上 15 cIll f識族 1．5 1．1 0．2 5 0．3

18 覆土 ミガキ石 4 ．8 2 ．7 1．8 3 6．4 ∴部分 にミガキ痕

19 Ⅲ区北床 上 敲 ・す り石 9 ．6 7 ．3 4．5 39 0 赤色 の粉状物付着

出土位置 材　 質 径cl11 幅 clll 厚さclll 断面形　 l　 備　　 考

2 0 Ⅱ区南床上 10 clll 5．7 へノ5 ．9 8 0 ．9 （）．24 1＿1．＿1 長方形　 l 完形 ．鋳造品

器　 種 出土位置clll 径 ［最 大 ］clll 厚 さcIll 孔径cIll 備　　　　　 考

2 1 紡錘車 Ⅲ区北 旧床 直上 6 ．8 0 ．8 0．6 4 1．．5 弥生式土器壷片転用、片面赤色塗彩

番号 器　 種 出土位 置clll 長さcIll 幅 cIll 厚さclll 重量 g 備　　　　　 考

2 2 不明 工区南床上 15cIll 4 ．1 0 ．4 0．3 1．5 両端部破損

H2号住居址土器e石製品e銅釧・紡錘車・鉄製品観察表

H3号住居址

遺構は調査区西に位置し、住居址西側の大半は調査区外となる。

規模は南北4．9m、東西は確認できた規模の最大で1．6m、床面までの

深さは38cmを測る。平面形態は隅丸の方形と考えられる。覆土は暗

褐色土、黒褐色土がほぼ水平に堆積している。床面は地山を直接床

面とした状態で表面は土間状に固く平坦である。ピットは床面上か

ら4個認められたが、確実に主柱穴と断言できるものは存在しなか

った。炉などの施設は確認できなかった。

遺物は弥生式土器の鉢。賓。壷が出土したが、いずれも破片であ

る。図示したのは5点である。1は小型の鉢破片で内外面赤色塗彩

調

査

区

域

外

を施す。2・3は婆の破片で2は外面櫛描波状文を施す目線破片、

3は外面櫛描直線文、櫛描波状文を施す頸部破片である。4。5は

賓又は壷の胴下半部破片で縦　1暗褐色土（10YⅢ／3）ローム粒・軽石やや多い。

方向のミガキを施す。本住居　2　黒褐色土（10YⅢ！3）ロ‾ム粒・軽石やや多く、炭化物含む。

址は赤色塗彩された壷片、櫛

描波状文の鷺片の出土から弥

生時代後期としたい。

3　暗褐色土（10YR3／4）ローム多く、軽石・炭化物含む。

4　暗褐色土（10YR3／3）ローム少量含む。

5　暗褐色土（10Y鮎／3）ローム粒・軽石少量、炭化物多く含む。

6　黒褐色土（10YR2／3）ローム少量含む。（ピット）。
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H3号住居址遺物実測図

解 号 器　 純 器 彬 日 経c m 底 律 m l 器 rl‘1jcm 細　　 整 ・文　　 枝 城 存 や ・部 位 等 晩 成
色 調 鵠 ）

）

1
弥 ′上武

l　 器
鉢 ［8 ．6 ］ l入朝 所 赤 色 塗 彩 、 耕 ミ ガキ 。 日録 破 り 良

赤 色

赤 色

2 ワ′糾

l
カilj － 外 面 楯刷 細別 天文。 内 面 構 ミ ガ キ 。 目線 破 JIl 良

▼▼▼＿PJ鱒 旦 ＿＿＿▼

褐 色

こう
こ′主

架 外 山 Jl ケ 日 、 櫛 描 波 状 文 、 独 郁 節 描 直 線 文。 内 面 横 ミ ガ も 頭 部調 い 良
糾 し、橙 色

橙 色

Ll
l

J l
焚 川 ‾ 外 Lrli縦 ミ ガ キ 、 輪 頼 み 痕 。 内 面 則 批 胴 ‘flH いい波 片 良

明 鏡 鮎 色

鈍 い 鵡橙 色

こ1

′上式

器
渋 川「正 外 面 縦 ミ ガ キ 。 内 面 咋 純 。 胴周＝ 、．ド破 Pl’ 良

鈍 い 鈷橙

鈍 し　鍛橙

H3号住居川二遺物観察表

H4号住居址

遺構は調査区北に位置し、住居址北側の大半は調査区

外となり、D1号土坑に切られる。規模は東西4．2m、

南北は確認できた最大で1．8m、床面までの深さは46cm

を測る。平面形態はやや隅丸の方形または長方形と考え

られる。床面は地山を直接床面としており、固く平坦で

ある。床面直上には生活時に堆積したと思われる薄い炭

化物を多く含む黒色土が堆積している。床面上からピッ

ト4個が認められ、P3・P4は入口に関係すると思わ

れる。Pl・P2は主柱穴と考えられたが土層断面では、

床面より上層の覆土中から落ち込んでおり、床面上に堆

積した黒色土上にピットを取り囲むように厚く黄褐色の

ロ1ム土が堆積していることから、別遺構である可能性

も考えられる。

遺物は弥生式土器の棄・壷・甑・高坪、石器が出土し

たがいずれも破片である。図示したのは12点である。

1・2・6～9は喪で外面櫛描波状文及び頸都櫛描簾状

文を施す。3は赤色塗彩された壷の頭部破片で櫛描直線

文を施す。4は底部に穿孔の痕跡が認められることから

甑と思われる。5は赤色塗彩された鉢の底部周辺破片で

ある。10は赤色塗彩された壷の破片と思われる。住居址

は赤色塗彩された壷片、櫛描波状文の壌片の出土から弥

生時代後期としたい。

1黒褐色土（10YR2／3）ローム粒、軽石少量含む。

2　暗褐色土（10YR3／〕）ローム庖・軽石含む。

3　暗褐色土（10YR3／3）ローム粒・軽石やや多く、炭化物含む。

4　暗褐色土（10YRj！4）ローム粒・軽石含む。

5　暗褐色土（10YR〕／4）ローム粒・軽石多く含む。

6　鈍い責褐色土（10YR4／3）ローム多く含む。（5＜6）

7　暗褐色土（10YRj！コ）ローム粒・軽石・炭化物含む。

8　褐色土（10YR4！6）ローム土。

9　黒褐色土（10YRj／2）炭化物多く、ローム含む。

H4号住居址実測図

H4号住居土止遺物実測図（1）
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H4号住居址造物実測図（2）

番 号 詣　 種 器 形 口 径 cm 底 径 c m 器 高 cnl 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部位 等 焼 成
色 調 漂 票 ；

1
弥 生 式

士　 舘
埜 － 外 面 櫛 描 波 状 文 。 両 面 パ ケ 目 後 ミ ガキ 。 五 線 破 片 良

黒 褐 色

栂 色

2
弥 生 式

土　 器
婆 － 外 面 櫛 描 波 状 文 、 頸 部 櫛 描 簾 状 文 。 甘 緑 ～ 頭 部 破 片 良

暗 褐 色

暗 褐 色

：う
弥 生 式

t　 詣
壷 － 内 外 面 赤 色 塗 彩 、 ミガ キ 。 外 面 頭 部 櫛 描 直線 文 。 頭 部 良

赤 色

晴 赤 色

4
弥 生 式

土　 呂旨
甑 6 ．4 － 外 面縦 ミ ガキ 。 底 部 ～ 胴 部 良

鈍 い 故橙 色

鈍 い 茹橙 色

5
弥 生 式

土　 器
鉢 － 4 ，5 内 外 面 赤 色 塗 彩 、 ミ ガ キ 。 底 部 ミ ガ キ 、 ・郎 赤 色 。 底 部 ～ 体 離 良

赤 色

赤 色

6
弥 生 式

土　 器
壌 －

外 面櫛 描 械 羽 状 文。 内 面 傾 ミ ガ キ 。 破 片 良
暗 褐色

鈍 い貴 橙 色

7
弥 生 式

土　 語
幾 外 面 頭 部 櫛 描 簾 状 文 、 外 面 櫛 描 垂 下 文 ・直 線 文 。 頭 部 破 片 良

鈍 い 褐 色

鈍 い 路橙 色

R
弥 生 式

土　 器
悪 外 面 脚 描 波 状 文 。 内 面 横 ミガ キ 。 頭 部 破 片 良

明 茹 栂 色

鈍 い 詰 橙 色

9
弥 生 式

上　 器
怒l －

外 面 櫛 描 波 状 文 。 内 面 ミ ガ キ 。 破 片 良
明 褐 色

褐 色

10
弥 生 式

土　 器
壷 － 内 外 面 赤 色 塗 彩 、 ミ ガ キ。 目 線 破 片 良

▼日 華 卑

赤 色

番 号 出 土 位 置 詰　　 種 長 さ （c nl） 幅 （c m） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ） 備　　　 考

1 1 繭 壁 際 床 上 1リ石 1 1．1 7 ．2 5 ．2 5 8 0 上下 欠 損 。 表 面 凹 2 あ り 。

12 繭 壁 際 床 上 四 百 15 ．2 】6 ．5 6 ．5 ［1 ．4 9 0 ］ 表 面 敲 痕 。裏 面 す り痕 。

H4号住居址土器・石製品観察表
第2節　土坑

D1号土坑

遺構は調査区北に位置し、H4号住居址を切る。規模は南北1．9m、東西

1．1m、深さ32cmを測る。平面形態はやや不整の楕円形である。遺物は弥生

式土器の高杯・蛮・壷・鉢、銅釧が出土した。図示したのは11点である。

1は赤色塗彩された高杯脚部で土坑の中心付近から、2は小型賓の胴下半

から底部で土坑床面直上に伏せた状態で出土した。他の土器は小破片で外

面櫛描文を施す賓、頚部に櫛描文、外面赤色塗彩を施す壷・内外面赤色塗

彩を施す鉢等が認められる。11は円環型銅釧で東壁の高い位置で出土した。

これまで佐久市で出土している帯状円環型銅釧は断面が薄く帯状に仕上

げられているが、今回出土した釧は断面厚みのある蒲鉾形で弥生時代東日

本ではあまり見られない形態とされる。調査後、遺構内の覆土を持ち帰り

ふるいにかけたが土器以外の遣物は出土しなかった。しかし、遺構からは

銅釧といった特徴的な遣物が出土したことから土墳墓と考えられる。

1暗褐色土（10YRj／4）　ローム粒多く、炭化物含む。

2　鈍い黄褐色土（10YR4！3）ローム多く含む。

3　黒褐色土（10YR2／3）ローム少是含む。

50　一

41　　　　　叫

D1号土坑実測図



二〕「’′

、＼し靡′

＼二二l‘‾

D1号土坑造物実測図

番 冒▼ 器　 楯 器 形 日 経闇 l 底 径 rnl 器幸k nl 調　　 整 ・文　　 様 域 存 率 ・部 位 等 焼 成
色 調 漂 票 ；

1
弥 生 式

上　 器
高 坪 1 7 ．5 － 外 面 赤 色 塗 彩 、 縦 ミ ガ キ 、 艦 部 表 面 剥 離 。 内 面 へ ラ ナ デ 。 脚 部 良

赤 色

果 褐 色

2
弥 生 式

土　 器
褒 5 ．1 外 面 表 面 摩 耗 、 ケ ズ リ。 内 面 へ ラ ナ デ 。 底 部 ～胴 部 艮

ー＿＿準

浅

旦 色 ＿－＿

橙 色

：う
弥 生 式

土　 語
褒 － 外 面 櫛 摘 波 状 文 。 両 面 横 ミ ガ キ 。 胴 部 破 片 良

鈍 い 黄 椅 色

鈍 い 董 橙 色

4
弥 生 式

上　 舘 E E － 内 外 血 赤 色塗 彩 、 外 面 縦 ミ ガ キ 、 内 泊i横 ミ ガ キ 。 ∪ 線 破 片 良
赤 色

赤 色

5
弥 生 式

」＿　 器
焚 － 外 面 櫛 描 波 状 文。 E l緑 破 片 良

鈍 い 黄 橙 色

鈍 い 黄 橙 色

6
弥 生 式

十　 器
壌 － 外 面 櫛 描 斜 線 文 。 口緑 破 片 良

鈍 い 褐 色

暗 褐 色

7
弥 生 式

上　 界
壷 外 面 頸 部 櫛 描 煎 線 文 、 櫛 描 垂 F 文 、 赤 色 塗 彩 痕 帆 内 面 摩 軋 頸 部 破 片 良

F 卑 色 目＿

色

8
弥 生 式

t　 器
壷 外 血 赤 色 塗 彩 。 外 面 頸 部 ハ ケ 軋　 傾 洲 天文 。 頭 部 破 片 良

＿勲

r

塑 旦 色 ＿

橙 色

9
弥 生 式

十　 器
鉢 2 ．9 内 外 面 赤 色 塗 彩 、 ミ ガ キ。 底 部 良

赤 色

赤 色

10
弥 生 式

土　 器
頭 － ［8 ．2 ］ － 外 面 櫛 ナ デ 、 縦 ミガ 手 。 内 面 ナ デ 、 ミ ガ キ 。 底 部 ミ ガ キ 。 底 部 破 片 良

鈍 い 乾橙 色

鈍 い 叢 橙 色

番 号 出 土 付 置　 I　 材　 質　 l　 径 cm　 ［　 幅川　 I　 厚 さ cm　 ［　 蟻 g　 I　 断 面 形　 1　 備　　 考

1 1 東 壁 検 出 下 5 c m l　 青 銅　 ［ 6 ・7 1 ～ 6・8 4 l　 o ・4　 1　 0 ．3 2　 l　 2 0 ．7　 1　 蒲 鉾 形　 l 完 形 瀾 造 品

D1号土坑土器・銅釧観察表

第3節　滞状遺構

Ml・2号溝状遺構

遺構は調査区西をおよそ南北方向

に2条が平行して確認された。規模

はMlが長さ8．5m、幅罰cm、深さ24

cm、M2が長さ4．9m、幅33cm、深さ

18cmを測る。H2を切るが遥構内か

ら遣物が出土していないため遺構の

時期は不明である。
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調査の成果

今回の調査は99I滋と非常に狭い限られらた範囲であったが、弥生時代後期と考えられる住居址4軒、」二墳墓1基

など予想以上の遺構を発見することができた。住居址のうち1軒は全体調査が可能であったが、残り3軒の半分以上

は調査区域外であるため部分的な調査にとどまった。遺物は弥生式土器が中心だが1号土墳墓及びH2号住居址から

は弥生時代には貴重品とされる青銅製の銅釧（腕輪）が出土した。以下銅釧について記述する。

銅釧の出土した土鳩墓の規模は南北1．9m、東西1．1m、深さ32cIllの楕円形で、釧は土塀の南東隅上層から発見され

他に弥生式土器が出土した。住居址は北側半分の調査を行い南側は調査区外となる。調査した規模は東西5．0m、南

北は調査規模で4．2m、深さは棚cmを測り、平面形態は同時期の住居址調査例から南北方向に長い長方形と考えられ

る。銅釧は住居址西壁際、調査区境界付近の床面からやや浮いた位置で発見された。他に弥生式土器、赤色塗彩され

た弥生式土器聾片転用の土製紡錘車（糸紬に使用）が出土している。

今回出土した鋼釧は土墳墓出土のものが外径6．71～6．84cnl、幅4．Onlm、厚さ3．2mnl、重さ20．7gを測り、これまで佐久

市を始め、東日本各地で出土している断面縦長の長方形あるいは細長い蒲鉾型の帯状円環型銅釧に比べ幅が狭く、厚

みがあり、断面が方形に近い類例のない形状をしている。一一方住居址出土のものは外径5．7～5．98cm、幅9mm、厚さ

2．4nlnl、重さ11．1gを測る各遺跡で出土している捌犬円環型銅釧に酷似する形状である。

帯状円環型銅釧は東日本一帯に分布する形態で、型に流し込んで製作する。（鋳造品）完形晶は土墳墓（お墓）から

出土することが多く、被葬者が身につけたまま埋葬されたと考えられている。破損品、あるいは再生品（破片に穴を

あけペンダントにしたもの、腕輪には小さく破片を再度円環にした途［国こ切り目を持つ断環・小円環）は土墳墓以外

の住居址などの遺構から出土することが多い。県内で完形に近い遺跡は佐久市、長野市、茅野市など7箇所前後報告

されており、大半が土墳墓から出土している。北一本柳遺跡のように住居址から出土するのは希のようである。また、

同じ遺跡の複数遺構から出土することも少ないことから、集落内において釧の装着を許された限られた人物に作られ

たものと考えられてる。

このように、弥生時代の青銅製鋼釧は貴重品と考えられるが、佐久市内には同一遺構からの出土数が日本最多とさ

れる15本の銅釧を出土した長土呂地積の上直路遺跡及び5本の銅釧を出土した根々井鳴澤地積の五里田遺跡、破片で

はあるが円正坊遺跡が存在する。北一本柳遺跡の銅釧を加えると部分的な調査にもかかわらず、市内岩村田西方の限

られた台地上の遺跡から、20本以上出土したことになり、この出土数は他地域と比べても多い状況である。また、鋼

釧の他に鉄を材料とした鉄釧も前述の五里田遺跡・上垣路遺跡に加え、平賀地積の後家山遺跡からも出土している。

こうした状況から弥生時代後期、佐久平周辺において比較的地位の高い人物は、金属製釧といった装身具を身につけ

る傾向があったのではないだろうか。

参考文献　　野澤　誠一　　2002「銅釧・鉄釧からみた東日本の弥生社会」『長野県立歴史館研究紀要第8号』

ナナ，ナナイii二′

H2号住居址出土銅釧（左）D1号土坑出土銅釧（右）
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H1号住居址出土造物
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Hl・2号住居址出土遺物
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莞≡デ空車雲

〆曇智

H4－7　　　　　　　　H4－8

H2・3・4号住居址出土遺物
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熟

駁1＿．轟ご一長島

H4号住居址・Dl号土坑・遺構外出土遣物
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一本柳遺跡群　西一本柳遺跡×

調査報告書
NI SHI I P PON YANAGI

（奈良時代）

長　野　県　佐　久　市　岩　村　田

西一本柳遺跡Ⅹ発掘調査報告書

佐武建設株式会社
長野県佐久市教育委員会
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例　言

1・本報告書は、佐久市岩村田字地籍において平成15年度に行われた（株）ヤマダ電機店舗建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査の『一本柳遺跡群西一本柳遺跡Ⅹ』一奈良時代－の報告書である。

2・発掘調査は佐武建設株式会社の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が担当した。

3・本書に掲載した地図は、建設省国土地理院発行の地形図（1：25，000）、佐久市発行の基本図（1：2，500）を使用
した

4・発掘調査は須藤隆司、上原　学、出澤　九森泉かよ子が担当し、本書の編集、執筆は森泉かよ子が行った。
5．本遺跡の資料は佐久市教育委員会の責任下に置かれている。

凡　例

1．挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構

地山断面　匠国≡ヨ　焼　土 粘　土　I l

柱　痕　「誉1凋　堀　方　I l
遺物

須恵器断面喜■－　黒色処理I I　礫

赤色塗彩　　［　コ

2．遺物の出土地点は、以下の分割図によるものである。

二二　二
3．遺物の縮尺は原則として1／4に、石製品・鉄製品は異なる縮尺のものがあり、図中に明記してある。

4・全体については佐久市埋蔵文化財調査報告書第127集『一一本柳遺跡群　西一本柳遺跡Ⅹ』、『佐久市文化財　年報

13　平成15年度』－平安時代・堀立柱建物址・試掘－を参照されたい。遺物の写真・遺構一覧表は第127集に掲
載されている。
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一本柳遺跡群　西一本柳遺跡×

遺　跡　名　西一本柳遺跡Ⅹ（INPX）

所　在　地　佐久市岩村田字下樋田1780－1他

調査委託者　佐武建設株式会社

開発事業名（株）ヤマダ電機店舗建設事業

調査期間　平成15年6月11日～8月5日（発掘）

調査面積1，500ni

調査担当者　須藤隆司・上原学・出渾力・森泉かよ子

西一本柳遺跡Ⅹ遺跡位置図（1：50，000）
立地と経過

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。岩村田市街地の南西1

km、標高690mを測る。浅間第一軽石流が地盤をなしているが、その上に南に流れる湯川の河川堆積層である砂層が

堆積している。一本柳遺跡群は台地上を東西の帯状に展開し、中央から西半分を西一本柳遺跡、東半分を東一本柳遺

跡、中央より北部を北一本柳遺跡と呼称している。本遺跡群内では昭和43年には東一本柳遺跡が、また昭和亜年には

金銅製馬具の飾り金具などを出土した東一本柳古墳が発掘され、貴重な資料を得ている。さらに国道141号線の開通

に伴い、西一本柳遺跡を南北に貫く調査がなされ　平成4年の公共下水道事業に伴う西一本柳遺跡Ⅱ、また平成7・

8年度の国道141号線の工事にともなう西一本柳遺跡Ⅲ～Ⅵ、平成12・13年度の市道11－1号線緊急地方道路整備事業

に伴う西一本柳遺跡Ⅷ、平成14年の店舗新築に伴う西一本柳遺跡Ⅸが調査されている。西一本柳遺跡I～Ⅸまでの調

査で竪穴住居址棚5棟が検出され、密集した古代集落であることが判明した。弥生時代中期から中世に至るまで連綿

と人々の痕跡が残される佐久市内でも有数な遺跡の一つであり、一本柳遺跡群は県の重要遺跡とされている。

今回、（株）ヤマダ電機店舗建設が計画され、試掘調査を行ったところ遺構・遺物が検出され、遺構の破壊が余儀な

くされる事態となり、遺構が破壊される部分を発掘調査し、破壊されない部分は埋土保存することとなった。

佐武建設株式会社より委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

検出遺構　竪穴住居址　　　105棟　　　　　　　　　　　掘立柱建物址　　14棟

弥生時代中期　　　凱棟（紀元前1・2C頃）　土坑　　　　　　19基

弥生時代後期　　12棟（1・2C頃）

古墳時代中期　　12棟（5C頃）

古墳時代後期　　15棟（6～7C頃）

奈良時代　　　　　21棟（8C頃）
平安時代　　　　　9棟（9～11C頃）

時期不明　　　　　2棟

溝祉　　　　　　14本

単独ピット　　　151個

出土遺物　　縄文時代

縄文土器（鉢・深鉢）、石嫉、スクレイパー

弥生時代

弥生土器（鉢・高坪・壷・聾・蓋）、太形蛤刃石斧、扁平片刃石斧、小形扁平片刃石斧、磨製石鉱、

打製石嫉、石鍬、スリ切り石、ヒスイ勾玉、勾玉、管玉、土製管玉、磨石、砥石

古墳時代

土師器（小型丸底壷・壷・襲・杯・高杯・甑）、須恵器（褒・壷・施・杯・高坪）、ガラス小玉、

白玉、石製模造品（剣形・勾玉）、編物石、磨石、砥石

奈良・平安時代

土師器（坪・鉢・賓）、須恵器（坪・杯蓋・賓・壷）、灰粕陶器（坪・皿・壷）、鉄製品（刀子・紡

錘車・鉄鉱）、砥石、炭化材、骨
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一　一　山

B　5　11　1　3　　10

9　　10　　11
9　　　C’D

l－

P2　　　　　　　　　　　P1

日2土層説明
1　黒褐色土屑（10YR3／2）

砂、小石を多血に含む。
2．黒褐色士層（】OYR2／3）

10YR2／2・10YR4／3の砂混在。
3．暗褐色1ニ層（】OYRj／3）

砂を多墓に含む。
4．灰褐色上層（7．5YR4／2）

粘質士。（カマド麟壊層）
5　黒褐色上層（10YR2／3）

（周溝）
6．明赤褐色士層（5YR5！6）

焼土。
7．灰褐色上層（7．5YR4ノ2）

粘上。（カマド構築土）
8．黒褐色土屑（10YR2／3）

（カマド堀方）
9．黒褐色土層（tOYR2／2）

（柱痕）
10．黒褐色土層（10YR2／3）

パミス、砂を含む。やや締まりあり。
（員占床）

11．暗褐色上層（10YR3／4）
砂が多く混入する。

瘍昌‾込彪

第3図　H2号住居址
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第1表INPX H2号住居址出土遺物一覧表
器種 法量 成　 形　　　 調　 整 色調 胎　 土 残存・備考 出土位置

且 圭二師器 ∈15．2）内　 へラミガキ　J 黒色処埋

ユー1V　　　＿L江　　　　、・一

内 10Y R l．7／1 （黒） ～111m1太砂粒まれに含む。 目線部1／4 工区1 層
杯

絃3〉
外　 ロタロナT →休部下端へフケスリ 外　 7．bY R 6／4 （にぶ再蔓） 細長石・細石英含む。 回転実測

ワ 土師器 14．6 大j　へラミガキ　 黒色処埋 句　 7．5Y R4！4 （褐） ～1mIll太砂粒まわに含む。 底部完形 カマド
杯 8．6

4．8

外　 ロタロナデ→底部へラケズリ 外　 5Y R 5薄　 明赤褐） 細長石∴細　滅 含む。 完全実測

3 ＝締器

6．2
く7．2〉

句　 ロタロナデ 句　 7．5Y R 7／4 （にぶ再蔓） まれに赤色粒子含み、細長石 氏部完形 N 0，2
襲 外　 ロクロナデ→底部糸切り（静止）

→体部下半へラケズリ

外　 7．51rR 7／4 （にぷい橙） ・細石英粒子含む。 完全実測 カマド

I区2 層
4 土師器

（7．8）

く3．3〉

句　 へラナデ 句　 7．5 1TR 6／3 （にぷい褐） 細長石粒多量に含む。 底部1／4 Iil＿ズサブトレンチ
婆 外　 体 ・底部へラケズリ 外　 51TR髭4　にぷい射齢 回転実測

b 土師器 （22．2） 句 ［二】縁横ナデ 句　 芝5Y R 5雄　朝 赤褐） 細長石 ・細石英粒J二含む。 ＝縁部17／16 カマド

鷺
く4．6〉

外　 日縁横ナテ→底部へラケズリ 外　 2．51’R 5／6　湖 赤褐） 回転実測 I区2 層

Ⅳ区3 層
6 土師器 （20．9） 内　 日録横ナデ　 へラナデ 内　 笑51’R 6／4 （にぶ′瀾） 細長石・細石英粒子含む。 口縁1／2 N o．1　カマド

禁 （4．1）

く28．2〉

外　 日録ヨコナデ　 休部へラケズリ 外　 7．51rR4！2 （灰褐） 回転実測 Ⅳ区1 層　 Ⅳ区3 層

Ⅳ区床
7 土師器 （20．7） 句　 へラナデ li縁ヨコナデ 太j　2．51TR 5／4 （にぷい赤手鋸 細長石・細石英損た含む。 ＝縁1／2 カマド

考匝
瓦

く20．5〉
外 「1縁ヨコナデ　 体部へラケズリ 外　 2．51▼R 6絹 （橙） 輌伝実測 N o．1

H 区
8 土師器

〈16．8〉

句　 ナデ 勺　2．51′TR 3！2 （晴赤褐） 細長石・細石英粒子含む。 胴部1／2 N o．1 カマド
棄 外　 日録ナデ　 休部へラケズリ 外　 2．5trR：∋／1 （暗赤灰） 回転実測 I区サブトレンチ

I区堀方 I区2 層
番号 種類 良さ 巾 厚さ g 備　　 考 出土位置
9 39．0 39．5 10．0 2 0．2 砂岩。部分的に砥面あり。 II区2 層
10 台石 ．1．9 1．0 156．0 ：待．0 15 30．0 安山岩 No．3
11 石製模造品 48．0 15．0 6．0 4．0 滑石。剣形。 検出

第2表INPX H3号住居址出土遺物一覧表
器種 成　 形 ・ 調　 整 色調 胎　 土 残存 ・備考　　　　　　 出土位置

1 冊 岩‾廷 （10．4） 内　 ナデ 内　 51rR 5／4 （にぷい赤褐） 細長石、細砂粒含む。 目線 1／8　　　　　 n・堰 1層

手　 捏

杯 く2．4〉
外　 へラナテ　 ナデ 外　 51′rR 5／4 （にぷい赤褐） 回転実測

2 土師器 （11．0） 内　 ナデ 内　 7．517R 7／4 （にぷい橙） ～1】Ⅷ11人砂粒含む。 ［二1線部 1／8 Ⅳ区サブトレンチ
杯

〈3．6 〉

外　 へラケズリ 外　 7．51rR 5／3 （にぷい褐） 回転実測

3 土師器 （10．0）内　 ナデ 内　 5trR 6／6 （橙） まれに 3mnl大砂粒含む。 日録 1／8 Ⅱ区堀方
杯

〈2．8〉

外　 休部へフケスリ→口緑ヨコナデ 外　 5Y R 6／6 （橙） ～ 1nlIll大細石英、長石粒子含む。 回転実測

4 」二師器 （12．2）内　 へラナデ→ナデ 内　 5Y R 6／4（にぷい橙） ～ 1 Illnl大長イ′∴　砂粒まれに含む。 日縁部 1／4 IV 区1 層

杯
く4．1〉

外　 日縁ヨコナテ　 休部へラケズリ 外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 回転実測

「○ 土師器 （13．4） 内　 ナデ 内　 517R 6／4 （にぷい橙） ～ 1 Illnl大長石、砂粒まれに含む。 口縁 1／6 I 区
杯

3．5
外　 日録ヨコナテ　 休部へラケズリ 外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 緻密。 回転実測

6 土師器 （12．8） 内　 ナデ→暗文 内　 7．5Y R 6／6 （橙） まれに3Ilm1人砂粒、～い11m 大 目線 1／6 Ⅳ区 1層
杯

く3！3〉
外　 へフケスリ→部分的に　 ミカキ 外　 7．51rR 6／6 （橙） 赤色粒子含む。緻密 回転実測

7 土師器 （10．6） 内　 へラナデ　 目線ヨコナデ 内　 7．5 Y R 7／4 （にぷい橙） まれに 1m111人砂粒、細石英 H 縁 1／6 Ⅲ区トレンチ
杯

〈3．4〉

外　 ＝縁ヨコナテ　 休部へラケズリ→ミカキ 外　 7．5 Y R 6／4 （にぷい橙） ・長石粒子含む。 回転実測

8 土師器 （15．6） 内　 ナデ→暗文（畿内系）

！

内　 7．5YrR 6／6 （橙） まれに3nlnl大砂粒、～ 1Illnl大 口緑部・底部 1／5 I区

杯
〈5．4〉

外　 ＝縁ヨコナテ　 体部下半へフケスリ→ミカキ 外　 51rR 6／6 （橙） 赤色粒子含む。緻密 回転実測 Ⅱ区 1層、Ⅲ区トレンチ

IV区検出
9 土師器

3．9

く1．9〉

勺　 ナデ ノ可 10Y R 7／4 （にぷい射豊） 石英、長石を含む。 1線 1／8 一　　ヽ　一　一一
Ⅱ区堀方

賓 外　 へラケズリ→ミガキ 外 101rR 7／4 （にぷい黄橙）

一部に赤褐色の発色あり。

～ 3mIll大砂粒、長石粒子含む。 巨三沌ミ実測

10 土師器

6．0

〈2．6〉

句　 へラナデ 内 10Y R 6／4 （灰黄褐） ～ 1m 大長石含む。 式部ほぼ完形 Ⅳ区堀方
小型婆 外　 へラケズリ→ミガキ 外 10Y R 5／3 （にぷい黄褐） 完全実測

11 土師器

（5．0）

く2葡

内　 へラナデ 勾　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） 細石英・細長石粒子含む。 底部 1／2 検出
孝誕
瓦

外　 へラケズリ 外　 5Y R 6／4 （にぷい橙） 回転実測

12 土師器

（6．5）

く7潮

句　 へラナデ 大j　5 Y R 5／6 （明赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部 1／′4 Ⅱ区トレンチ
賓 外　 へラケズリ 外　 5Y R 4／3 （にぷい赤褐） 回転実測 Ⅲ区 1層

13 土師器 （19．2） 内　 日録ヨコナデ　 休部へラナデ 内　 7．5Y R 4／3 （褐） 細長石・細石英粒子含む。 日録 1／6 カマド

賓
く4．2〉

外　 日録ヨコナテ→休部へラケスリ 外　 7．5Y R 4／3 （褐） 回転実測

14 土師器 （2 3調 内　 へラナデ 内　 5Y R 5／6 （明赤褐） 細長石 ・細石英粒子含む。 ［＿：］綾部1／3 I区
孝窪
瓦

く2 0凍
外　 け縁ヨコナテ→休部へラケスリ 外　 5Y R 5／6 （明赤褐） 緻密。 回転実測 N o．2

カマド
15 土師器 （24月） 内　 へラナデ　 日録ヨコナデ 内　 5YrR 6／6 （橙） 細長石 ・細石英含む。 口緑部 1／2 － I区Ⅲ区 1 層Ⅲ区 2 層

婆
〈18．8〉

外　 口緑ヨコナテ→休部へラケスリ 外　 5Y R 6／6 （橙） 緻密。 回転実測 Ⅳ区1 層Ⅳ区サブトレンチ

カマドⅣ区堀方検出
16 土堕器 （23．4） 内　 へラナデ→日録ヨコナデ 内　 5Y R 2／1 （黒褐） ～ 0．5nlnl大の長石、石英 口縁3／4

＼
I区

婆

く19．4〉

外　 日録ヨコナテ→休部へラケズリ 外　 5Y R 6／4 （にぷい橙） 赤色粒子含む。 回転実測 検出

カマド
17 土師器 22．8 内　 へラナデ→Li縁ヨコナデ 内　 7．5Y R 4／3 （褐） ～ l nlnl大の長石・石英粒子 目線ほぼ完形 N o．2

襲
く28．0〉

外　 口縁ヨコナテ→休部へラケズリ 外　 7．5Y R 7／4 （にぷい橙） ・赤色粒子を多く含む。 輪積痕残る

完全実測

カマド

検出
番号 種類 長さ（nlnl） 巾（nlnl） 】　 厚さ（111nl）　　　　 g ナヽ

備考
1ヽ

出土位置
18 臼玉 7．0 7．O　 l　 3．0　　　　　 0．22 孔径 2．5m 。滑石。 検出
19 磨製石鉱 18．5 10．2　 】　 1．5　　　　　　 0．5 粘板岩。先端欠損。 ＼

2 0 鉄鉱 く65．0〉 2 5．0　 ！　 3．0　　　　　 8．4 鉄製品。 Ⅳ区 1層
2 1 鉄鎌 29．0 4 1．O　 l　 4．0　　　　 10．0 鉄製品。 検這　 Eヨ

ー　70　－



H2P2　P6　　　　　P5　H2lJl

H3上層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を多量に含む。
3．黒褐色t屑（10YR2ノ2）

砂、小石を含む。
4．灰黄褐色上層（10YR4／2）

粘土を多く含む。（カマド崩壊層）
5．黒褐色土層（10YR2／］）

砂、小石を多量に含む。
6．褐色土層（7．5YR4／3）

灰主体。焼土粒子を含む。
7．暗褐色上層（10YR3／3）

（周構）
8．赤褐色土層（10YR4／6）

焼土。

9・灰褐色土層（75YR4ノ2）□D（1粘土。
10．黒褐色土層（7．5YR3／2）

焼土、炭化物粒子を含む。粘質土。

上から完掘・堀カ（南より）

㍉コ
（112）

（カマド堀方）
日，黒褐色土層（10YR2／2）

（枯痕）
12．黒褐色土層（10YR2！3）

砂主体に黒色土を含む。
13．黒褐色土層（7．5YR3／2）

粘土、焼土細ブロックを多鐘に含む。（貼床）
14，暗褐色土層（10YR3／3）

砂に黒褐色土ブロック混在。
15．黒褐色土屑（10YR2／2）

砂を含む。（床下ビット）
16．黒褐色土層（10YR2／3）

（床下周湛） 第4図　H3号住居址（1）
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第3表INPX H7号住居址出土遺物一覧表
番号 器種 法墨 成　 形 ・ 調　 整 色調 胎　 士 残存・備老 出土位置
1 須恵器 （13．1）内　 ロクロナデ 内　 2．5Y 7／1 （灰自） 細長石・細石英粒子含む。

ノ
底部 1／2 I 区サブトレンチ

杯

／　　　　　ロ‖コ

（7．8）

（4．3）

外　 ロクロナデ→底部回転へラケズリ

J

外　 2．5Y 6／1 （黄灰） 緻密 回転実測

外面刻書あり。
Ⅱ区 1層

Ⅲ区 2層
2 須恵呑 （12．8）内　 ロクロナテ 内　 2．5Y 6／1 （黄灰） ～ 1mnl大砂粒、細長石・ 口緑 1／4 Ⅳ区 1層

杯

／　　　　　ロロ

（7．8）

3．6

外　 ロクロナデ→休部下端 ・底部へラケズリ　　J 外　 2．5Y 6／1 （黄灰） 細石英粒子含む。 回転実測 Ⅳ区 2層

3 須恵器 14．4 内　 ロクロナァ 内　 7．5Y R 7／2 （明褐灰） ～ 1nlnl大砂粒まれに含む。 底部完形 I区堀方
杯

ノ　　′　　ロロ

6．9

4．2

外　 ロクロナデ→底部回転へラ切後ナデ 外　 7．5Y R 7／2 （明褐灰） 細長石 ・細石英粒子含む。 完全実測

4 須恵器 （14．8） 内　 ロクロナテ 内　 2．5 Y 6／1 （黄灰） ～ 1nlm大砂粒まれに含む。 目線 1／3 I区
杯

ノ　古口昌

（9．8）

4．4

外　 ロクロナデ→底部切り離し後へラケズリ　　J 外　 2．5Y 6／1 （黄灰） 細長石粒子多く含む。 回転実測

5 須ノL、森 （12．8） 内　 ロクロナァ 内　 2．5Y 5／1 （黄灰） 細長石・細石英粒子含む。 底部 1／4　回転実測 I区サブトレンチ
有台杯

〈1．8〉
外　 ロクロナデ→底部右回転へラケズリ→高台 外　 2．5Y 5／1 （黄灰） 内面中央非常に滑らか。

6 須恵器 （13．6） 内　 ロクロナデ 内　 2．5Y 6／2 （灰黄） 細長石粒子含む。 日録 1／12 Ⅲ区 1層
杯

H ．7〉
外　 ロクロナデ　 自然粕付着 外　 2．5Y 6／1 （黄灰） 回転実測

7 須恵器

LL－

（9月） 内　 ロクロナデ 内　 N 4／（灰） 細長石・柵石英粒子含む。 1／12 Ⅱ区堀方
毒
血

〈0．9〉
外　 ロクロナデ 外　 N 4／（灰） 回転実測

8 須恵器 内　 ナデ 内　 2．5Y R 7／1 （灰白） ～ 2mnl大砂粒まれに含む。 破片実測 I区堀方
把手

（甑）

外　 ナデ 外　 2．5Y R 7／1 （灰白） 細長石・細石英粒子含む。

9 土師器 （1 1．6） 内　 ヨコナデ 内 10 Y R 8／4 （浅黄橙） 細長石 ・細石英粒子含む。 口縁 1／4 Ⅳ区2 層
小型賓

く4．3〉
外　 口縁ヨコナデ→休部へラケズリ 外 10Y R 7／3 （にぷい黄橙） 回転実測

10 土師器

5．3
〈3．2〉

内　 へラナデ　 ナデ 内　 7．5Y R4／3 （褐） 細長石 ・細石英粒子含む。 底部3／4 I 区堀方
鷺 外　 へラケズリ 外　 7．5Y R4／3 （褐） 完全実測

1 1 土師器

5．8

〈5．2〉

内　 ナデ 内　 7．5Y R4／6 （褐） 細長石・細石英粒子含む。 底部7／8 P6
婆 外　 へラケズリ 外　 7．5Y R 4／6 （褐） 完全実測

12 土師器

（5．4）

く4．1〉

内　 へラナデ　 ナデ 内　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） まれに 2nlnl大砂粒、 底部 1／4 カマド
窯 外　 へラケズリ 外　 7．5Y R 6／4 （にぷい橙） 柵長石・細石英含む。 回転実測

－　72　－
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毎④

lr午牟
H7土層説明
1．黒褐色上層（10YR2／∃）

パミスを多く、砂を少し含むA
2．暗褐灰色土層（10YRj！3）

パミス、砂、炭化物粒子を含むn
3．岩褐色上層（10YR2／2）

パミスを少し含み、砂がブロック状に混入。
4　暗褐色土層（10YR3／4）

パミスを含み、砂が多量に混入。
5．（周構）
6．黒褐色土層（7．5YRj／2）

焼土、粘土を少立含む。（カマド崩壊屑）
7．褐色土層（7．5YR4／3）

焼土を含み、粘土を多証に含む。
（カマド崩壊屑）

8．暗褐色上層（7．5YR3／4）

焼土、粘土、炭化物を多く含む。
（カマト崩壊層）

9．赤褐色i＿層（5YR4／8）
焼L

l0．暗褐色土層（75YR3ノ4）
粘土。（カマド構築七）

11．褐色土層（7．5YR4ノ4）
焼上、粘土粒子を含む。（カマド堀方）

】2，黒褐色上層（10YR3ノ2）
（柱痕）

13．黒褐色土層（10YR2／2）
砂ブロック混在。（貼床）

14．黒褐色土層（10YR2／2）
砂を含む。

15．暗褐色土屑（10YR3／3）
砂ブロックが多畳に混在。
よく締まる。（貼床）

16．黒褐色土層（】OYR2／3）
砂を含む。（堀方埋土）

17．暗褐色上層（10YR3／3）
砂を多塁に含む。

18．患褐色上層（10YRか2）と
褐色（】OYR4／4）砂ブロックが混屯

19．黒褐色士層（10YR2ノ3）

砂、多最に含む。（ピット堀方）
20．黒褐色上層（10YR2／2）

（床ド桂痕）

2L　暗褐色上層（】OYR3／］）
砂を多迫に含む。（床トピソト）
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第7図　H7号住居址（2）

爵号 票評 法 ：lt 成　 形　　　 調　 整 色 調 胎　 上 残 〃 ・備考 Ⅱ 十1 、1：帯

1 こう
lニ師 喜岸

魂 （rう
く2

1）

，‡ヰ‡

内　 ロ ク ロナ デ 内 1 0 Y R 7 ／′1 （にぷ い 拉楕 ） まわ に 2 nln1 人砂 粒 、 島部 り2 日 く

外　 へ ラ ケズ り 外 】の ’R 6 ！2 （I天黄 褐 ） 細 k H ・細 ！英 含む 。 lH l転 実測

1ご1 lこ師 器 （2 2．（）） 内　 ヨ コナ デ　 ナヂ 内　 7 ．51 ’R 5J′こう （にぷ い黄 褐 ） 細 長イf ・細〃 英粒 」1含 む。 ‖縁 1ノて2 カマ ド

粟

く7 ．0〉

外 I I縁 ヨコ ナ テ→ 休部 へ ラ ケス リ 外　 7 ．iつ1 R 5！3 （にぷ い 蹟褐 ） l小伝 実測

1 5 上帥 笛

琉

（24 ．6 ）

〈6 ．7〉

向　 価 邪へ ラナ デ　 ナデ → 目線 ヨ コナ ヂ 内　 5 17R 5 ．／rr1 （にぷ い 赤褐 ） 細 長くト 糾 頂 持 予含 む。 1縁 1／2 I

I

Ⅳ

T l産 什 トレンチ

外　 ＝縁 ヨコナ デ ー 休部 へ ラ ケズ リ 外　 5 17R 5 ！′4 （にぷ い 赤褐 ） ［小伝実 測 割 方　 」「ぺ 1 層

二日 H llllぺ2 ［pl

16 上師器

幾

（22 ！j） 両　 日縁 ヨコナ テ 内　 7 ．5Y R 6！6 日音） 細 長ハ ・細　 撲 即日 含 む。 用 軌 一昔Ii l！：j

‘1、°qF

：

皿

Il・r

：サ ブ トレ ンチ

J J‾

〈 ．j〉
外　 し】緑 ヨコナ 丁　 一体肘 ヽフケ ス リ 外　 7 ．こIl lく6．16　日リ＿） 回 転実 測 瀾 ノノ

C I Iでエう
1 7 l潮 ㈲ は

り

．1） 内　 ヨ コナ デ　 ナ デ 内　 7 ．5Y R 7月 （にぷ い楕 ） 細 長ハ ・練　 成 粒 ’イ む。 l 璽 3′′′4

°洞

＼ 1 I l｛

焚
7 ．1：、

外　 目線 ヨコナ 丁 →体 1号；ハ フケ ス り 外 J．DI R 714 （に．3、し－f椚 回 転 夫潮 カマ ド

桧 山

74　一



番号 ・距 は 量 成　 形　　　 調　 整 色 調 胎 lニ 城存 ・l訃考 出 し‾位‘J′’．
18 佃

（8．6）

〈1．2〉

句　 ロクロナデ 人題 10 1 rR 6J′2 0 勅裁鮎） ～ 1mm 大の純良イf、細山英 底跳 5／12 1＿L
n 区

外　 へラケズり 外 10 1 －Iく71′4 （にぷい弛楕） 含む。 回転実測 Ⅳ区 1 IH

19 与糾

5．1

く1．・1〉

内　 ナデ 句 10 1 ‘R 7！4 （にぷい掛陶 細長イi・細イ了英粒 jl 含む。 底部 1／．2 ⅣIX ：1 層
台付埜 外　 ナデ 外　 7．m lR 7 1′6 （橙） 完全実測

2日 l刺胱 人l ナデ 句 10 Y R 訂こ∋（にぷい毒褐） 、 2 mm 大砂粒ま才＝こ含む。 胴部 ＝ 2 I lぺ
台付焚 外　 へラナデ 外 1m rR 4 ′12 伸描瀾 ） 細長 fト 棚 f 英粒 予含む。 l中転実測

2 1 弥生

6」1

く2．1ノ1〉

内　 へラミガキ　 赤色塗彩 内 10 Y R ‘1／8 （赤） 細長 n ・細砂粒 子含む。 底部完形 検出
鉢 外　 へラミガキ　 赤色塗彩　 剥落苦しい 外　 2．5 Y R 」J′8 （赤絶”

底　 7．5 Y R 6／6 （鐙）
完全実測

⊥⊥ 舟 t

やニ D．こ1
く2．8〉

句　 へラナ≠（fl川 ） ナデ 内 10 Y R 7′′′3 こぶい尉責） 卿砂粒 ・細長 11‾・ 底部完形 I Iく堀ノノ
外　 ミガキ 外 10 Y R 7 ！4 （にぷい射登） 棚 減 拉 題増 む。緻裾。 完全実測

2こう 人l 杯郎 ミガキ　 赤色塗彩 句　 2．5Y R 」／8 （赤榔 細長ム ・細砂 ・赤色 胴部完存 1 区
脚部へラナデ（柾目 ） ナデ

外　 ミガキ　 赤色塗彩

外　 2．5 ”R 4 ′′′8 （赤褐） 粒 予含む。 Inl転実測

封 指

定

（12 ．2 ）

1．0

内　 へ ラナデ （舶 ‾日　 ナデ

外　 ミガキ

内 1 0Y R 6！：う　 にぷい出鋸

外 1（n ’R 6 ／3 （にぷい毒櫛
細長イーi、細山英粒 子含む。 破片 m 区サブ トレンチ

番′ノ 帥類 長さ（nlnl） 中 （m nl） 厚さ（nlm ） g 備考 LfJ l‾位 m
・1 j 15 ．0 12 ．（） 12 ．0 2 ．8 水軋 m

L
l 層4 こl Jィ f蛎 く1 ．5〉 2 0 1．5 0 ．5 上、1 批　 凝灰ご㌻。 刃部縁辺研軋　 2 体研磨 ・穿 1L。 ハ・r［ 1 屑

4 片肘済 3（）） 2 2． 孔0 6 ．3 蛇紋岩。刃こぼれ　 刃部縁辺研磨、 コ体研胤　 流通品か ・7 ⅣlA 堀嘉

4 く3 1．8 〉 1 ‘3 5 ．2 L 5 誓朋㍑ 。刃諏縁辺押 n二剥離、器体柵 剥凱 u rス末
17 12 4 ．0 16 ．0 ＝ 1．（） 27 3 O 安山口 N o ．
4 8 凹 H 19 8 ．0 15 ‘．0　 1　 10 ．0 19 1（） 溶岩 ＼o J3

C　　7　9　　　7　　　9

P4

D　　　7ハ13

9　7　8　　6　8　7　D’

標高690．121m
（1こ80）

H8土層説明
1　黒褐色土層（10YR〟3）

パミスを少塁含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

パミス、ロームを含む。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多く含む。（周漉）
4．黒褐色土屑（7．5YR3／2）

焼土ブロックを含む。
5．黒褐色士屑（10YR2／2）

（柱痕）

堀方（南より）

＼＼∈＝」一／1

（1ニ4）

6　黒褐色上層（10YRa3）
砂を多く含む。

7．黒褐色1層（10YR2／3）
砂、小石ブロック混在。（貼床）

8．黒褐色土層（10YR2／2）
砂ブロックを含む。

9．黒褐色土層（10YR3／2）
砂、小石を含む。

10．暗褐色土層（10YR3／3）
砂主体。

第8図　H8号住居址

第4表INPX H8号住居址出土遺物一覧表
番号 鑑確 汰lR 成　 形　　　 調　 盤 色 調 胎　 ‾1 確 存 ・備考 田十位‘m
1 須恵㍑

（8．3）

（1．8〉

内　 ロクロナデ 句　 7．5 Y R 5／2 （尿褐） まれ に 1mnl夫の抄私 底部 1．ノ1 2
l

…卜
杯 外　 ロクロナ≠→J舶 陳J転糸切後、外周右［ゼ瓶へラケズり 外 1 0Y rR 6！1 （褐灰） 細長千ト 租腑1°英含む。 l中陪実測

火だす き有り
番り 種類 良さ（m m） lり（mm） ノリさ（mm） g 備考 田 王位椚
2 軸 8 3．0 4．0 5．0 6．8 鉄製品。 ．．Uユ

Ⅳ区

75　－
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Hl O土層説明
1，黒褐色土層（10YR2／3）

パミスを多く含む。
2．暗褐色土層（10YRj／4）

砂を含む。
3　黒褐色土層（10YR2／3）

パミスを微量に含む。
4．暗褐色土層（10YR〕／4）

砂ローム混入。（壁崩壊層）
5，暗褐色上層（10YR3！3）

パミスを微量に含む。
6　褐色土層（10YR4／6）

焼土を含む。（カマド崩壊層）
7．暗褐色土層（10YRj〟）

砂、炭化物、焼土を多量に含む。（カマト崩壊層）
8．にぷい赤褐色土層（5YR4！4）

焼士っ
9．暗褐色上層（75YR3／3）

粘土。（カマド構築土）
10．暗褐色土層（5YR∃／2）

焼土ブロック、粘土を含む。

11．黒褐色土層（7．5YR3／2）
（カマド堀方）

】2，黒褐色上層（10YR2／3）
（柱痕）

13．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。

14．黒褐色土層（10YR2／〕）
砂小ブロック、小石を含む。（貼床）

15，暗褐色土層（10YR3／3）
砂主体。

16．黒褐色土層（10YR2／3）
（床下ピット）

第9図　Hl0号住居址
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第5表INPX Hl0号住居址出土遺物一覧表

、可’冒　　　櫨、

l　熟
、Jタ

針十　ィ．∵嶺

、、

．、・．

堀方（南より）

‘u‾rtlふ

酎J‾ 2旨種 十十∵ 成　形 ・ 調　整 色調 胎・ト　　　　　　　　 残〝・備考 山上侶
1 （17．0）句　ロクロナデ 句　51▼51′1 （灰） 細長有‘・紬r凍穐r・含む。 1康5！12　卜施良雄

．”＿l
llぺ1層有台杯 （12．6）

（：弓．・4）

外　 ロクロナデ→底部回転へラケズり→高台 外　51’5／1 （灰） 重ね焼痕　外血Il緑

自然紬付着
2 須恵器 （178）山　口クロナデ 「人i 2．51F4！l （葦尿） ま才＝二3mnl人赤色粕／・、 J緑1ノ′6 I区　 層

荷台杯 （13．0）

3．6

外　ロクロナデ→底部回転へラケズリー・高台 外　2．51▼5／2　0蛸灰搬） 細〃英・細長〃粒子含む。 阿転実測

：3 上師器 （15．（））人］ナヂ　日録ヨコナデ 大」7．m ’Rノ1／ノ1 （褐） 紬長石・細ん奥粒r含む。 日録5／．12 Ⅳ区
杯 （106）

5．4

外 I悔淵ト休部ナデー璃河津・特へラケズり 外　5YR．1パ （にぷい′赤潮） 回転実測

混人品
4 上帥器

・′・‘杯 11′1

両　 杯

馳

へラミガキ（暗文‘り　脚部へラケズり　ナデ

rヨコナー

内　f

研

2．5YR（う′ノ6（明貯齢

ニ1’Rリノ目深満目

細長イト知れ英粒子含む。 底部完形　完全実測 日ズ1層

rr．I
〈6．5〉 外　 へ

フー
ラケズり→ナチ　 裾郡ヨコナデ 外　2

うD　　＿J　　　 J
▼R（i′鳩（紹）

I112（r
混入ぷ

埴沖剛と指笛mLもlIM

H 1りⅢlズリ層
5 上仙北 （21湖 ［句　ナデ 内　7 YR7′ノ4 （にぷい橙） 細長ハ・縮佑‘英粒「含む。 日録 ノ：j Ilメ：トレンチ

粟
く6．2〉

外　 目線ヨコナ丁→体郡へラケズり 外　51rR7／4 （楕） ［nl転塞測 Ⅲは1層

6 l師器

埜
（2ご用）内　ナデ 内　 5YR6！8 日登） 細に1 ・細　凍粒子含む。 口綾1′J3 n・rは

凪の

外　 目線ヨコナチ一一休部へラケズり 外　51’R6／‘8 （橙） l小紋実測

J 岬 器

史

（25．5）内　 日縁ヨコナデ 内　7．5YR6／4 二ぷい橙） まれに1～2mnl大赤色純予、 lI緑】／．2（〕 田［ズ1層

〈ム1．6〉
外 Il紘ヨコナチ→胴部へラナスり 外　7．5YR6J′4 （にぷい楕） 細長ハ∴維け凍含む。 いl胤ノ奉

丸胴惑
測

番号 種類 長さ（mnl） り川tm） l　 厚さ（nlnl） l　　 g 備考 山十位．J′
11 撚切小器 39．5 rHJl　 ［　　 9．3　　 1　　 24．9 頁片。刃部楢方向磨耗痕、描体1こ辺Fiり細目二 ll

第6表INPX H38号住居址出土遺物一覧表
番り 繭 法 ；J上 成　 形　　 J周　 駕盤 色 調 胎 1　　　　　　　　 残存 ・（脳考 L寸日r位箔‾
1 三助餌旨

く9．0）

人1 ロウU ナデ 向 10Y R 7／1（）天日 ） 細石英 ・細長〃粒 子rTむ。 射場完彬 L
N o．1

題 外　 ロクロナデ　 へラ描、目 線文櫛描波状文 外 1〔ⅣR5／1（即射

断 1（n rR 7／．1日火l」）

1nlm 大砂軋　 7 ・10mm 大小1「

含む。
完全実測

2 上二帥器

栗

（21．8） 内　 日枝ヨコナデ　 へラナデ 両　 2．5YrR 5！．4（にぷい赤褐） （1．5ninl太織石英搬 ト 細 長1r 仕緑～休部 1／3 Ⅲ区 2 層

（18．1）
外　 日縁ヨコナ丁　 へラケズり 外　 51rR 6！2（灰褐 ） 粒子含む。 【l帖 実測 トレンチ

I lズ
：j 柚墜

11く

（18．6） 両　 日綾部 ミガキ　 胴部へラナヂ　 ナ手 内　 7．51°R7／′1（にぷい穏 ） 紺石英 ・細長イr粒 「含む。 I

l

縁 】！Ll Ⅳl｛4 層

胤8）

外＋ ＝緑部 ミガヰ　 胴 音l；へラケズ リ→ミカキ 外 lOY R 7／4（にぷい蔚楕 ） 転ノ長潮

1 l ㍑

11．8

（7．3〉

人］ ヘラケズり→ナデ 内　 7．51’R 6／4（にぷい楕） 紺石英 ・細長（粒 子、1nlm 大 郎2！3 i I十
外　 ミガキ　 底部へラケズり 外　 7．5T R 軋ノ（う（橙 ） 砂粒含む。 完全実測

1潮澗

（20．の

句　 へラナデ 人］ 5YR 6 J′6（楕 ） 0．5mm 大石英 ・長で了粒 ！・、 部完彬 N U．2
焚 外　 へラケズり 外　 2．5Y R 5．／4（にぷい赤褐 ） 1へ ：im 大 1cm 人小†J含む。 完 全実測

（1 弥：主 （22．0） 内　 へラナテ（柾目）－Ⅰミガキ 両　 51rR 4／2日天褐 ） 組長7J・欄ん英粒 予含む。 し晩＝ ／Zl Illぺ2 斤・1
整

〈9．7ニ・

外　 し［緑ヨコナデ　 へラナテ（姐 日　 へラ描羽 天文（群い 外　 517R 4！2（灰褐 ） 仲駄実測

1 弥′l二

5．7

く2．8）

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10R 41′6（赤 ） 細石英 ・純良1f粒子含む。 氏部完形 検出
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部ミガキ　 ム面剥落 外 10R 5／6（赤 ）

底　 5Y R6／6（楕 ）

完全実測

8 弥生

（6．4）

く2．7）

内　 ミガキ　 赤色塗彩 勺　 2．5Y R 5／6（明赤褐 ） 細11英 ・緋長7丁粒 子含む。 底部 1／：3 H 区 2 層
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部ミガキ 外　 2．5YR 5／8（明赤勧 ） lnlm 大砂粒含む。 ［中私実測

9 弥′j三 4．4 人】 ミガキ 人1 7．5YR 訂2（灰褐 ） 細石英 ・細長f 粒 f・含む。 喪転用 l二板 n 医2 層
l働 4．9

日．5

外　 へラケズり→ミガキ 外　 7．51’R 6／4（にぷい榎 ）

12 弥生

粟

（1乙2） 内　 ミガキ ［人1 7．5YR 5′ノ1（褐灰 ） 2nlm 以下の長石 ・珊石英粍了・ 目線 2／11 H 区2 層

（4．7〉

外＋ ‖唇郎経文＋ ＝縁部蘭描波状 文

頭摘 掛措簾状文（5 本 1軋 1連正）胴部櫛描波状文

外　 5Y R7！4（にぷい桔） 含む。

】こう 弥′し

ろか

（9．5） 内　 ミガキ

J　　　－，1　　　‾　　　一ノ

内　 7．5YR 71′4（にぶしけ窪） 細 瑛 ・細長れ粘 「含む。 日録 1／5 Ⅲ区トレンチ

製
（5．：う〉

外　 目線ヨコナァ→胴部へフナ丁

胴部＋師描斜走 丈

外　 7．DI R 8′J引接儲魔 ）

14 弥′1三

粟

（13．8） 内　 ミガキ 内 1（）YrR 7．／3（にぷい酎 登） 1㈹ 以下の褐色柁 上　 上狛 日録 1／4 検出

く3，の
外　 ミガキ　 ロ唇部　 刻み目 外　 2．5Y R 7／（う（橙 ） ・細f碩 粒子含む。

蘇り・ 種類 長さ（mm） 中 軸1m） I　 厚さ（mm） l　　 g 備考 山上位置
」0 磨餌 潮用 品 20．0 lzm　　 1　　 1．5　　 1　　 0．5 緑色片乱　 射 ［i縁辺研敵　 器体研 軋 1卜

ー　77
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H38上層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

パミス、小石を多く含む。
2．暗褐色土層（10YR〕／3）

パミス、砂を含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

パミスを少量含む。

4．暗褐色土層（10YR3／4）
砂ブロックが混入。

5　暗褐色上層（10YR3／3）
砂ブロックを含む。（周溝）

6．黒褐色1ニ層（10YR2／3）
廃土、粘土ブロックを含む、（カマト崩壊層）

7　褐色1滴（75YR4／6）
暁上。

8．黒褐色土層（10YR2／2）
粘土ブロックを含み、粘性、締まりあり。
（カマド構築士）

9．栂色上層（10YR4／4）
炭化物粒子を含む。粘性あり。（カマド堀ノブ）

】0．黒褐色土層（10YR2！3）
灰を多く含み、焼土炭化物粒子を含む。
（カマド堀方）

11．暗褐色土屑（10YRj／4）
砂を多く含む。（カマド堀方）

12．暗褐色士層（10YR3／4）
煉土、炭化物粒子を含むっ（カマト堀方）

0　　（1こ4）　　　10C〔1

横面689．453m
（1．80）　　　2m

13　黒褐色上層（10YR2／2）
砂ブロックを多く含むっ（柱痕）

14．時褐色上層（10YR3！4）
砂が多蚊に混入。

15，黒褐色上層（10YR2／3）
砂が多見に混入。（P5）

16．黒褐色土層（10YR2／3）
砂を微立に含む。

17．暗褐色土屑（10YR3！3）
砂ブロックを含む。

18．黒褐色土層（10YR2／3）
パミス、砂を少赴含む，J（貼床）

19　褐色上層（10YR4／4）
砂が多量に混入。（ピット堀方）

20．黒観色上層（7．5YR3／1）
粘土。

21暗褐色土層（10YR〕／4）
やや砂肇。
（P7、P8、12号住ピットか？）

第10図　H38号住居址（1）
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第11図　H38号住居址（2）

・・7、㌦立∵
餓醤

0　　（1ニ4）

ml菰Ocm

1．奈良　H2・H3・H7・H8・HlO・H38・H53・H54・H61・H63・H65・H68・H72・H74・H76・H78
・H85・H9l・H98・Hl（X巨　Hl02

奈良時代の竪穴住居址は21棟を数える。H68は1の須恵器坪から奈良にしたが、臼玉・長胴褒からは古墳時代の可

能性もある。遺物の多い住居址を2003．森泉かよ子『西一本柳遺跡Ⅷ』佐久市埋蔵文化財調査報告書第109集の分類に

したがい4分類してみる。

1．H3・H38・H53・H61・H74　土師器嚢が武蔵喪で口線が「く」字形を呈し、強く外反または外傾。土師器

杯に畿内系暗文が施される。須恵器杯は回転へラ切り離し、須恵器有台坪を伴う。

2．H7・HlO・H65・H72　　土師器寮の武蔵賓口縁の外傾度がわずかに弱まる。須恵語杯類にシャープさがない。

3．H斑・H63・H76・H85　　土師器喪の武蔵壌口緑の外傾度がさらに弱まる。土師器杯は黒色処理される。須恵

器に回転糸切り離しが加わる。

4．H2・H78・H98・HlOO　　土師器寮にやや「コ」字形を呈すものが含まれる。土師器杯は平底で、内面黒色
処理される。須恵器坪は底部回転糸切りが主体となる。
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H53土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

パミス、砂を含む。
2．黒褐色土層（10YRが3）

パミス、焼土ブロックを多塾に含む。
3．黒褐色土層（10YR訂2）

焼士、炭化物粒子を含む。粘性あり。
4．赤褐色土層（5YR4／8）

焼土、灰を含む。粘性をあり。
5．暗褐色土層（10YRj／3）

煉土ブロックを多く含む。（カマト堀方）
6．黒色土層（10YRか1）

炊、炭化物粒子を含む。（カマト堀方）
7．黒褐色土層（10YRか3）

粘土。（カマド構築土）
8　黒褐色土層（10YR2／3）

パミスを含む。締まりあり。（上面貼床）
9．黒褐色上層（10YR封2）

パミス、砂を微量に含む。締まりあり。
10．褐色土屑（75YR4／6）

焼士。（床下カマド）

11．煎褐色土屑
焼土プロツ
（床下カマ

12．暗褐色t層
焼土プロツ

13，黒褐色土層

（10YR2／2）
ク、炭化物粒子を少し含む。

ド）

（10YR3／3）

クが多量に混入。（床下カマド）

（10YR2／2）

焼土ブロック、パミス、砂が多く混入。
（床下カマド）

14　黒褐色土層（10YRa3）
砂を少量含む。（床下住居柱痕）

15．暗褐色土層（10YRj仙）
砂を多く含む。よく締まる。（卜’面貼床）

16，黒褐色土層（10YR2！3）
砂、焼土を少量含む。（下面貼床）

17．褐色土層（10YR4／4）
焼土を含む。粘性、締まりあり。（3面貼床）

18　暗褐色土層（10YR3／4）
砂が多量に混入。（床下ピット）

0　　（1ニ4）　　　10cm

第12図　H53号住居址（1）
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13

0　　（1こ4）　　　10cr【

蘇り器種 法最 成　形・調　づ；整 色調 胎　L 残存・備考 山1‾付帯
1 須恵器（12．4）句　ロクロナデ 内　2．5Y5／1（萬灰） 細f英・細良fi拍子多く含む。底部1！2 T2

杯 （66）

4．1

外　ロクロナデー→底細nl転へラキり 外　2．5Yr6／1（黄灰） 回転実測 1は

2 須恵器（12．1）勺　ロケロナデ 刃　2．51’（う／1（鼓吹） 紺石英・細長湖上　～用m大底部1／6 l区1IM
高杯 （10．0）

〈4．6〉

外　ロクロナチ→底部回転へうキり 外　2，5Y6／1（爵灰） 砂粒含む。 トl転実測

ごj 須恵岩芹15．7内　ロクロナデ 向　7．51’R6／・4（楕） 細石英・細長fl粒千、、5mm1人底部完存 カマド
有台杯 10．4

3．9

外　ロクロナデー鳩部［nl転へラケズリー－rl‘占台 外　2．5Y6／1（掛灰） 白色粒子含む。 完全尖測 Nu．1

・′1 須虚器（16．6）内　ロクロナデ 句101’R7！2（にぷい楕）細fi英・細長11粒予、まれに 底部1！2 堀方
有台杯（12．0）

（4．0）

外　ロケロナデ→底部舟nl転へラケズリ→高台 外10YR7／1日火白） ～11ら1m人砂粒含む。 l妙転実測

みこみ離磨耗

検出

D 上師紹（11．2）内　へラナデ　日録ヨコナデ 内　7．5YrR4／3（枢色） 細石英・細長n粒子、～1mm大日録1／5 カマド堀方
′冊磯

（3．6〉

外　‖緑ヨコナ丁　休部へラケスリ 外　7．51rR4／2（灰褐） 砂粒含む。 1ヮl転実測

（i 日商器

5．1

く9．2）

勺　へラナチ 内10YrR4／6（褐） 細山英・細長石粒十、、1mm人底部3／4 堀方
粟 外　へラケズjJ 外　5YR3／ニi（暗赤褐） 砂粕含む。 完全実測

7 上師怨（24．0）内　へラナデ　目線ヨコナデ 内　7．5YR5／3（にぷい褐）細石英・組長石棺仁　～lmnl大目線1／4 II4：う検出
喪

く13．2〉
外　日録ココナテ　休部へラケスリ 外　7．5Ⅵ紬／こう（にぷい褐）砂勒含む。 回転実測 検什主力マド

目玉1層
8 上師器（23．6）内　へラナデ　日緑ヨコナデ 向　2．5YR4／4（にぷい赤褐）細石英・細長石粒子含む。 日緑1／5 カマド

蟄

く8．7〉

外「1線ヨコナ丁　体都へラケスり 外　5Ⅵ持／6（明赤褐） 回転実削 検出

9 須恵器（23．2）内　あて具痕　ナテ　　ロ絨ヨコナデ 内　2．5Y5／2（暗灰此） 細石英・細長石粒子、1～2nlnl大目線1／8 Ilズ1層

懇
（19．6）

外　休部タタキメ　ナテ　目線ヨコナデ 外　2．51′5／1（責I火） 砂粒含む。 国転実測

10 須恵器（16．6）内　ナデ　日録ヨコナチ 内　N：3ノ′（暗灰） 細石英・細昆石粒f、～3mm大Ll縁1／8 カマド
褒

〈10，0〉
外　休部タタキメ　ナ丁　目緑ヨコナテ 外　N3／‘（暗灰）

断　5YR4／2（灰褐）

砂粒含む。 回転実測

番号種類良さ（mm）巾（nlm）l　厚さ（nlm）［　　g 備　　　　　　　　　　 考 出t付置
16 鉄鉱 30．5 29．O　　l　　3．0　　1　　2．7 鉄製品。軸欠損 No．2

第8表INPX H54号住居址出土遺物一覧表
番号 器種 法貨 成　 形 ・ 調　 整 色 調　　　 1　　　 胎　 上　　　　　　　 残存 ・備考 出 1‾‘位置
】 須恵器 （16．0） 内　 ロクロナデ 内　 5Y 4／1（尿 ） 細石英 ・細長石粒子含む。 ＝緑 1／8 l

l 屑
蓋

〈2．1）
外　 ロクロナ丁 外　 7．5Y4／1（灰 ） 回転実測

2 須恵揖

（9．6）

く2．7〉

句　 ロクロナデ 内　 51’3／1（オ リーブ黒 ） 0．5mnl太良石地 予多く、細石典 底部 】／5 ＝互 1層
杯 外　 ロクロナデ→底部回転へラ切り 外　 2．51’4／2（暗灰鵡 ） 粒子含む。 In艦 実測

：う ＝姉器

（

〈

6）

7〉

句　 へラナデ 内　 5YR 3／2（暗赤褐 ） 細石英 ・細長百粒子、1mm 大 底部 3／8 I区 1層
盤 外　 へラケズり 外　 5YR 5／：l（にぷい赤褐 ） 砂粒含む。 ld 転実測

ノ1 L帥器

悪 6
（2

0

7）

内　 へ ラナデ 大1 7．51 rR 6／4（にぷい橙 ） 細山英 ・紐長石粒子、1 ～2加1人 底部完存 n 区堀方
外　 へ ラケズり 外　 7．5Y R 7／4（にぷい楕 ） 砂粒含む。 完全実測

5 L帥露

5．0

（3 9〉

内　 へラナデ 勺　 7．5Y R 3／1（異褐） 鯛石英 ・細長着磯 子、～ 1mm 大 底部3／4 Ⅲ区 2 層
無 外　 へラナデ 外　 7．5Y R 6／6（橙 ） 砂粒含む。 回転実測

6 土師謂 （25．1） 内　 へラナデ　 目線ヨコナデ 内　 75 Y R 3／1（黒褐 ） 繍石英 ・細長石粒子、～ 1nlm 大 日録 1／6 Ⅲ区 1 閻
栗

く10．8）
外　 目線 ヨコナァ　 休部へラケズリ 外　 7．5YR 6／6（橙） 砂粒含む。 lR雁談判

番号 種類 長さ（mnl） 巾 （mnl） l　 厚さ（mnり　 I　　 g 備　　　　　　　　　　 考 出上位ロ
7 扁、拙 ‘刃石斧 （63．0〉 （31．0〉　 1　 12．0　　 1　　 28．0 蛇文岩。刃部刃こぼれ ・研磨、器体埴朋 加上。 Ⅳ区 1 層

第9表INPX H61号住居址出土遣物一覧表
番胃 器種 法景 成　 形　　　 調　 整 色 調 胎 」 残存 ・備考 Ⅲ 1°位置
1 士師器 】0．6 内　 ヨコナデ 句　 517R 6／6（橙 ） 欄石英 ・細艮石粒 子、0．5mm 大 完形

l
N o．1

杯 11．0

3．3

外　 底部手持へラケズり→日縁ナデ 外　 5Y R 6／8（愕 ） 砂粒 含む。 完全実測

∵ ‖姉器

6．6

く5．2〉

句　 ナデ 内　 7．5Y R 7／4（にぷい榎 ） 0．5mm 大石英、1m m 大長1滴 「 底部 7／8 周辺
喪 外　 へラケズリ 外　 川Y R 7／3（にぷい鎗楕 ） 含む。 完全実測

3 土師器 （18．4） 内　 ナデ　 ミガキ 内　 2．5Y R 4／6り 褐 ） 細石英 ・細良石棺 予、 ごく 目線3／16 Ⅲ区
鉢

（5の
外　 へラケスり　 ミ1Jキ 外　 2．5Y R 4／6（赤褐 ） まれに 2m m天赤色粒子含む。 回転実測 H 6 0

ー　81－



H54土層説明
1．暗褐色土層（10YR3ノ3）

砂、小礫を多く含む。
2．黒褐色上層（10YR3〃）

砂、小礫を含む。
3．褐色土屑（10YR4！4）

砂、小磯を多量に含む。
4．にぷい黄褐色土屑（川YR4／3）

焼土粒子、粘土粒子を多く含む
5．褐色上層（10YR4／6）

砂、小礫を極めて多姐二含む。
6．暗褐色士層（10YR3ノ3）

砂を多貴に含む。（堀方）

完掘（南より）

l一ヂ≒ニヰ二ニラヽ］

第14図　H54号住居址

H61（WH6）十層説明
1．暗褐色上層（10YR3／3）

砂を多く含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂少量、炭化物を含む。
3．暗褐色士層（tOYR3／3）

砂を多く含む。（周溝）
4．時赤褐色土層（5YRj／4）

焼土。
5．暗褐色土層（10YRヨ／3）

焼士、炭化物を含む。（カマド堀方）
P1　　　　　　　6．黒褐色土層（10YR2／〕）

焼土、粘土粒子を多く含む。（カマド堀方）
7．黒褐色上層（】OYR2／2）

砂を含む。（柱痕）
8．褐色土層（tOYR4／4）

砂多く、締まりなし。（柱痕）

9．褐色土層（10YR4／6）
砂主体。

10．暗褐色土層（10YR3／4）
砂を含み、締まり強い。（貼床）

第15図　H61号住居祉
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カマド（南より）

H63（WHg）土層説明
1　暗褐色土層（10YR〕／3）

砂、炭化物粒子を含む。
2．灰黄褐色土層（IOYR4／2）

粘土、灰を多く含む。
：1．暗絡色士層（10YR3ノ3）

粘」∴　灰を多く含む。
4．暗赤褐色土屑（25YR3／6）

焼土。
5　暗褐色土屑（10YR3／3）

砂、焼土粒子を含む。（カマト堀方）

l／

6．にぷい黄褐色1潤（10YR4ノ3）
砂を多く含む。（カマト堀方）

7．黒褐色L層（10YR2／3）
砂を含む。（カマド堀方）

8．暗赤褐色土層（10YR2／〕）
砂少址、焼上、炭化物粒丁を含む。（貼床）

9．褐色土層（10YR4／4）
砂主体。暗褐色土を含む。第16図　H63号住居址

第10表INPX H63号住居址出し遺物一覧表
溶け 帯相 はし 成　 形　　　 訂l 整 ．．． 吾 1 蠣〟・17品務 lLH」立田
1 須恵器 12．4 勺　ロクロナテ 勺 1〔汀5／1日天） 剥 l‘英・細 イ蘭F T 2nlm大

む。

1線：う！こ1 ＼0Jj
杯 7．1

3．2
外　 ロクロナデ→底淵州転へラ切り　ナデ 外 1（）Y 5日（尿） 砂粒まれにr 完全′天測

2 須恵器 13．3 大J ロクロナテ 内 1UY 5！1（J火） 細石葵・細長H 腑r、1・2mnl人 口縁3！4 Nu．1
杯 Lヰ

3．9

外　 ロタロナデー・武郎卜l戦へラ切り　ナデ 外 101’5！】（灰） 砂也まれに含む。 完全実測

：う 須恵2旨 （H用）内　 ロウロナデ 内　 日）Y R7／′2（にぷい蓑楕） 細 英・細長イ粘仁　ト2nml大 酎机／4
杯 （6．4）

14．1

外　 ロタロナデ→底郁回転糸切り 外 10Y R71′2（にぷい黄楕） 砂粒まれに含む。 ［試転割り

火だすき外
l

（9．2）

く2．1）

入l ロケロナテ 内　51’5／1（灰） 細石頂・細上之石航r l・2mRl人 成諒1′′2 I区堀ノ1
存台杯 外　 ロクロナデーー高台 外　51′r5／＝灰） 砂粒ま抽こ含む。 回転実測

5 ‖締器 14．2 勺　ナテ　暗文 内　5YR 7！4（にぷい楕） 0．5m 大石英・長打精子、1mm大 目線3／ヱ1 ∵0．2
杯 13．4

5．3
外　底部　特へラケズり・・。仕緑ヨコナデ 外　5YR 6！4日こぷい楕） 砂地含む。 完全東測

6 日用㍑

（4．6）
〈9．2〉

句　へラナデ 句　2．5Y R6／6（橙） 棚　減 ・細長石板千首む。 底ポ1／3 カマド
壊 外　へラケズリ 外　2．51Flく5／4（にぷい赤組） l叶軋美洲

J 上師器
栗

（13．8）［人j ll緑ヨコナチ　 休部へラナデ 句　2．51rR2ノ′2（悔暗赤掲） 細石英・細長石髄イ・苗む。 11縁り4

（7，9）
外　日録ヨコナ丁　 休部へフケズリ 外　 2，DY R5ノ′4（にぷい赤縄） 回転′夫測

8 土師器
褒

（20．0）旬　日縁ヨコナテ 句　2．5Y R5／Ⅵ（明赤褐） 細7了英・細長石粒子笛む。 目線1／12

〈5．4〉
外 ［」緑ヨコナァ　休部へフナスり 外　 2．5Y R6／4（にぷい楕） 回転実測

第13表INPX H72号住居址出土遣物一覧表
爵 ＝・ ． は ；tと

． ．．・ 胎　 」・ 殆存 ・備考 田上位椚
1 須止瀾 13．6 人】 ロクロナテ 内　 5Yr7．／1（灰白 ） 納石英 ・細長イr粍 r、1 、 2nlm 大 2／3 Nu．1

杯 9．7
4．0

外　 ロクロナデ　 底部回転へラ切り 外　 5Y 7．／1（灰白 ） 砂粒含む。 完全実測

2 須恵器 （15．0） 内　 ロクロナデ 内　 5Y 6！‖灰 ） 細石葵、0．5mnl大長石粒 予含む。 1／6 カマド
杯 （8．（”

（3．1）
外　 ロクロナデ底部Ipl転へラ切り　 底部へラ記号あり 外　 5176！1（灰 ） 回転実測

：j 1湖暦 （12．6） 句　 ミガキ　 黒色処理 内 10YR L 7／1（果 ） 細石英 ・細長石粒子含む。 1／6
杯 賂6）

（4．8）
外　 ロク日ナデ　 底部へラケズリ 外　 7．5Y R 6／6（橙 ） l可転実測

‘′1 上師器 13．6 句　 ミガキ　 赤色塗彩 句 10R 4／4（赤褐 ） 拗石英 ・細長石粒子詰む。 目線 1
杯

（3．5〉
外　 ミガキ　 赤色塗彩 外　 7．5R 4／6（赤 ） 回転実

J 須恵器

0 3．5）

勺　 アテグコン一一ナテ 勺　 51rR 5／2（灰オリーブ ） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部 1／
焚 外　 平行 タタキメ 外　 N l．5／（黒） まれに 1mm 大砂粒含む。 由転実摂
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0　　（1こ4）　　　10cm

H65（WHll）土眉説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）
2．黒褐色上層（10YR2／2）

砂を少量含む。
3．黒褐色土層（10YR2／3）

2層より砂少ない。
4．暗褐色上層（10YR3／4）

砂を含む。
5．褐色土層（10YR4／4）

砂、焼士粒子を多く含む。
6．暗褐色土層（10YR3！4）

砂を多く含む。
7．暗褐色士層（10YR〕／3）

砂、炭化物、煉土粒子を含む。
8．黒褐色土層（10YR2！3）

砂、炭化物、焼土粒子、粘土を含む。
9．時赤褐色土層（5YRj／4）

焼土を多量に含む。
10．黒褐色±層（10YRa3）

砂少畳、粘土を含む。
煙道は焼ける。（カマド堀方）

Il　暗褐色土層（10YR3／4）
砂主体。

12．暗褐色土層（10YR3／3）
焼土、尉ヒ物を含む。

13．灰黄褐色土層（10YR4／2）
粘土。（カマド構築土）

14．暗褐色土層（10YR3！3）
焼士、炭化物粒子を含む。

15．褐色土層（10YR4／6）
（柱痕）

16．責褐色土層（10YR5／6）
砂主体

第17図　H65号住居址

第11表INPX H65号住居址出土遺物一覧表
番号 器桓 法景 成　 形 ・ 調　 整 色 調 船　 上 残存 ・備考 出上位置

1 上畢器 21．7 内　 ‖緑 ヨコナデ　 へラナデ 内　 5YR 6／8（橙） 紺石英 ・細長石粒子、1mm 大

j、、1A

l」緑～体那下半 カマ ド周辺

染
（32．0〉

外　 口線 ココナァ　 ヘフケスり 外　 2．DY R 6／4（にヵ、い楕 ） 砂粒ヨむ。 3／4

完全実測
2 十師器 （20．6） 内　 口級ヨコナデ　 へラナデ 内　 7．5Y R 6／4（にぷい橙 ） 細石英 ・紺長石粒子、1 ・2mm 人 l憾 1！4

無

く5．6）

外　 □綾ヨコナ丁 外　 7．5Y R 6／4（にぷい橙 ） 赤色 ・白色砂粒 子d む。 回転実測

3 土師器

5．4

く10．2〉

内　 へラナデ 内　 7．5Y R6／3（にぷい褐 ） 細石英 ・細長石也十、3mm 大 底離完存 カマ ド周辺

褒 外　 へラケズリ　 底部へラナデ 外　 7．5Y R6／4（にぷい橙 ） ′j、石含む。 完全実測

4 十師露 16．0 内　 へラナデ　 ロ緑 ヨコナチ

l

内　 7，5Y R6／4（にぷい橙 ） 細石英 ・細長石粒子、3 ・7mm 人

L　．会

ほぼ完形 完全実測 N o．1

顧
11．7

外　 □緑ヨコナ丁　 へフケス 」 底那　 穿孔4 ケ 外　 7．DY R7／4（にぷ い橙 ） 赤色粒 子d む。 ロ緑 1／3 欠損

焼成前穿1L
番号 種類 良さ（mm） 巾（mm） 厚さ（mm） g 備考 出土位置

5 ′倒主状片刃石斧 24．0 12．0 ＆0 4．7 蛇紋岩。完形。刃部縦方向線状痕、器体加工研磨、流通晶か ？ 堀方

第12表INPX H68引主居址出土遺物一覧表
番冒－ 器種 法量 成　 形 ・ 調　 整 色 調 胎　 上 残存 ・備考 出上位置

1 須薗器 （19．4） 内　 ロクロナデ 内　 7．5Y R 5／1（褐灰 ） 細石英 ・細長石純子含む。 H 欒 1！6 1ニ層

有台杯
〈3．2〉

外　 ロクロナ丁 外　 7．DY R 5／1（褐灰 ） 回転実測

2 上師器 （226） 内　 口緑ヨコナデ　 ナデ 内　 5Y R 6／4（にぷ Ll橙 ） 細石英 ・細長石粒 「含む。 ロ縁 1！8 下層

婆

〈6．4〉

外 11緑ヨコナ丁　 休部へラケスリ 外　 DY R 6／4（にぷい橙 ） 1mnl大砂粒含む。 l司転実測

3 弥生

注目上器

内　 ナデ

外　 へラケズリ→ ミガキ

内　 5Y R 6／4（にぷい橙 ）

外　 5YrR 6／4（にぷい楕 ）

細石英 ・細長石粒子含む。 破片実測 L層

番号 種類 良さ（mnl） 巾 （mm） 厚さ（mm） g 備考 出土位遣

4 臼玉 13．5 1 3．0 D．D 1．63 滑石。 床

5 石斧未製品 69．0 5 0．0 2 0．0 88．7 蛇紋岩。刃那縁辺直接加工、器体直接加工。素材亜円礫 下層
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H68（WH14）上層説明
1．黒褐色士層（10YR2／3）

砂、パミス、炭化物を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂多く、炭化物粒子、パミスを含む。
3，暗褐色土層（IOYR3価

砂質。（貼床）
4　暗褐色t屑（】OYR3／3）

砂が多い。

00詔，
0　　（1こ4）　　　10cnl

第18図　H68号住居址

PI

H72（WH18）l＿屑説明
1　暗褐色上層（10YRj／3）

砂、小石、炭化物粒子を少し含む。
2　黒褐色士層（lOYR2／3）

砂、小石、炭化物粒子を少し含む。
3．暗赤褐色上層（5YR3／2）

粘土。（崩壊層）
4　侮暗赤褐色上層（5YR2／3）

粘土、灰を多く含む。
5．赤褐色上層は5YR4／8）

焼土。
6．極暗赤褐色上層（5YR2／3）

粘土を含み、焼ける。
7．暗褐色上層（75YR3／4）

粘1∴　煉土、砂混在。．
8　にぷい黄褐色上層（10YR4／3）

砂を多く含む。
9．黒褐色上層（iOYR2／3）

粘L
l0　黒褐色上層（】OYR2／2）

粘上、焼土粒子むかれ
日．にぷい黄褐色日管（10YR4／5）

砂を多く、上面締まる。（貼床）

‾‾∴「＝7

上から完掘カマド

（西より・南より）

「、

・．・．

trl

第19図　H72号住居址
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P2

⊆

去妄執玄
P7　　　　　　　　　　　　P8

H74（WH20）上層説明
1．黒褐色土眉（10YR2／3）

砂、パミスを少丑含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

臥　パミス、炭化物を含む。
3．黒褐色土層（10YR2／3）

砂、パミス、尉化物を含む。，

標高689．80m
O　　　（1こ80）　　　　2m

4．暗褐色土層（10YR3／4）
砂多く、炭化物を含む。

5．黒褐色亡層（10YR2／3）
砂を少拉含む。

6．黒褐色土届（10YR3／2）
砂を少垣含む。

7．にふい黄褐色士層（10YR4／3）
砂主体。

8．赤灰色上層　は5YR4／1）
粘土多色、焼土粒子を含む。

9．黒褐色土屑（7．5YR3／2）
粘土多盛、焼土粒子を含む。

10，赤褐色土層（2．5YR4！8）
焼土。

11，褐色土層（10YR4！4）
砂、多丑に含む。

12　極暗赤褐色土層（5YR2ノ3）
粘土。（カマド）

13．にぷい赤褐色士屑（5YR5／4）
粘上粒子を含む。

14　暗褐色土層（10YR3／4）
砂を多く含む。（柱痕）

15．暗褐色土層（10YR3／4）
砂、パミス、暗褐色土混在土層ユ（貼床）

16．暗褐色土層（10YR3／3）
砂、パミスを含む。

17．褐色土屑（10YR4！4）
砂を多く含む。

第20図　H74号住居址
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第14表INPX H74号住居址出土遣物一覧表
番号 器種 法量 成　 形 ・　調　 整 胎　 土 残存・備考 出土位置

1 土師器 12．8 句　 ナデ　 暗文（畿内系） 句　 51TR 6／6（橙） 細石英・細長石粒子含む。 目線2／3 Ⅳ区
杯 8．0

′1．3

外　 手持へラケズリ→ミガキ 外　 5Y R 6／4（にぷい橙） 緻軋 完全実測

2 土師器 （12．0）

く5．3〉

内　 へラナデ 勾　 5Y R 5／3（にぷい赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 目線 1／2 Ⅲ区
婆 外　 目線ヨコナデ→休部へラケズリ 外　 5 1rR 6／4（にぷい橙） 回転実測

3 土師器 （13．2） 内　 ヨコナデ　 ナデ 内　 7．51rR 7／3（にぷい橙） 細石英・細長石粒子含む。 目線 1／5

婆
賂 1〉

外　 目線ヨコナテ→休部へラケズリ 外　 7．517R 6／4（にぷい橙） 1Illnl大砂粒含む。 回転実測

4 土師器

（11．4）

〈2．9〉

内　 脚部ヨコナデ 句　 2．5YrR 5雄（明赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部3／8 堀方

台付窯 外　 へラケズリ　 裾部ヨコナデ 外　 2．51rR 5／6（明赤褐） 回転実測 カマド

5 土師器

（5．6）

〈2．7〉

内　 へラナデ　 ナデ 内　 2．5Y R 3／2（暗赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／6 カマド
賓 外　 へラケズリ 外　 2．5Y R 3／2（暗赤褐） 回転実測

6 土師器 （24．2）

〈1．8〉

句　 目線ヨコナデ 句 10 Y R 7／4（にぷい黄橙） 細石英・細長石粒子含む。 1線 1／8 H区
賓 外　 目線ヨコナデ 外　 5trR 6／6（橙） 回転実測

7 土師器 （23．1）

く3．8〉

内　 日経ヨコナデ 勺　 5Y R 6／6（橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 日録1／5 Ⅳ区
聾 外　 口緑ヨコナデ→休部へラケズリ 外　 5Y R 7／4（にぷい橙） 回転実測

8 土師器 （28．2） 内　 日録ヨコナデ　 休部へラナデ 内　 5YrR 4／3（にぷい赤褐） 細石英 ・細長石紆子含む。 胴部1／5 Ⅲ区

婆
り8．7〉

外　 目線ヨコナテ→休部へラケズリ 外　 5Y R 5／4（にぷい赤褐） 回転実測 カマド

9 土師器

〈32．0〉

句　 休部へラナデ　 目線ヨコナデ 内 10Y R 6／3（にぷい黄橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 胴部1／3 I区
賓 外　 休部へラケズリ→目線ヨコナデ 外　 7．5Y R 7／2（明褐灰） まれに1nlnl大砂粒含む。 回転実測 カマド

カマド堀方
10 弥生

賓

（10．2）

絶0〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩

外　 口唇部縄文　 口緑部縄文→へラ描波状文

胴部縄文→ 「コ」の字重ね文

内　 7．5Y R 6／4（にぷい橙）

外　 7．5Y R 5／4（にぷい褐）
細石英・細長石粒子含む。 1／4 Ⅳ区

番号 種類 長さ（nlnl） 巾（nlnl） l　 厚さ（nlnl） 1　　 g 備考 出1二位置

14 臼玉 11．0 11．0　 】　 7．5　 】　 1．55 滑石。孔径3．5m 堀方

第22表INPX HlO3号住居址出土遺物一覧表
番号 器種 法量 成　 形 ・ 調　 整 色調 胎　 土 残存・備考 出土位置

1 須恵器

・一Lt一

（17．0） 内　 ロクロナデ

J

内　 N 5／（灰） 細石英、～1nlnl大長石粒子 目線 1／3

蓋
く3．0〉

外　 ロクロナテ→天井部右回転へフケスリ 外　 5 Y R 5／3（にぷい赤褐） 含む。 回転実測

火だすき
2 須恵器

（6．4）

〈0．9〉

内　 ロクロナデ 内　 7．5Y R 5／1（灰） 細石英、～1m 大長石粒子 底部 1／2

杯 外　 ロクロナデ→底部右回転糸切り 外　 7．5Y R 5／2（灰褐） 含む。1nlnl大砂粒含む。 回転実測

3 須恵器 （15．9） 内　 ロクロナデ 内　 5Y 4／1（灰） 細石英、～1mnl大長石粒子 口縁1／4
有台杯 （10．2）

（6．4）

外　 ロクロナデ→高台 外　 2．5 Y 4／1（黄灰） 含む。1Illnl大砂粒含む。 回転実測

4 土師器 （14．6）

嫁4〉

内　 ミガキ　 黒色処理 内 10 Y R l．7／1（黒） 細石英 ・細長石粒子含む。 目線3／8
椀 外　 ロクロナデ→底部へラケズリ→高台 外 10Y R 7／6（明黄褐） 回転実測

高台欠損

「‾○ 土師器

（6．8）

〈1．2〉

勾　 ミガキ　 黒色処理 内 10Y R l．7／1（黒） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／2
杯 外　 ロクロナデ→底部回転糸切り後へラケズリ 外 10Y R 6／3（にぷい黄橙） 回転実測

6 土師器 （20．4）内　 目線ヨコナデ　 休部ナデ

ナ

内　 5Y R 5／2（灰褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 ［二］縁1／5

窯
く5．7〉

外　 目線ヨコナテ　 休部へフケスリ 外　 5Y R 5／3（にぷい赤褐） 回転実測

7 土師器 （13．8）内　 ナデ

、さ

内　 2．5Y R 5／6（にぷい赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 口緑5／12

鷲
〈4．9〉

外　 日録ヨコナテ　 休部へフケスリ 外　 2．5Y R 5／4（にぷい赤褐） 回転実測

8 土師器

（5．1）

く2．4〉

内　 ナデ 内　 5Y R 5／4（にぷい赤褐） 細石英・細長石粒子含む。 底部2／3
婆 外　 へラケズリ 外　 2．5Y R 4／4（にぷい赤褐） 回転実測

9 土師器 （10．2） 内　 ナデ

、ヽ

内　 7．5Y R 6／4（にぷい橙） 細石英・細長石粒子含む。 目線 1／8

窯

く5．8〉

外　 休部へフケスリ 外　 7．5Y R 4／1（褐灰） 回転実測

10 土師器 （10．4） 内　 ミガキ 内 10Y R 7／3（にぷい橙） 細石英・細長石粒子含む。 口線1／12 検出
鉢 （13．6）

（：4．9〉

外　 底部手持へラケズリ→ミガキ 外 10Y R 7／3（にぷい橙） 回転実測

1 1 弥生

（6．2）

く：5．0〉

内　 杯部ナデ　 脚部ミガキ 内　 7．5Y R 6／4（にぷい橙） 細石英・細長石粒子含む。 底部3／8 堀方
台付賓 外　 ナデ→ミガキ 外　 5Y R 6／4（にぷい橙） 回転実測

12 弥生

（7．6）

〈4．6〉

内　 杯部ミガキ　 脚部ミガキ 勾 10 Y R 6／3（にぷい黄橙） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／4 検出
台付窯 外　 杯部ミガキ　 脚部ミガキ 外　 7．5Y R 7／3（にぷい橙） 回転実測

13 弥生 （21．3） 内　 ミガキ 内　 7．5 Y R 6／6（橙） 細石英 ・細長石粒子含む。 口縁1／8 上層
棄

く4．4〉

外　 口緑ヨコナテ（柾目） ナテ

口唇部縄文　 頸部櫛描文？

外 10Y R 7／3（にぷい黄橙） 回転実測

14 弥生 内　 杯部ミガキ　 赤色塗彩　　 脚部ナデ 内　 7．5Y R 4／6（赤） 細石英 ・細長石粒子含む。 頸部完存
台付鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩 脚 10Y R 7／3（にぷい黄橙）

外　 7．5Y R 4／6（赤）
完全実測

15 弥生

（5．2）

く2．3〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 2．5Y R 4／6（赤褐） 細石英 ・細長石粒子含む。 底部1／4 検出
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部ミガキ 外　 2．5Y R 5／6（明赤褐）

底　 5Y R 6／3（にぷい橙）
回転実測

16 弥生

（7．8）

く2．5〉

内　 ミガキ　 赤色塗彩 内　 7．5Y R 4／6（赤） 細石英・細長石粒子含む。 底部1／4 検出
鉢 外　 ミガキ　 赤色塗彩　 底部ナデ 外　 7．5Y R 4／6（赤）

底　 7．5Y R 7／4（にぷい橙）

回転実測

17 弥生 （15．2）内　 ミガキ　 赤色塗彩 内 10R 4／6（赤） 柵石英・細長石粒子含む。 底部1／8

深鉢
く3．8〉

外　 ミカキ　 赤色塗彩 外 10R 4／6（赤） 回転実測

番号 種類 長さ（mnl） 巾（nlm）　　　 厚さ（nlm）　　　　 g 備考 出土位置
18 太型蛤刃石斧 89．0 6 1．0　　　　　　　 30．0　　　　　　 28 0．0 変質輝緑岩。刃部研磨、器体研磨、基部欠損。刃部両側面に研磨による面取り整形。 堀方
19 磨製石嫉 11．0 2 0．0　　　　　　　 3．0　　　　　　　 0．8 粘板岩。上部欠損。刃部縁辺研磨、器体研磨・穿孔。 検出
2 0 紡垂車 20 5．0 5 2．0　　　　　　　 7．0　　　　　　　 58．8 鉄製品。 N o．1

－　87　－



くI

H76（WH22）土層説明
ユ．暗褐色土眉（10YR3／3）

砂、炭化物粒子を少量含む。
2．時赤褐色土屑（5YR3／2）

粘土・焼土粒子を多く含む。
3　暗褐色上層（10YRj／3）

粘土・焼土粒子を含む。
4．暗褐色土層（7．5YR〕／3）

焼土、粘土、灰を多く含む。
5，赤褐色士層（25YR4／6）

焼土。
6．暗褐色土層（10YR3／3）

砂、焼土、炭化物を含む。
7．灰黄褐色土層（10YR4／2）

粘土。
8．にぷい黄褐色士層（10YR413）

砂を多く含む。

〒∃‾‾‾‾7

第21図　H76号住居址

第15表INPX H76号住居址出土遣物一覧表
番号 器確 法昆 成　 形 ・ 調　 整 色 調 胎 iニ 残存 ・備考 出土位置
1 須恵㌶

（7．5）

〈1．0）

内　 ロクロナデ 内　 5 Y 5／1（灰 ） 細石英 ・細長石紐一子含む。 底部 1／5 カマ ド
杯 外　 底部回転糸切り 外　 5 u i／1（I火） 回転実測

2 須恵器

（10．0）

〈2．3〉

内　 ロクロナヂ 人］ 1 5／（I火） 細石英 ・細長有職 予含む。 底部 1／4 カマ ド
百台杯 外　 ロクロナデ　 底部回転へラケズリ→高台 外　 N 5／（灰 ） 1 ・2 mm 大黒色粒 予含む。 回転実測

3 須恵露

壷

（12．2） 内　 ロクロナデ 内　 5 1’R 3！1（オ り一プ黒 ） 細石英 ・細長石髄イ・含む。 l」緑 1／：弓

く3．2）
外　 ロクロナ丁　 内外自然酬 寸着 外　 5Y 7／2（灰白）

断　 7．5 Y R 6／1（掲灰）

回転実測

4 須虚器 （2 8．0） 内　 ロクロナデ　 五然軸付着 内　 5Y 4／1（灰 ） 組石英 ・細長石粒子含む。 目線 1／4 カマド
襲

（9．0〉

外　 ロクロナ丁 外　 5 1’3／1（オリーブ黒 ）

断　 7．5 Y R 6／1（視尿 ）

回転実測

b t 師器 （1 4．4） 内　 ミガキ　 黒色処理 内 10 1’R l．7！1（貨 ） 細れ英 ・細長イ胤 r 含む。 l嗜桑1／6

杯
〈3．9）

外　 ロクロナ丁 外 10 Y R 7／4（にぷt 黄憺 ） l軸駄実測

6 十帥器 （1 5，0） 内　 ミガキ 内　 5 1’R 5／4（にぷい赤禍） 細石英 ・繍良れ粒 「含む。 2／3 カマ ド
杯 （7．2）

4．2

外　 ロクロナデ　 休部下端底部 f 特へラケズリ 外　 2．5 Y R 6／6（橙 ） まれに 2 mm 大砂粒含む。 凹転実測

7 士師旨昌 （1 9．5） 内　 ヨコナチ 内　 5 Y R 5／4（にぷい赤褐） 細石葵 ・細長れ粒子含む。 目線 1／6 カマ ド
褒

く5．3〉

外　 へフケスリ 【「緑 ヨコナ丁 外　 5 Y R 5／3（にぷい赤褐） l坤駄実測

8 弓年生 （2 1．2） ［人J ミガキ　 赤色塗彩 内　 5 1°R 3／6（晴赤褐 ） 細石英 ・細長ハ粒 子含む。 目線 1／4 カマ ド

高杯 ・鉢
く0．9）

外　 ミカキ　 赤色塗彩　 突起あり 外　 5 Y R 3／6（暗赤褐 ） 回転実測

番号 種類 長さ（m ） 巾（mm） ［　 厚さ（nlm） l　　 g 備考 山七位椚
14 両刃石斧断片 2 9．0 3 7．0　　 1　 1 1．O　　 I　 12．7 変質輝緑岩。刃部線状痕 ・研磨、器体欠損、刃部断片。 床

88　－



H78（WH24）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

パミスを含む。
2．黒褐色土層（10YR2佗）

砂、パミスを含む。
3．黒褐色士層（10YRか3）

砂を含む。（貼床）
4．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多量に含む。（堀方）

H89（WI135）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂、パミスを多く含む。
よく締まる。（貼床）

2．黒褐色土層（10YR2／3）
砂を多量に含む。

・？

H78掘方・H89完掘（東より）

9

第22図　H78・89号住居址

第16表INPX H78号住居址出土遺物一覧表

0　　（1ニ4）　　　10cm

番号詔沌 法景 成　形・調　整 色調 胎　十 残存・備考 男上位置
1 須蕊旨岩 内　ロクロナデ 内　2．5YR5／1（赤灰） 細石英、細長石粒子、まれに 天井部詭

．L一
Ⅲ区1層

蓋 外　ロクロナデ→天井部へラケズリうつまみ 外　2．51rR5／1（赤灰） 1m大砂粒含む。 完全実測

2 須恵㍑

（8調

（1．8〉

内　ロクロナデ 句　2．5（JY5／1（オリーブ炊）細石英、細長石粒子、まれに 底部1／4 打区1層
杯 外　ロクロナデ→底部回転糸切り 外　2．5GY’5！1（オリーブ灰）1mm大砂粒含む。 回転実測

火ダスキ内外
：3 土師鐙

帆2）

（2．0）

内　ミガキ　黒色処理 杓10YRl．7／1（黒） 細石英、織長石粒子含む。 底部1／3 検出
杯 外　ロクロナデ→底部右回転糸切り 外　7．5YR6／4（にぷい招） 回転実測

4 川閲器 15．5 句　ミガキ　黒色処埋 内　7．5YRl．7／‘1（頴） 細石英、細長石粒子含む。 目線3／4 1区2屑
杯 6．4

4．3

外　ロクロナデ→底部糸切り　手持へラケズリ外　7．5YR6／8（憺） 完全実測

5 上師器（21．6）内　口録ヨコナデ　休部へラナデ　ナデ 句　5YR5／4（にぷい赤褐）細石英、細長石粒子含む。 ロ緑3／16 Iは1層、I区堀方
変 4．9

28．4

外　目線ヨコナデ　体～底部へラケズリ 外　5YR5／4（にぷい赤褐） 完全実測 Ⅲ区堀方

床、堀カ、No．1

－　89



番り 帯椰 法最 成　 形　　 ，湖　 整 色 J 胎　 上 残〟 ・備考 l L 位置

（う 弥‘l

栗

（】1．6）

（5．2〉

人】 ミガキ 勺　 7．5 Y Iそ6 ！：1（（ぷい鮎 ） 剃 1l‘軋　 細 IH 服 イ 合は I縁 1′．1 1日く堀ノノ

外　 日録ヨコナデ　 L施用 接’ 価一打櫛描波状文 外　 7J Y R 有′：引鋸 ） H 転実測

承り 輔智 長さ（nlnl） 巾（nlm ） けさ（nlm ） g 備考 H l f l

J 砥 f 10 4．U 73 ．日 2 5 ．（1 2 50 ．0 砂 N cJJl

8 砥 f （8 6 ．0 ノ 57 ．0 3 5 ．0 2こう3．0 1碇 雄 N o ．2

（） 砥〃 11 1．O 74 ．0 ニ34 ．0 49 4 ．0 凝 天岩 N u ．・1

1（1 砥ハ 1：日．0 7 1．し） 5 6 ．0 35 0 ．0 鋸 乱　 酔融 五 Ij．彗慄佑菅 の刃郁を作 り目けⅥ に品胤 N U ．】

第17表INPX H85号住居址出土遺物一覧表
成　形・調　整

l人J　ロクロナテ

外　ロクロナデ→底部回転糸切り

内　2．51’6′ノ2（尿蹟）

外　2．5Y7／2（映葦）

r）．5111m1人長日・1凍結11含む。

叫

標l埼　6891私事m

O　　　（1．80）

‖91（WH37）土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

パミス、砂、小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を多く含み、′くミスを含む。
3　黒褐色上層（10YR2／2）

パミス、砂を含む。
4，褐色土層（10YR4／4）

（周溝）
5．暗褐色土屑（10YRj／3）

6．票志鑑遠。1。，Ⅲ′3，雪
砂ブロックを多く含む。
一部締まる。（貼床）

2

‾・：・－・．千一二‥．－・・‥・丁－・・「㌦了
P2　　　　　　　　　　　　　　Pl

協仁’協旦’
P3　　　　　　　　　　P4

1185（WHjDI瀾説明
1．黒褐色上層（10YR〕／2）

砂、小磯を含む。
2　暗褐色土層（10YR3ノ3）

砂、小磯を多く含む
3　褐色L層（10YR4ノ4）

砂、小康を多最に含む、ノ
Jl．黒褐色上層（10YR3／2）

砂、′ト礫を含む。
5　暗褐色l．屑（10YRj／3）

砂、小破を多く含む。

完掘（南より）

「　「ノ′
2　0　（1ニ4）

完掘（西より）

第23図　H85号住居址
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‖98（SH6）上層説明
1．褐色］層（】OYR4ノb）

砂、少礫を多く含む‘
2　黒褐色と層（10YR3／2）

砂、少礫を含むっ
3．暗褐色1・層（川YR3／4）

焼上粒、粘上プロソクを含む
L　にふい黄褐色土層（IOYR4／3）

紬1プロソクが混入（カマト構築［）

P1

5．にふし、黄褐色上層白（jYR5／4）
灰、焼士こ巨体。

6．褐色土層（】OYR4！4）
砂、少礫を多址に含む。

7．褐色1‾屑（】OYR4！4）

砂、少礫を多敬に含む
8．黒褐色1潤　日0YR3月）

黒褐色土上体にローム拉f一、
9．褐色土屑（川YR4ノ4）

砂を多量に含む。．（堀か

土上体にローム拉f－、砂組私（甑床）

一一一∃L－．＼し」＿．イて言下：芋

ノ

」

完掘（南より）

9　　　　　　第25回　H98号住居址

第18表INPX H91号住居址出土遺物一一覧表
終り 器穐 法最 成　 形　　　 言問　 悠 色 調 胎 i‾ 城存 ・備湾・ 廿I H JJ‘置
1 須恵器

7．4

（1．0ノ

内　 ロクロナデ 句　 7．5 1’6！：づ（にぷい枢 ） 細r祓 ・細長イ＿l粒 子、1 mm 人 底諦2．1．3
l

3 1だj杯 外　 ロクロナデーー底部Iljl転糸切り 外　 5 1r6／1（尿 ） 砂揃、3 mm 大の石含む。 完全実測

須恵帯 14．2 句　 ロケロナヂ 人1 2．51’7／2（尿路） 細　 減 ・紺に「粒 「、＝個 人 」絨僅か に欠損 N cJ．1
杯 7．2

3．9

外　 ロケロナデ　 血 ‘引品 伸帰 納 川 外　 2．51°7！2日勅封 砂粒∴ 軸nl大のf T含む。 完全ノ嘉測

番号 純 ！ 長さ（mm） 中（mm） けさ（mm） g 備考 11日‾位
1 2 「 1：3．0 10．0 1日．5 0．6 5 桁1 1°。 機 lt

ノノ
1：3 イJ製倍遺品 2 8．（〕 2二2．0 ：う．0 3．0 則形　 滑H 。 裏面からlE血に穿1L l つ。 1J ノ‾
トノl l 鉄蛎　 1 （9‘′1．0：・ 6．0 1　　 ′LL） 1　　 日．1　 l鉄製品 J

Y o．2
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番号 獅 垂 法 H 成　 形　　　 調　 整 色 調 胎　 上 残存 ・備考 山上待 m

3 須恵謂 （14 ．2 ） 内　 ロクロナデ 内　 5Y 6 ／1（灰） 網石英 0．5 ntm 太良ポ粕 「含む。 1 1墜 1！6

杯

く3．6〉

外　 ロクロナテ 外 1（）Y R 4 ／1（矧火） 1mm 大砂粒冶 む。 回転実測

4 須恵器 （1 5 ．6） 句　 ロクロナデ 句　 N 4 ／（I天） 細石英 ・細長石粒 子多 く含む。 底部 1／2 床

百台杯 （1 0 8）

（6．5）

外　 ロケロナデー・底部回転糸切 rト 右回転へラケズリ

一滴 台

外　 N ．招 灰 ） I可転実測

火だすき

b 土師器

（9．0）

く2．0〉

内　 ミガキ　 黒色処埋 句　 5 1 rR l． 7 ／1 （異） 細イ減 ・1 mm 長f I粒 「含む。 底部 1／：i 堀方

杯 外　 ロクロナデ→底部へラケズり 外　 5 Y R 5 ／4 （にぷい赤褐） 回転実測

6 上師器 （1 1 ．2 ） 内　 口緑ヨコナデ　 体那ナデ 内　 5 Y R 5 ／‘2（I天褐） 棚 fJ 英 ・細長石指す含む。 ロ緑 1！5 J末

カマド襲
・（4．9）

外　 口緑ヨコナテ　 休部へラケズリ 外　 5 1 R J ／2 （灰褐） 仰 臥実測

7 L 帥器 （2 0．2 ） 内　 日録ヨコナチ　 ナチ 内　 5 Y R ‘1／2 （灰褐） 郷石英 ・細長石粒 「含む。 口緩 1！3 カマ ド

璧

く9．2）

外　 休部へラケス リ　 口緑ヨコナ丁 外 10 Y R 6 ／6 （橙） lE l転実測

8 十師諜 （1 9．0 ） 内　 L l縁ヨコナチ　 ナデ 内　 5 Y R 5 ／．4（にぷい赤抱 ） 繍石英 ・細長れ粒 r 含む。 ll欒 1 ！6 カマ ト

褒
（1 6．0 〉

外　 日録ヨコナテ　 休部へラケスリ 外 JiY R 6 ／6 （橙） 回転実測

9 土師㍑ （16 ．6 ） 両　 日緑ヨコナデ　 ロケロナデ 内　 5 Y R 5 ／2 （I火砲） 細石英 ・細 艮石粒 子含む。 ‖緑 1ノ1 2 カマ ド堀方

褒

（5 9〉

外　 口緑 ヨコナ丁　 ロクロナァ 外　 5 1 R 6 ／（1（橙） 回転実測

番号 純類 長さ （mnl） 巾（mm ） l　 厚さ（nlnl） l　　 g l備考 出土位置

15 ノ」子 53 ．0 1 0．0　　 1　　 3．0　　 1　　 2．8 鉄製品。

第20表INPX HlOO号住居址出土遣物一覧表
番号 指種 法品 成　 形 ・ 調　 整 色 調 酷　 t 残存 ・備考 出 土位㌍

j 須恵器 1：l．8 人　 口クロナデ 内　 51r6／2（吹オり一ブ） 細石英 ・細長石粒子、1～ 2nlnl人 目線 7／8 N o．1

杯 4

9

外　 ロクロナデ→底部右卜ll転糸切り 外　 三洋6／2（灰オリ一プ） 砂粒含む。 完全実測

火だすき

2 須恵詣

（8

（3

6）

8〉

内　 ロクロナチ 力　 7j Y R 6／4（にぷい橙 ） 細石英 ・細長石粒子含む。 氏部9／16 1榊が細 カマ ド

百台杯 外　 ロクロナデ→底部回転潔重囲 →高台 外　 7．5Y R 6／：3（にぷい褐 ） 底部へラ記号

こi 須恵器

リh

（14．2） 内　 ロクロナデ

JI‘．h

内 10Y R 6／4（にぷい蕗橙） 細れ英 ・細長石粒子、 11m l大

・‘J一　　会　 h

底部 1！2

l

カマ ド

有台杯
（3．6〉

外　 ロクロナT →底部回転潔血相 →l。JU 外　 7．51 R 6／4（にぷい楕 ） 功、色拉1名句。 回転実測

底郡へラ記一号
4 t 壁用 （95） 両　 ヨコナデ→暗文

J　　　A 1

内　 51rR 4／4（にぷい赤褐 ） 紺石英 ・細長石粒子含む。 軽部底 31′8

r蔚杯
く6．7）

外　 ヨコナ丁→曙又 外 、11 R D／4（にぷい赤褐 ） 回転天測

混 人品

D 土師器 （25．4） 内　 ミガキ　 黒色処理 内　 7．5YR 1．7／1（黒 ） 緋石英 ・細長石粗 予含む。 口縁 3ヴ カマド

鉢

（6．1〉

外　 ロクロナテ 外　 7．51’R 6／4（にぷい橙） Ip】転実測

6 上師器 （8） 内　 ナデ 「人】 7月YR 6／4（にぷい憺） 細石英 ・柳長石粒子含む。 口緑 1′：4 No．2

小型襲

〈6．9〉

外　 日～肩部ヨコナ丁→休部 卜半へフケスり 外　 7．5Ylく6／4（にぷい棺） 回転実測

7 土師器

ほ4）

くこi．8〉

句　 へラナデ 内　 5YrR 5／4 （にぷい赤褐） 袖石英 ・細長石地f 含む。 底 郎 1／5 カマド

東 外　 へラケズリ 外　 7．5YR 6／3（にぷい褐） 回転実測

番号 純類 長さ（nlm） 巾（mm） l　 厚さ（nlm） I　　 g 備考 出土位ロ

8 打製石斧 64．0 5 3．0　　 1　　 7．0　　 1　　 38．9 安山岩。刃那欠臥　 刃部綾辺整形加工直接、指体加工直は。

Hl OO（SHS）土屑説明
1　暗褐色土層（10YR3〟）

砂、少礫を多く含む。
2．暗褐色土層（10YR3！∃）

砂、少礫を多く含む。
3，暗褐色土層（10YR3／3）

にぷい黄褐色粘土ブロック（10YR5／3）を含む。
4．黒褐色土層（10YRjノ2）

（堀方）
5．褐色土屑（10YR4／4）

砂を多量に含む。

第26図　HlO0号住居址
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（担
．．

綱　　＿　　　／　　　‾‾‾：、

！‾‾‾盲◎。∴五

1ノr

区　　　／／／／

／ノ／て一「／

C’

⊥汁／
標高6891211m

O　　　（1こBO）

HlO2　　　　　　　　　　－－1

ぎ旦¢

瘍
D’

102・103（S H10

1．黒褐色土層（10Y3／2）
砂、少礫を多く含む。

2．黒褐色土層（10YR2／2）
砂、少礫を含む。

3．暗褐色土屑（10YR3／3）

HlO3・HlO2堀九　HlO2堀方、HlO3堀方
（南より）

1】’土醐　　＼ニ⊥＿／1

砂、ローム粒を多良に含む。
4．褐色上層（10YR4／4）

砂、小礫を多髄に含む。（堀方）

5　黒褐色土層（10Y3／2）
砂、少礫を含む。

6．炭化物層
7．黒褐色土層（10YRj／2）

砂、礫（～3cm）を含む。
8．暗褐色土層（10YRj／4）

砂、礫を多故に含む。
9．褐色土層（10YR4／4）

砂、褐色土混在。（堀方）

争、、，了三
0　　（1こ4）　　　10cm

第27図　HlO2・103号住居址

第21表INPX HlO2号住居址出土遣物一覧表
番号 語呂垂 法是 成　 形　　　 調　 整 色 調 胎 l・ 残存 ・備衆 出上位㌫
1 須′ド

（6．2）

（2．2〉

内　 ロクロナチ 句　 2．51′R 5／H 苗灰） 細 一減 ・0．5mnl大良子粒 仁 底部 3／4 昧
杯 外　 ロクロナデー・底部右l叶転糸切り 外　 2．5Y R 6／2（J天爵） 1m町人砂粒含む。 回転実測

火だすき外
2 上師指

く7．2〉

内　 ナデ 内　 5Y R 6／6（楕 ） 細長石 ・細石英粒子含む。 底部完存 床
壷 外　 へラケズリーーミガキ 外　 7．51’6／6（橙） 元全実測

．∋ 上師器 （24．1） 勺 ［t縁ヨコナT 内　 7．5Y R6／8（橙 ） 細長イト 細石英粕 r・含む。 日練 り5 上二層
褒

（5．6〉

外　 口絵ヨコナテ　 休部へラケズり 外　 517R 5／4 （にぷい赤褐） lロl転実測

須恵㍑

蓋

内　 ナデ

外　 ナデ→つまみ

内　 5m ／1（灰 ）

外　 5Y 5／1（I火）

細長1了・細ff英粒 子含む。 完全ノ射則 検接

6 須恵器

婆

内　 ロクロナデ　 自然紬付着

外　 ロクロナデ

内　 7．5Y 2／1（黒 ）

外　 7．5Yr21′10 日
細石英 ・細長石含む。 破片実測 検出

7 須撼 器

壷

日0．2） 内　 ロクロナデ 内　 51’R 5／H 灰 ） 細†凍 ・細長石含む。 目線 3パ 6 iI lO：う検出

（8．0〉
外　 ロクロナテ 外 10YR 5／1（褐灰 ） 回転′実測 lニ層

8 上師岩呂

（7．6）

〈2．6〉

内　 ミガキ　 こ黒色処埋 人］ 7．5Y R L7／．1（黒 ） 細石英 ・細長石粒 子含む。 底部 1／．：5 検出
杯 外　 ロクロナデ→底部回転糸切り後へラケズリ 外　 7．5Y R 71′6（橙 ） ［占l転実測

墨ilさ「名」
9 帥器

杯

内　 ミカキ　 窯色処埋

外　 ロクロナデ

内　 7．5Y R l．7′′1（果 ）

外 101’R 7′′3（にぷい酎楕 ）
細石英 ・細長〃粒子含む。 破片実測

ft

検出

10 弥生 （13．4） 内　 ナデー・ミガキ 内 101’R 7．／4（にぷい敢楕 ） 細fi英 ・細長r l粒 ‾予含む。 目線3！16 検山
栗

〈8．0〉
外　 U 幸事郡純文一・刻み目

頭部櫛描簾状文　 体部櫛描波状文

外 10Y R5／3（にぷい鼓橙） 回転実測

日 弥生 （12．2） 内　 ミガキ 内 10Y R l．7／1（黒） 細石英 ・細島石粒子含む。 LI緑 5／16 検出
焚

く7．8〉

外　 ＝唇都縄文　 休部櫛描斜走文 外 1m 7R5′ノ2（尿鼻祖 ） ［ロ1転実測
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芝宮遺跡群 下曽根遺跡IX
調査報告書

SHI MOSONE

長　野　県　佐　久　市　小　田　井

下曽根遺跡Ⅸ発掘調査報告書

久



芝宮遺跡群　下曽根遺跡IX

所　在　地　佐久市小田井131－6　外3筆

調査委託者　佐久市（高速交通課）

開発事業名　特定交通安全施設等整備事業（道路）市道4－1号線（西屋敷線）

調査期間　平成16年8月13日～8月27日（現場）

調査面積116ni

調査担当者　上原　学

例　言・凡　例

1．本書は佐久市高速交通課による特定交通安全施設等整備事業に伴う芝官遺跡群下曽根遺跡Ⅸの発掘調査報告書で

ある。（遺跡は旧佐久市詳細分布報告書では曽根城跡となっていたが、デジタル化に伴い新たに作成された遺跡

分布で曽根城跡は同一台地上に展開する芝宮遺跡群に含まれた。

2．事業主体者　　　佐久市大字中込30誠

佐久市高速交通課

3．調査主体者　　　佐久市大字中込30蕩

佐久市教育委員会　教育長

4．遺跡名　　　　　芝宮遺跡群　下曽根遺跡Ⅸ

5．作成・執筆は上原が行った。

6．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

7．遺構の略称は以下の通りである。

H一竪穴住居址　　　M－溝跡　　　D一土坑　　　P－ピット

8．スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

遺構　地山断面瑳　焼土・赤色塗彩　　床下埋土

遣物　紙器断面■■灰粕 黒色処理

9．挿図の縮尺は以下のとおりである。

遺　構　　竪穴住居址－1／80　　溝跡一1／80　　土坑－1／80

遺　物　　土師器・須恵器・灰粕陶器・羽口・鉄製品－1／4

10．遺物の写真図版番号と実測図番号は一致する。

11．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

12．土層・遺物の色調は「新版　標準土色帖」による。

13．調査グリッドは小グリッド4×4m、大グリッド40×40mである。
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立地と経過

下曽根遺跡Ⅸは佐久市北部に位置し、浅間の麓から放射状に延びる標高7洪～763mを測る細長い田切り地形北端に

展開する。遺跡の南北東三方は周囲の台地と「田切り」（谷）によって分断され中世館跡が存在していたと考えられ

ている地域で、旧佐久市遺跡詳細分布調査報告書では曽根城跡とされていた。付近の発掘調査からは同時期と考えら

れる溝跡が確認されている。また、遺跡一帯は古墳時代から中世に至る複合遺跡でもあり、西側の上芝宮遺臥下曽

根遺跡、北の曽根城遺跡、前田遺跡、鋳師屋遺跡、南の前藤部遺跡など数多くの調査が行われ、多数の遺構・遣物が
発見されている。

今回、佐久市による特定交通安全施設等整備事業が計画され、遺構の有無を確認するため試掘調査を行った。その

結果、古代の住居址が発見されたため、佐久市高速交通課から依頼を受けた佐久市教育委員会が主体となり、遺跡の
記録保存を目的として発掘調査を実施した。
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調査の概要

調査区は佐久市北部の三方を田切りに分断された台地上に位置する。今回道路改良工事に伴い、事前に行った試掘

調査の結果を基に遺構の記録保存を目的として発掘調査を実施した。調査は116Id　という限られた範囲であったが古

墳～平安時代の住居址・土坑・溝跡・ピットが確認できた。住居址・土坑の一部については出土遺物の特徴、切り合

い関係からおおよその時期の位置づけが可能であったが、溝跡・ピットは遣物の出土が認められないことから時期の

確定はできなかった。遺物は土器（土師器・須恵器・灰粕陶器）、鉄製品（刀子・嫉）、羽ロが出土した。H1号住居

址出土遣物中には使い込まれた羽口が含まれることから集落内に小鍛治（鉄製品製作）が存在していた可能性を伺い

知ることができた。

調査遺構　　　竪穴住居址

土　　　坑

溝　　　跡

軒

基

条

5
　
2
　
1

（古墳時代1軒　奈良時代1軒　平安時代2軒　不明1軒）

ピ　ッ　ト

出土遣物　　出土呈　　テンバコ4箱（58×36×20）

土師器（杯・碗・高坪・褒）

須恵器（坪・襲）

灰粕陶器（皿・碗・壷）

鉄製品（刀子・嫉）

羽口

下曽根遺跡Ⅸ試掘トレンチ配置図（1：500）

基本層序

芝宮遺跡群下曽根遺跡Ⅸは佐久市北部

の田切り地形の台地上に所在する。遺跡

一帯の層序は、基本的には浅間山の噴火

に伴い、厚く幾層にも堆積した軽石流（ロ

ーム）上に現在の表土が覆いかぷさった

形となる。

基本層序は上層から耕作土、黄褐色ロ

ームとなり、遺構確認は表土直下の黄褐

色ローム上面で行った。

車
l　　　 ▼争

l

HニI
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卜曽根遺跡Ⅸ遺構配置図（1：250）
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I層　表土

Ⅱ層　ローム層

基本層序模式図



遺構と遺物

竪穴住居址（H）
H1号住居址

遺構は調査区南に位置し、M1号溝跡に切られる。東側は調査区域外となるが現在道路によって台地が掘削されて

いることからすでに破壊されていると考えられる。確認できた規模は北壁1．6m、西壁3．2m、床面までの深さは弘clll

を測る。平面形態は確認状況から方形または長方形と思われる。床面はやや堅くピットは1個認められたが主柱穴か

は断定できない。カマドは確認できなかった。掘方は10～16clllの厚みで褐色土が埋め込まれ　上面硬質である。
遺物は土師器の杯・襲、須恵器賓、鉄製品が出上した。図

示したのは5点であるがいずれも破片である。1・2は土師

器杯で1は底部丸底、2は底部回転糸切り後無調整で内面黒

色処理を施し両者には時期差が認められる。聾は口緑「く」

の字状の′ト型襲片、須恵器賓は胴部破片で外面平行叩き、内

面当て具痕を施す。鉄製品は鉱と思われ基部及び先端部は欠

損し、断面は方形である。良さ11．2cm、径0．62～0．84cnl、重量

12，5gを測る。

遺物には古墳時代及び平安時代の特徴を有する二時期の遺

物が混在する。古墳時代の遣物が流れ込みと考えると平安時

代の住居址となるが断定はできない。

1層．暗褐色士（10YR3／4）

2層．暗褐色上（10YR3／3）

3層．黒褐色土（10YR2／3）

4層．褐色土　（10YR4／4）

ロuム、軽石多い。黒色土含む。

ローム、軽石多く含む。

粒子細かい。

ローム、軽石含む。上面硬質。（抽方）

Hlけ住居址実測図

Hl別主居上l［遺物実測図

番IJ－ Hに ・柚 ㌫＋ 彬 l 両 前 Il．亡ぼし・rl1 佃 rri川 調　　 Y ・文　　 様 残 ！J河 芸・侶位 焼　 成 色 調 （外 l血 ）

I ‖ 鵬器 序 目線 槻 ナ チ　 外面 へ ラ ケ ズr」 日録 破 Hl‾ 良
うT R 6 パう

橙 色

2 用 l柑昌 咋 ［大仙 黒 色 処 用］ 底 部 州転 糸 切 り 底 部 破 け 良
5Y R G ′′6

特 色

こう 上師 帯 81Ii
JノC

内 外 両楢 ナ デ 目線破 Il‾ 良
5 Y Iく5 ！4

鈍 い赤 匪 色

1 カIli 外 面 、H 川 楼　 内 血同 心 日 、－1て 具痕 胴 ≠ 紬 －1 1‘I好
日）1°R ・1 ．′1

I火褐 色

Hlぢイ主居址遺物観察表

H2号住居址

遺構は調査区の中央に位置し、北壁及びカマドの一部をH5に、東壁中央をDlに、西壁北側をD2号土坑に切ら

れる。南西コーナーは調査区域外となる。確認規模は南北4．4m、東西4．8m、床面までの深さは65cnlを測る。平面形

態は方形である。床面は堅く壁際に幅15cnl内外の周溝が巡る。ピットは床面上で主柱穴4本と小ピットが確認でき

た。主柱穴はそれぞれ寄り添って2つのピットが認められ　片側の上二面は張り床が存在することから住居の建て替え

を行った可能性が考えられる。カマドは北壁中央にあり、粘土で構築された袖が残存していた。火床には円形に焼土

の堆積及び地面への焼け込みが確認できた。掘方は5～10cm程度の厚みで黒褐色土が埋め込まれ硬質である。
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層
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1

4

　

1

5

　

1

6

　

日

　

1

8

　

1

9

　

2

0

黒褐色土（10YR2／3）　ローム、軽石少量。

暗褐色土（10YR3／3）　ローム多く含む。

暗褐色士（10YRj／3）　ローム多く、黒色土フーロック含む。

暗褐色土（10YR3／3）　ローム粒、ブロック多く含む。

鈍い黄褐色土（10YR4／3）ローム多く、10cm大ブロック含む。
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暗褐色土（10YR3／4）　粒子粗く、ローム多く含む。

暗褐色土（10YR3／3）　粒子粗く、ローム粒、黒色ブロック含む。　　　21層．褐色土　（10YR4／6）　ローム主体。

鈍い黄褐色土（10YR4／3）粒子細かく、しまりなし。

黄褐色土

黒褐色七

黒褐色土

黒褐色土

褐色土

暗褐色土

灰赤色土

（10YR5／6）

（10YR2／3）

（10YR2／3）

（10YR2！3）

（10YR4／4）

（10YR4！4）

（10YR4！2）

明赤褐色土（2．5YR5／6）

灰黄褐色土（10YR6／2）

黒褐色土（10YR2／3）

明褐色土（10YR3／4）

暗褐色土（10YR3／3）

粘土層。カマド天井部。

ローム含む。しまりなし。

ローム粒、軽石含む。

しまりなし。

ローム多く、しまりなし。

粘土、焼土、炭化物含む。

粘土層。熱を受けている。

焼土層。

白色粘土。一部火を受けて赤い。

ローム粒。しまりなし。

ローム多く、粘土、焼土少量含む。

粘土、焼土、炭化物含む。

22層．灰黄褐色土（10YR6／2）白色粘土。しまりなし。

23層．鈍い黄褐色土（10YR5／3）粘土塊。

24屑．褐色土　（5YR4！4）　　粘土粒含む。

25層．褐色土　（7．5YR4／4）　粘土含む。

26層．褐色土　（10YR4舟）　焼土粒含む。

27層．暗褐色土（10YR3／3）　ローム、粘土含む。しまりなし。

28層．暗赤褐色土（5YRj／4）　熱を受け赤みを帯びる。

29層．暗赤褐色土（2．5YR5／8）地山の焼け込み。

30層．鈍い黄橙色土（10YR6〃）ローム主体。しまりあり。

31層．暗褐色土（10YR3／3）　ロuム、粘土、焼土含む。

32層．褐色土　（10YR4／6）　ローム主体。上面硬質。

33層．暗褐色土（10YRj／3）　ローム含む。上面硬質。

34層．黒褐色土（10YR2／3）　ロームブロック多く含む。

H2号住居址実測図

遺物は土師器坪・皿・賓、須恵器杯・蓋・嚢、灰粕陶器、鉄製鼠　石器が出土した。図示したのは27点である。1

～14は床直上及び覆土の下層から出土した遺物で1は底部丸底の土師器杯、2は須恵器蓋坪の蓋と思われる。3は土

師器の壷、6～10は土師器要で長胴・球胴が認められる。10の外面は赤色塗彩が施される。17～班は検出及び覆土上

層から出土した遺物である。17は内外面黒色処理を施した土師器碗の皿、18～20は内面黒色処理の坪で、19は放射状

暗文を施す。2ト22は灰粕陶器の皿で大原2号窯式と思われる。21の内面ミコミ部は擦られて滑らかであることから

転用硯として使用された可能性もある。23は須恵器の杯である。鉄製品は刀子で長さ11．1cnl、最大厚0．3cm、最大幅

0．89cm、重量39gを測る。この他、すり石・凹石が認められた。これらの土器は覆土下層及びカマド・床面上から出
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土した古墳時代後期と検出面及び覆土上層から出土した平安時代9世紀後半以降の土器群に大別できる。本住居址は

奈良時代のH5号住居址に切られることから床面付近から出土した古墳時代後期の遺物を伴う住居址と考えられ、平

安時代の土器群は、調査中に切り合い関係の判明したD1号土坑又は他の遺構に伴う遺物としたい。

′／／「　二■葛I、
2

漁主一・二

瘍熟

夢：－こ瑚

′
／
（
＼

＼、、一』だ

H2号住居址遺物実測図（1）
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腰′♂24　確′㌦25
H2号住居址遺物実測図（2）

一r1m　　　　、

26

番け 諸宗　確 器　 彬 11徹・nl 底律し・nl 器高川 調　　 鱒・文　　 様 残！河 ・‘冊立 焼　 成 色調（外面）

1 l潮朋 坪 目線軌ナデ　 外山へラケズり　両l耐I．毛色処理 目線破片 良
7．51’R6．．′ノーニ1

鈍い橙色

2 須恵㍑ ．ソミ 大川部へラ調整 大出制服 片 良
損恢色

：1 l潮 器 ちかi
ムこ

［綿豪外面ナデ後棚ミガキ　 外面へラケズり後ナ子

画面ミガキ
Il縁破け 良

51‘R6用

橙色

l l帥ぷ 盟
＝紬［人l外l桁ミガキ　 外面へラケズリ綾ミガキ

［人J血へケ日状ナデ
日報破片 良

7．51’R 81′：う

桟蹟招色

11 ＝輌㍑ 製
目線［人l外面碩ナデ　 外山＝1縁】二H による沈綿

外面へラケズリ　 ｛価へラナヂ
目線破片 良

7．51°R 8！：う

ほ蹟柏色

（ 1帥結 l
ユ，芝

19．6 l鵬碩ナチ　 ケ柚 へラケズリ　 両面へラナテ 11縁、腑邪破Pr 良
51’R （う．・4

鈍い橙色

J L剖朋 栗 25．1
目線構ナデ　 外山へラケズリ後ミガキ

内山へラナデ後ミガキ
80 上‘と

51’】く7ノ」

鈍い橙色

8 ‖哺器 焚 コニi．・1 －
日録l人け揃欄ナ事後横ミカキ　 外巾へラケズり後ミガキ

内面へラナデ
こうり 良

2．5YR 6！（i

橙色

〔） 川棚音 I
J・C

丸底 鮎rliへうケズ日　 向l桁へラ十手 ：う0 良
51‘R 6！6

橙色

10 H 帥㍑ 粟 9．8 外面赤色鮎杉　 巨W liへラナデ 底部 1‘主
10R 4．78

′月ミ色

11 禎思器 エー15 外的律子川題き痕 胴部破片 良好
∴′1！0

I天色

‡！ 須山ぷ 架 外l両すけ叩き痕　 内面、－1てハ痕 帆‘桐畑 良有子
＼↓用

I天色

1：う ろIri
ヱこ

外面、H 川】き 1」とH　′個体の一澗紺譲 り 胴部破Il 上‘1好
1りR 5！1

吠色

1・1 須恵絹 ろIri 外面、ト律】l】き 1こi とIlil 爛休の可能性あり り舶［；破片 11好
1LJR 5′′′1

灰色

15 栗 外面叫lきは碩11ケ［日大痕 ド周囲心性11てハ痕 胴；1［賊≠ 良少子
5（；Y4！1

オり一プ尿色

16 須恵㍑ 淡 外山「l勲l紬付着 l句面同心日。1てハ痕 胴舶破】ll‘ 良好
N 5！0

I天色

17 上帥器 l】1L L13．2」 6．3 ：j I相加紺．沌朝刊慨 ミガキ底部回転糸切り後高台軋り付け 6（） 良
7．5 ’R l．7／1

黒色

18 ＝輔器 坪 ［】2，8］ 7．1 4
内面黒色処理　 外面ロクロナ≠ J臣相川

底部l軸k 糸軋り
：与U 良

2j Y R7／（i

楕色

19 上師器 坪 ［日．〔）］ 7．2 4．（う
内面黒色処理　 放今日暗文　 外面ロクロナデ

底部純こ糸切〕
こう（1 良

51rIそ（iノ18

橙色

封） l潮1器 坪 5．6 内外鳳黒色　 外血ロクロナデ　 底部回転糸切り 底部破け 良
2．5173／1

l硫ホI火色

2 1 灰紬陶鍔 皿 1こう．1］ （う．．4 2．9
ロクロナデ　 前け掛け　 底部I可転へラケズリ後高台胤の付け

大原2 号窯式　 両面ミコミ郎酢ちか転用硯か．！
5日 良妻子

7．51‘7．′′‘1

I天日色

22 奴紬陶器 ‖1 Ll川］ 7．5 2月
ロクロナデ＋頂け掛け　 底部回転へラケズリ後高台貼り付け

大原2 号窯式
：30 良好

7．51°7／．2

尿l‘「色

23 須恵器 坪 ［12．7］ 5．2 ° ロクロナデ　 底部腑l転糸U川 ：iO 上胡「
10Y R6／4

鈍い寅褐色

24 1二師舘 杯 月、措 上器　 文字不明 休部破片 良
5Y R6！4

鈍い楕色

25 1期慨 杯 lニlニ器　 文丁ィ、明 体狛捌‘ll 良
7．51rRfi／4

鈍い橙色

2（う 須恵㍑ 蓋 つまみ貼り‖け つまみ 良好
10〔；1’4／1

晴緑灰色

H2号住居址遺物観察表
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H3号住居址

遺構は調査区北に位置し、H4・5

号住居址を切り、・部潅水に破壊され

ている。北側は調査区域外となる。調

査規模は南壁5．4m、南北3．4m、床面

までの深さは20cnlを盲則る。平面形態

は調査状況からやや隅丸の方形又は長

方形と考えられる。床面は堅く、壁際

の周溝は確認できなかったが、十層断

面から僅かに落ち込みが認められた。

床面上で主柱穴と思われるピット及び

カマドは認められなかった。掘方にお

いて大小3個のピットが確認できたが

主柱穴であるかは不明である。住居址

内からは複数の使い込まれた羽口が出

土し、底面還元状態の硬質面を持ち、

灰が堆積した炉址と思われる窪みが認

められた。さらに床直上には表面平坦

な鉄鍛造に利用された鉄床らしき石が

存在することから、住居址内で／ト鍛治

が行われたものと推察できた。また、

撹乱断面で確認した大きめのピットは

鉄床と思われる石に比較的近いことか

ら、水を張った施設である可能性も考

えられる。遣物は土師器の碗・輯櫨喪、

灰粕陶器の皿・碗、羽目が出土した。

図示したのは12点である。1は土師器

碗で内面黒色処理及び放射状の暗文を

施す。2～9は灰粕陶器で2・3は碗、

4～6は皿である。5のみ光ケ丘1号

窯式の可能性がある他は、大原2号窯

式と思われる。7は小壷、8・9は褒

破片である。11・12は使い込まれた羽

目の破損品である。12の羽口は先端・

基部伴に高熱により還元状態となり、

結合し、使用していたと考えられる。

時代、10世紀前半としたい。

l〕14　　　生’

H
u
H
．
．
．
I
 
I
．
．
1
愕
用
…
瀾
川
原

⊆’　　　D D’

脇
巨　　　星’

ニー

1屈・暗褐色士（】OYR3／3）　ローム粒、軽石。

2層・黒褐色上（10YR2／3）　ローム粒、軽石、炭化物、焼土粒。

3層・暗褐色上（10YR3／3）　ローム粒、軽石、炭化物。

′1層・暗褐色－「二（10YR3瑚　ロ一ム粘、軽石やや多い。炭化物含む。

5層・黒褐色土（10YR2／3）　粒子細かい。灰含む。

6層・暗褐色t（10YRj！4）　ロuム、軽石多く、炭化物含む。

7層・暗褐色上（10YR3／4）　ローム、軽石、焼t含む。

8個・褐色土　（7・5YR4／4）　灰屑。焼土、炭化物含む。

9臥　暗褐色土（10YR3／3）　粘土、ローげロック含む。上面硬質。（はり床）

IO屑・黒褐色土（10YR2／3）　ローム多く、軽石含む。

日月軋　褐色土　（10YR4／6）　ローム主体。

12層・黒褐色上（10YR2／3）　ローム、軽石含む。

13屑・暗褐色士（10YR3／3）　暗褐色土、いム軽石の混合。

14臥　鈍い黄褐色土（10YR4／ヨ）ロuム主体。軽石、暗褐色土含む。

15層．噌灰黄色士（2，5YR5／2）灰屑。

16屑・鈍い赤褐色土（5YR5／4）灰層。

17層・赤褐色上（2・5YR4／6）　地山の焼け込み。

H3号住居址実測図

基部にはアスファルト状の付着物が認められることから、熱に耐えうるものを

この他、すり石が認められた。本住居址は土師器碗、灰粕陶器の形状から平安

、融
5

H3号住居址遺物実測図（1）
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H3号住居址遺物実測図（2）

番 り ㌫　 挿 筈語　 形 日経 川 底 行畑t 器高 cnl 調　　 整 ・文　　 様 残 〟 率 ・ 附 焼　 成 色調 （外面 ）

1 ＝輔器 坪 7 l触れ 黒色 処理 放 射栂　 文　 伸 転糸 切 削軋 高台 貼 り日付 血 Ii［トイ相 破 片 上‘ミ
10 1’R 5 ′11

鈍 し、轟 褐色

リ 峡紬 陶 器 碗 日う．J 8
ロケ ロナ デ＋ 溝 け掛 け　 施紬 淡 い　 底 i‘榊 他 糸 抑 ）後

1㍍事 粘り付 け　 大原 2 号 窯式
5 （） 1‘初 予

1天IJ他

：う 尿 紬 陶器 碗 1 7．7 8 ．7 5 ．・】
ロク ロナ デ 活け 榔 ナ　 両 面 全面 極 細 底割 周 転へ ラ ケ ズリ後

1－1 台 貼 り付け 輪 花 碗　 大原 2 り 窯 式
4 5 良 好

10 1r8 ！1

反 日色

1 尿 紬 陶据 ［uL 13 ．6 ］ 7．1 2 ．7
ロ ケ ロナ デ 】

内 面 ミコ ミ汚

天紬 付 着 底 ；㌢

闘牛もト転 用

1転 へ ラケ ズ リ後 高台 粧 ）付 け

か 7　 人I泉 2 号 窯式＋ 高台 部媒
4 0 良 好

川Y R 6 1′I

褐J火色

5 峡 和 陶帯 川L 7 ．7
ロ ケ ロナ デ 地軸 底 吾l姑 服 へ ラ ケ ズ リ後高 台貼 り伸 す

光 ヶ 丘 1 け窯 式か
底瀧 ～休 部 破片 良 好

日〕Y R 7 ノl

Iリ汀 l色

6 灰 紬 陶器 lUl ［私．4
ロ ク ロナ デ 減車 掛 け 尉 仙 Il転 へ ラケ ズ り後．1㌧ri台 附 ）付 け

人 Iか 2 り・窯 式
底部 、体調制 出 ‘ 良 好

尿 蹟褐 色

1 尿 紬陶 紹 小 瓶 ロ ウ ロ十手　 外 面峡 紬 胴 部 破Il 良好
2 ．51 ’R 7Jノ2

I火錆 色

8 峡 細陶 鍔 磐 ロ ケ ロナテ　 外l仙東 和 胴 部 破片 良好
2．5 （‾；Y 8 ノノ‘1

峡 l‘叱

9 尿 紬胸 措 栗 ロ ケ ロナデ　 外面 板 紬 胴 部 破片 良好
5 1’6 ！：i

オ り一 プ揖 色

10 須恵 誹り 焚 ロ ウロ ナデ　 外面 尿軸 胴 部破 片 良好
10 Y R 丘′．．1

勉 l火色

1 1 小目 I 最 ノ（行 8 ．2l ㌫高 9 内 行 ご1．1 先端 ・射 引；遣ノ己　 薬郎 ア ス 7 7′ル ト状 ＝虻こ物
2．5 1’R 5 ノ11

赤 灰 色

12 薄日 1 最 大行 7 ．1 城 緑 i（う．1 I十十十！ 両 端 破損
7．5 1’R 7 ！2

明 視 収 色

H3号住居址遺物観察表

H4号住居址

遺構は調査区北に位置し、H3号住居址に切られ、H5号住居址を切る。北側は調査区域外となり、一部は潅水に

破壊されている。調査規模は南壁4．0m、東壁2．2m、検出面から床面までの深さは45cnlを測る。平面形態は調査状況

から方形又は長方形と考えられる。床面は平坦で堅く、壁際に幅15cm、深さ10cnl内外の周溝が巡らされている。床

面上からは南側を潅水に破壊された窪み状の土坑1基、南壁際のピット1個を確認したが、性格は不明である。カマ

ドは東壁に構築されているがH3号住居址に破壊され火床のみ残存していた。火床からは円形に堆積した焼土及び地

山への焼け込みが認められた。掘方は中央付近で5～10clllの厚みを測り、黄褐色土が埋め込まれていた。南壁付近

において新たに小ピット5個を発見した。性格は不明である。

遣物は土師器の坪・嚢、須恵器の杯・襲・壷、鉄製品が出土した。図示したのは13点である。1～3は土師器坪で

内面黒色処理を施し、1・3は放射状の暗文が認められる。4・5は口縁［コ］の字状の土師器楽（武蔵喪）である。

6・7は小型の土師器轍櫨襲、8～12は須恵器鷲で8～10は外面平行叩き、11は櫛描波状文を施す。12は壷の底部と

思われる。13はやや大型の刀子で長さ23．3cm、最大幅1．66cm、最大厚0．64cnl、重量39gを測り、基部が僅かに欠損す

る。

本住居址は土師器坪の形状、武蔵窯の存在から9世紀前半、平安時代としたい。
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調査区域外

B B’　c c’　D

‾＼－‥′

1層・褐色土　（10YR4／4）　軽石、ローム多い。炭化物含む。

2層・褐色土　（10YR4／4）　軽石、ローム少量。炭化物含む。

3層・鈍い黄褐色土（10YR4！3）ローム少量。炭化物含む。

4層・暗褐色土（10YR3／3）　軽石、ローム少量。炭化物含む。黒色土含む。

5層・褐色土　（10YR4／4）　軽石、ローム少量1＜5。炭化物含む。

6層・暗褐色土（10YR3／3）　軽石、ロームやや多く含む。

7層．褐色土　（10YR4／6）　しまり強固。（はり床）

8層・鈍い黄褐色土（10YR5／4）暗褐色土含む。しまりなし。周構。

9層・暗褐色土（10YR3／3）　ロームブロック、しまりなし。

層
　
層
　
層
　
層

0

　

　

1

　

　

2

　

　

つ

J

鈍い黄褐色土（10YR5／4）ローム主体。しまりなし。

鈍い黄褐色土（10YR5／4）黄褐色土、黒色土、軽石含む。

赤灰色土（2．5YR5／1）　灰層。（火床）

赤褐色土（2．5YR4侶）　焼土層。（火床）

14層・黒褐色土（10YR2／3）　焼土、灰含む。

旦’15層．鈍い赤褐色土（5YR4／3）焼土、炭化物含む。

H4号住居址実測図

755．500m

（180）
2m

享l＼ll三塁士l二

H4号住居址遺物実測図
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番号 器　 穐 2昔　彬 l lは川 底作用 南 r星u t 調　　 整 ・文　　 様 残存率 ・拙出： 焼　 成 色調 （外泊＝

1 l 師器 坪 1 1．7 5 ．（う IJ，！十 内面黒色処理　 放射状暗文　 底部 l叶転糸切川 75 良
7．5 1 ’R 6 ′′4

鈍い楕色

！ 上帥錆 杯 ［13．1］ ［6．2］ ・′1．・ノl 内山Ⅲ土色処理　 底部 L中lk 糸切り 3 U 良
7．5 11’R 7 ！6

橙色

ニj 上帥器 杯 5．8 両面黒色処理　 上す融は： 住い相可転糸坊間 4 0 良
5 Y R 6 ′′′8

橙色

11 iこ帥器 粟 目線 「コ」の‘rこ　碩ナ≠　 外面へラケズり L l総領 Ilr 良
7．5 1’R 6 ！ノl

鈍し瀾吏

1潮瀾 焚 日録 Fコ」のノiニ　情ナデ　 外面へラケズリ　 内面へラナチ 日録～胴部破片 良
5 1’R 6 Jノ（i

橙色

6 1二師指 醸櫨吏 ［1 3 6 ］ 内外面ロクロナデ 日録、胴部地］lr‘ 良
＝）Y R 7 ／．・1

鈍 い茹招色

J 1湖蘭 機櫨礫 ［1 1 8 ］ 内外面ロクロナデ l l縁～胴部破片 良
川 Y R 7 ・′‘tl

鈍 い露橙色

8 須点器 粟 外面や行叩き 胴 部破片 良好
1（）Y R 5／1

褐灰色

9 須恵器 蟄 外面ヤ行叩き　 内面当て上‾t痘 胴 邪破片 良好
1 0Y R 5Jノ1

褐尿色

1 0 禎恵謂 染 柚 か門川 1き 胴部破片 良好
5 1’5 ！1

灰色

日 須恵帯 ふIE 外山肺臓波状 文 頭部破片 良好
7．51 rR 4 J‘1

尿色

て！ 第恵器 J 1㌢冶 附 〕仙 ナ 底部破片 良
1 0Y R 5！2

I灯蹟掲色

H4弓イ主居址遺物観察表

H5号住居址

遺構はH3・4号住居址に切られ　H2号住居址を切り、床面、壁は撹乱による破壊が著しい。北側3分の1はH

3に切られているが、遺構の深さがあることから形状を伺い知ることができた。規模は南北3．4m、東西3．8m、床面

＼
∴
∵
∴

2m

までの深さは50cmを測り、平面形態はやや隅丸の方形であ

る。床面は堅くピットは壁際を含め4個確認できたが主柱

穴であるかは断定できない。カマドは北壁中央に構築され

H4号住居址に西側3分の1を破壊され、確認できたのは

火床及び東側袖の一部である。袖は粘土で構築され、火床

は円形で焼土の堆積及び地山への焼け込みが確認できた。

掘方は30cnl内外と厚く暗褐色上、褐色土など様々な土が

埋め込まれていた。

1層．暗褐色土（10YR3／3）　ローム、軽石含む。

2層．暗褐色土（10YR3／4）　ロームと暗褐色土の浪合。

3層．暗褐色土（10YR3！3）　ローム、軽石含む。

4層．黒褐色土（10YR2／3）　ローム、軽石含む。

5層．鈍い黄褐色土（10YR4／3）ローム多い。粒子細かい。

6層．赤褐色土（2．5YR4／6）　焼土層。（火床）

層
　
層
　
層
層
　
層
　
層
　
層
　
層
　
層
　
層

7

　

8

　

9

　

1

0

　

日

　

ほ

　

1

3

　

1

4

　

1

5

　

1

6

暗褐色上（10YR3！4）　暗褐色土とロームの混合。

黒褐色土（10YR2！3）　しまりなし。

褐色土　（10YR4／6）　ローム主体。しまりなし。

暗褐色土（10YR3／3）　ローム、黒色土、暗褐色土の混合。上面硬質。

鈍い黄褐色土（10YR5！4）ローム主体。しまりなし。

暗褐色士（10YR3／3）　ローム、黒色土、暗褐色土の混合。

暗褐色土（10YR3／3）　ロームブロック。

黒褐色土（10YR2！3）　黒色土7マロック。

褐色土　（10YR4／4）　ローム多い。黒色土、暗褐色土含む。

褐色土　（10YR4／6）　ローム主体。しまりなし。

H5号住居址実測図
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遺物は土師器の杯・高杯・襲、須恵器の坪・賓・蓋が山土した。図示したのは7点である。1は底部回転へラケズ

リの須恵器坪、2は回転へラケズリ後高台貼り付けの高台付坪、3は返りを伴う須恵器蓋の破片。4は広口の須恵器

饗である。5は土師器高坪の脚部、6は球胴気味、7は器厚が薄く口緑緩やかな「く」の字状を示す土師器賓である。

この他　すり石が認められた。本住居址は、土師器楽の口縁形状、須恵器坪の底部調整、須恵器蓋の返りの存在から
奈良時代8世紀第I四半期としたい。

＼l＿ノ

さゝ
3

．：芸宗添

蘇 り 器　 種 2 岩　 層 日 経 川 底 径 川 器 高 川 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・郁 位 焼　 成 色 調 （外 面 ）

1 頂 点 器 坪 ［1 ：1．2 ］ l：8 ．9 」 こう．11 両 外 面 ロ ケ U 十 手　 底 部 l・中k へ ラ ケ ズ り ∩ 縁 、 底 部 破 片 11 好
2 ．5 Y R 軋′l

I天 色

2 須 恵 器 て‘汗 用 瀬 ［1 5 ．別 日 ．5 1 ．（う 内 外 血 ロ ク ロ ナ ヂ　 底 i矧 可 転 へ う ケ ズ リ後 ，奇 行 貼 り 付 け 5 日 上‘初 子
2 ．5 Y R 7 ！ 1

灰 ‖ 色

：弓 娘 心 ㍑ 蓋 ［1 8 ．2 二 ロ ク ロ 櫨 ナ ヂ　 返 り あ り　 天 什 瀧 へ ラ ケ ズ り 破 片 良 好
5 1 r6 ′′′l

I死 色

1 須 恵 器 七† ［2 9 ．2 ］ ロ ク ロ 横 ナ デ 目 線 破 片 良 好
5 Y lミ打 2

侠 掲 色

日 柄 紹 高 井 ［8 ．4 外 面 へ ラ ケ ズ り　 帆 写［腰 ナ デ　 内 山 へ ラ ナ デ 脚 部 破 片 1 1
7 l rR 7 ／4

日 橙 色

（う 川 棚 粟 日 録 横 ナ ≠　 外 面 へ ラ ケ ズ リ 後 十 デ　 内 I面 へ ラ ナ デ 目 線 ～ 胴 部 破 I llr 良
7 ．5 11’R 6 ．／6

橙 色

J 土 師 器 焚 日 紐 描 ナ デ ＝ 緑 破 片 良
7 ．5 1 r R 7 ／4

鈍 い 樽 色

H5号住居址遺物観察表

溝　跡（M）
M1号溝跡

遺構は調査区南端に位置し、H1号住居址を切り、東及び西側は調査区域外となる。規模は長さ2m、幅1．5m、

深さ90cmを測る。時期は平安時代の住居址と推測されるH1号住居址を切ることからこれ以降の遺構と考えられる。

付近は中世の城跡とされる地域であることから城跡

に関する遺構の可能性もある。

1層．褐色土

2層．褐色土

3層．褐色土

4屑．褐色土

5層．褐色土

6層．褐色土

（10YR4／6）

（10YR4／4）

（10YR4！6）

（10YR4／6）

（10YR4／6）

（10YR4／6）

ローム多い。やや砂質。やや粒子粗い。

ローム多い。やや砂質。粒子細かい。

砂質。

ローム、砂混合土。

黄褐色ローム多い。

ローム、砂混合土。4層に酷似。

M1号満跡実測図
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土　坑（D）
D1号土坑
遺構はH2号住居址を切るが、当初切り合い関係が不明であった

ため西側3分の2は、H2号住居址断面での確認となった。

規模は推定で南北1．8m、東西1．7m、深さ45cm内外と思われ、平

面形態は不整方形と考えられる。覆土内には焼土炭化物が多く含ま

れていた。

遺物はH2号住居址確認面上で出土した土師器埠e皿、灰粕陶器

を伴う可能性が考えられる。

D2号土坑

遺構はH2号住居址と切り合い関係にあるが新旧は不明である。

調査規模は南北1．2m、東西70cm、深さ50cmを測り、平面形態は残

存状況から方形又は長方形と考えられる。

遺物は土師器片及び底面から骨片が出土した。土墳墓と思われる。

時期は不明である。

「
三
㍉
。
＋

④オー一関
1層．暗褐色土　（10YR3／3）

焼土、灰含む。しまりなし。

755．100m

（180） 2m

Dl・2号土坑実測図

ピット（P）

調査区内からは7個のピットが確認できた。掘立柱建物址の一部である可能性も考えられるが、調査範囲が限られ、

周囲に展開するピットが認められないことから単独ピットとして取り扱った。

事
ぜ
‥
や
、
㌦

へ

d

 

v

二
二
／

㊨

旦

勉髪

旦＿

㊨
二＿二、＿l

カ　ク　ラ　ン
享三一　三一二一三二二

旦　　　　駐’　　　旦　　　旦’

＝「二　‾二三‾　「コ、　二，‾

註’　　　　旦　　　　　L’

1層．黒褐色士　（10YR2／3）　ローム、軽石少量。

2層．暗褐色土　（10YR3／3）　ローム、軽石。しまりなし。

755．100m

（180）
2m

ピット実測図
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H2号住居址カマド（南西から）天井部残存状況
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胤∴二
D1号土坑全景（西から）

＼こミきゝ

簿

鯵・し璃声恵二■’？

表土除去作業（南西から）
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整続ぶ発声＝芸こ＝
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下曽根遺跡Ⅸ　H2号住居址遺物（1）
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下曽根遺跡Ⅸ　H2号住居址遺物（2）
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下曽根遺跡Ⅸ　H3号住居址遺物
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下曽根遺跡Ⅸ　H3・4号住居址遺物
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下曽根遺跡Ⅸ　H4・5号住居址遺物、Hl・2・4号住居址鉄製品
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中原遺跡群　梨の木遺跡∨

調査報告書
NASHI NOKI

長野県佐久市中込・三河田
梨の木遺跡Ⅴ発掘調査報告書

株式会社　アメ　ック
長野県佐久市教育委員会



中原遺跡群　梨の木遺跡∨

所　在　地

調査委託者

調査受託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市中込字梨ノ木3776－1

三河田字大塚421

株式会社アメック

佐久市教育委員会

宅地造成

平成16年5月12日～平成16年5月14日（現場）

150汀f

上原　学

例　言・凡　例

1，本書は、株式会社アメックが行う宅地造成事業に伴い、平成16年度に行った中原遺跡群梨の木造跡Vの発掘調査

報告書である。

2．本書の作成・執筆は上原が行った。

3．本書に係わるすべての資料は、佐久市教育委員会の責任トに保管されている。

4．遺構の略称は以下のとおりである。

溝跡一M　　土坑一D　　ピットーP

5．スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構　地山断面彷

6．挿図の縮尺　　遺　構　　溝跡・土坑・ピットー1／80

7．調査グリッドは公共座標に基づき4×4mに設定。

8．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

9．上説色調は、農林水産省水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修1987年度版『新版標準土色

帖』の表示に基づいた。

立地と経過

中原遺跡群梨の木遺跡は佐久平の中心部、佐久市中込地積に所在し、千曲川の支流である滑津川右岸の切り立った

段丘上に立地する。標高は680m内外を測り、滑津川河床との比高差は約30mを測る。遺跡群の南西端には佐久地方

最大級の三河田大塚古墳が存在し、付近の遺跡詳細分布調査によると縄文時代から中世の遺物が表面採取されている。

周辺の調査としては本遺跡の西側において昭和62・63年に梨の木遺跡I・Ⅱの調査が行われ、弥生時代の土坑・溝状

遺構、中世から近世の竪穴状遺構・土坑などが確認されている。平成9年には梨の木遺跡I・Ⅲの南に隣接する地域

において梨の木遺跡Ⅳの調査が行われ、梨の木造跡I・Ⅱ同様に中世から近世と考えられる土坑・ピット・溝跡が確

認されている。また、平成8年には道路建設に伴い本調査区の西側段丘端周辺において梨の木遺跡Ⅲの調査が行われ

中世の竪穴状遺構・士坑・ピットなど多くの遺構が確認され　中近世の陶磁器・土製紡錘車・古銭・鉄製品・銅製品
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などが出土している。中でもD49号土坑から出土した中津川窯産の壷、和鏡（流水秋章双雀鏡）は特筆すべき遺物で
ある。

今回、株式会社アメックによる宅地造成事業が計画され、遺構の有無を確認するため試掘調査を行った。その結果、

溝跡。土坑eピットが認められたため、主体者と協議を行い、進入道路地域において確認された遺構の記録保存を目
的として、発掘調査を実施する運びとなった。
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調査遺構

遺　　構

ト

跡
坑
　
ツ

溝

土

ピ

条
基
個

1
　
2
　
2
1

梨の木遺跡V調査全体図（1：125）
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梨の木遺跡V位置図（1：5．000）

基本層序

梨の木遺跡を含む三河田地区一帯は、

浅間山黒班火山の噴出物（追分第一軽

石流・Pl）が被う地域としては最も

南端にあたる。この地域を境にして南

側の一段下がった中込・平賀・野沢な

どの周辺は千曲川の氾濫源沖積地とな

り、強粘性の安定した土壌が広がる。

このため、現在も広い範囲で水田とし

て利用されている。

梨の木遺跡Vの基本層序は上層から

表土（耕作土）、黄褐色士ローム、砂層

（湯川層）となり、砂層の中間には10cm

程度の薄い砂混じりの黄褐色ローム層

が認められた。遺構確認面はⅡ層黄褐

色土ロームの上面である。

I　屑　黒褐色土（10YR2／3）

H　屑　黄褐色土ローム（10YR5／8）

火山灰層（上面遺構検出面）

径3～30mnlの軽石を多量に含む。

Ⅲa層　褐灰色土（10YR6／1）

砂層

Ⅲb層　黄褐色土（10YR6／8）

ややローム質で砂多く含む。

ⅢC層　褐灰色十二（10YR7／1）

秒間

123－

基本層序模式図



遺構と遺物

M1号溝跡

本遺構は調査区中央付近を

東西方向に横断する。試掘調

査時には長さ16mを確認し、

さらに東西方向に長く続くと

思われる。調査区域内の西側

3分の1は近年の授乱に破壊

され、調査規模は撹乱を除き

長さ4m、確認面上での幅1．6

m～1．9m、底幅30cm～40cm、

深さは50cm内外を測る。覆土

は2層で上層は砂を少量含む

黒褐色土で、下層は砂を多く

含む暗褐色土である。遺物は

出土しなかった。
M1号溝跡実測図

D1号土坑

本遺構は調査区東端に位置する。規模は南北1．4m、東西1Jm、

深さ80cmを測る。平面形態はやや南北に長い方形である。覆土は2

層で上層が砂e軽石を含む暗褐色土、下層が砂を主体とする褐色土

である。遺物は出土しなかった。

D2号土坑

本遺構は調査区中央付近に位置し、M1号溝跡に切られる。規模

は南北1．08m、東西1m、深さ40cmを測り、平面形態はやや南北に

長い円形である。覆土は単層の暗褐色土で、10cm～20cm大の石を数

個含んでいた。遺物は出土しなかった。

ピット

調査区内から21個のピットを確認した。規模は径30cm～60cmで、

深さ20cm～30cmである。形態は円形または楕円形で、覆土は黒褐色

土または暗褐色土である。調査地域が狭いこともあり配置の規則性

を認めることはできなかった。遺物は出土しなかった。

一124－
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2In

ま　と　め

梨の木遺跡Vの調査によって、溝跡1条、土坑2基、ピット21個の調査を行った。いずれの遺構も遺物が出土しな

かったことから、時期の確定には至らなかった。周辺の発掘調査状況をみると、東南に近接する梨の木遺跡I。Ⅱe

Ⅳの調査においても溝跡。土坑eピットなど本遺跡に類似する遺構が確認されているが時期を確定し得る遺構、遺物

は存在していない。しかし、報告書（梨の木遺跡Ⅳ）の中で梨の木遺跡Ⅳ及び梨の木遺跡I。Ⅱにおいて確認した土

坑について考察し、時期については前田遺跡第一次～第三次調査の中世土坑に類似するとし、性格については江戸時

代の墓境である北西の久保遺跡第2号特殊遣構内C土坑との類似性から墓墳と考え、本遺跡南の段丘端一帯は中世か

ら近世の墓域であった可能性を論じている。また東方の梨の木遺跡Ⅲからも、中世から近世と考えられる竪穴状遺

構。土坑。溝跡eピットが多数確認され、古銭。陶磁器e土鍋。石臼などの遣物が出土している。これら梨の木遺跡

V周辺の調査状況から、確定はできないが本遺跡において確認した遺構も滑津川に接する台地上に展開する中世から

近世にかけての遺跡の一部である可能性が推察される。今後、本遺跡の性格が解明できるよう周辺の発掘調査に期待
したい。
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D1号土坑全景（西から）
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